
０１
題 材 名 「いい てんき」（第１時／全１時間） 

目 標 〇教科書の絵を見ながら想像を膨らませ、感じたこと、考えたことを話し合うことができる。

・友だちの話に関心をもち、応答することができる。（主体的に学習に取り組む態度）

領 域 等 Ａ 話すこと・聞くこと

学習の流れ 

教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5
分 

展

開

30
分 

終

末

10
分 

① 題材名「いいてんき」を書く。

・ゆっくりと声にだしながら板書する

② 本時の目標を児童に知らせる。

・本時の目標を知る。

めあてを明確にするため、教

師と一緒に読む。

・絵を見て、登場人物等を確認す

る。 

・絵を見て、絵の中の人物になり

きって自由に話す。

・教師に質問したり友だちと会話

をしたりしながら楽しく話し

合う。 

・ゆっくりと日本語を言葉にだ

す。日本語の文を確認しなが

ら読んでいく。

・みんなで一緒に楽しく学習をし

ていくのだという意識をもつ。 
・こんなことを学習したいという

ことがあれば発表する。

・学習についていろいろなルー

ルがあることを知る。

・次時の見通しを持つ。

③ P0～3のさし絵を見て、何をしているのか、見たことや想像した

こを自由に発表させる。

「だれがいるかな。」「登場人物はだれかな。」

「どんな ばしょだろう。なにがあるかな。」

「なにを しているところだろう。」

④ P4～8のさし絵を見て 絵の中の人物になりきって自由に発表さ

せる。

「この男の子は、なにをしているのかな。」

「この女の子は、なにをしているのかな。」

「絵を見て気が付いたことはなにかな。」

⑤ P8の様子を想像しながら教師の声にあわせて読ませる。

「先生と一緒に読んでみよう。」

⑥ 補習校の学習について説明する。

「国語の学習では、日本語を話したり、聞いたり、読んだり、書い

たりします。とても楽しい学習です。これからみんなで一緒に、た

くさんのことを感じたり考えたりしましょう。」

・次の時間の学習について知らせる。

「この次は、おはなし たのしいな」を学習します。

どんな勉強か楽しみですね。

指導のポイント 

○ 初めての国語の授業ということで「国語」ではどんなことを学習するのか伝える。

・国語とは、日本語を「話すこと」「聞くこと」「書くこと」「読むこと」を主な活動とする学習であ

る。

○ 授業での約束について指導・確認をする。

・聞く姿勢、発表の仕方や姿勢、声の大きさなどを図や写真があれば用いて指導する。

・友だちと一緒に学び合っていくという気持ちを繰り返し指導していく。

いいてんき

「えを みて おはなしをしよう」 



板書例 
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①題材名「いい てんき」を黒板に書く。 
・児童はまだ文字が読めないが、題材名、

を説明しながら書き、少しずつ読めるよう

にする。

②本時の目標を児童に知らせる。

・めあてを意識させることにより主体的な

学習につなげていく。

・挿絵を掲示してイメージを広げさせる。 

③挿絵を見て、何をしているのか、見たことや

想像したことを自由に発表させる。

「どんな人が でてきますか。」

「どんな ばしょだろう。」

「なにを しているところだろう。」

④挿絵を見て、絵の中の人物になりきって

自由に発表させる。

友達の話を聞き、発想を広げる。
⑥これからの補習校での国語の学習につ

いて知らせる。

にほんごをつかう

にほんごをよむ

にほんごをかく

「次の時間は、おはなし たのしいな」

を学習します。

・挿絵を見せ、自分が読みたい本を見つ

けることにより主体的に学習していこう

とする気持ちをもち、学習意欲を高めさ

せる。

⑤P8 の挿絵を見ながら教師の声にあわせて

読ませる。

「先生と一緒に読みましょう。」
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。



０２ 

題 材 名  「おはなし たのしいな」「あつまって はなそう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇先生の読み聞かせる物語を聞いたり好きな動物を話したりして日本語へ興味を広げることがで 

      きる。 

・さし絵を見て、物語や好きな動物、その動物について知っていることを伝えたいという気持ち

をもつことができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ａ 話すこと 聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30

分 

 

 

 

 

終

末

10

分 

 

 

 

① 題材名「おはなし たのしいな」「あつまって はなそう」 

とめあてを黒板に書く。 

  

 

・本時の目標を知る。 

教師と一緒に読み、いろいろ

な本に親しむこと、日本語を

話すことに意欲を持つ。 

 

 

・知っているお話について発表す

る。 

・知っているお話の内容も自由に

想像して発表する。 

 

・聞く態度について確認し、意識

して聞く。 

 

・感想を発表する。 

 

 

・本の楽しさや読書のよさにき

づく。 

・好きな動物を発表する。 

 

 

 

 

・会話の示範を聞く。 

 

・好きな動物や､その理由を友だ

ちに伝える。 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書P10～11にのっている本を見て知っている話やその題名を話

し合わせ、教師が本を読んであげる。 

 「いろいろな本がありますね。知っているお話はありますか。」 

「どんなお話が言えるかな？」 

「知らないお話も、どんなお話か想像してみましょう。」 

○本の読み聞かせをする。 

「今から『ぐりとぐら』というお話を読みます。このお話は、双子

の野ねずみの話です。」 

※児童に親しみの深い本を選んでおくとよい。 

・よい聞き方ができている児童を称賛する。 

「お話を聞いて、どんなことを思ったり、考えたりしましたか？」・

友だちの感想を聞きながら自分の感想を深めさせる。 

③教科書Ｐ12～13のさし絵の内容を確かめさせる。 

「どんな 動物がいますか。」「好きな動物は どれですか。」 

○ペアによる会話学習をさせる。 

「お友達と二人でお話をしましょう。」 

・文型を黒板に提示し、指名した児童と教師がそれに合った会話を

して見せることで示範をする。 

・友だちの話を聞きながら友だちの好きな理由を理解させる。 

○今日の学習内容をふりかえさせる。  

「今日は、物語を聞いたり好きな動物を友だちに伝えたりする勉強

をしました。 

④次時の予告をする。 

「次の時間は、『えんぴつと なかよし』の学習をします。 

指導のポイント 

 ○ 本の提示について 

・補習校では、現地校の借用などの諸事情で教室内にクラス文庫を常設することはむずかしいと思うが、

日本語の本は、なるべく子どもたちの身近におけるように工夫をしたい。 

  ○ 会話の基本文型を学ぶ 

・自分が伝えたいことをはっきり伝えられるようにする。 

私は、『〇〇が好きです。そのわけは、△△だからです。』 

教師が示範することにより、全員が基本文型を使えるように工夫をしたい。 

  ○ 発表した友達の内容を集中して聞けるような態度を育てる。 

・友達の好きな動物やその理由を自分と比べて聞くことができるような児童に育てたい。 

おはなし たのしいな 

「ほんを たのしく きこう」「すきな ことを はなそう」



板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①題材名「おはなし たのしいな」「あつまってはなそう」

とめあてを黒板に書く。 
・あらかじめ教科書に載っている本があれば用意をしておく。 
・児童には、教師に読んでもらいたい本があれば、持参して

おくように伝えておく。 

②教科書の絵を見て、知っている話やその題名を発表し

あうようにさせる。 
・知っている内容であれば説明させる。 
○教師の読み聞かせを聞かせる。 
・聞く態度について（姿勢・目線・集中等）指導しなが

ら聞かせる・ 
・よい聞き方ができている児童を称賛する。 
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③教科書Ｐ12～13 のさし絵の内容を確かめさせる。 
「どんな 動物がいますか。」「好きな動物は ど

れですか。」 
○ペアによる会話学習をさせる。 
「お友達と二人でお話をしましょう。」 
・文型を黒板に提示し、指名した児童と教師がそれ

に合った会話をして見せることで示範をする。 
・友だちの話を聞きながら友だちの好きな理由を理

解させる。 

④次時の予告をする。 
・「家でもいろいろな本をよんだ

り聞いたりしましょう。」 
・日本語でいろいろなお話しをす

るようにしましょう。 
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０３ 

題 材 名  「えんぴつと なかよし」「どうぞ よろしく」（第１時／全１時間） 

目  標 〇姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くことができる。 
・自己紹介のための名刺をつくることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  B 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「めいしを つくろう」とめあてを黒板に書く。 

 ・P16を参考に「どうぞ よろしく」のゲームをさせる。 

・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

ゲームを楽しく行い、自分の

名刺を作ろうという意欲を

持つ。 

 

 

 

 

 

・唱え歌を通して、主体的に学

習に取り組む。 

 

 

・丁寧に書く。 

 

・ 
・児童の実態をふまえて、氏名 
出身都道府県 好きな動物等 
をカードに書いてもよい。 

・渡す時のことを考えながら楽

しく、見やすいものにするよ

うに意識する。 
・名刺は、実態に応じて複数枚 
 作成する。 
・楽しく、ゲームをする。 
・相手に文字を向け、両手で渡

す。 

・次時の見通しをもつ。 

・時と場所に応じた日本語を話

すことに意欲を持たせるよう

にする。 

②「唱え歌」を通して、正しい鉛筆の持ち方、姿勢を知らせる。 
・P14「先生にあわせて言ってみましょう。鉛筆をもちましょう。」 
・P15「先生にあわせて言ってみましょう。よい姿勢になりましょう」 
・P14～15「挿絵をなぞりましょう。」 
・「ワークシートで練習をしましょう。」 
・正しい鉛筆を持てる子、正しい姿勢の子を称賛する。 
 
③名刺作りをさせる。 
・「自分のことを友達に紹介する名刺を作ろう。」 
・名刺の作り方を説明する。 
「いちねん」の書き方を丁寧に指導する。 
名刺は、氏名（出身都道府県）を書かせる。 
（出身都道府県に関しては、担任が準備しておいてもよい。） 

・子どもたちが作る名刺は、レターサイズ（またはA4）を半切にした

程度の用紙を活用する。 
・文字を書くときは、姿勢や鉛筆の持ち方に気をつけて書くようにさ

せる。 
・「はじめまして ゲーム」をさせる。 
「『こんには、私は○○です。どうぞ､よろしくお願いします。』と言

ってから始めましょう。」 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『なんて いおうかな』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○ 姿勢や筆記具の持ち方は継続的に取り組むように支援していく。 
・姿勢や筆記具の持ち方の絵が準備できるときは、しばらくの間、国語の授業の前に掲示しておくよう

にする。 
 ○ 姿勢や筆記具の持ち方は、ＱＲ/バーコードを読みとり事前に確認しておく。 

  ○ 書くことの指導については、一文字一文字丁寧にゆっくりと指導をする。もっと書きたいと思うよう

に支援と称賛を心がけたい。 
・友達とかかわり、相手を知り、自分を表現することに対する前向きな意欲を大切にする。 
 
 

めいしをつくろう 
 
ただしいしせい えんぴつのもちかた 
 



板書例 
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①題材名「めいしをつくろう」とめあてを黒

板に書く。 
・「どうぞ よろしく」ゲームをする。 
・学習意欲を高める。 
・めあてを書く。 
・めあてを一緒に読ませ理解させる。 
・筆記用具の持ち方、姿勢の絵を掲示してお

く。 

②P14 の「唱え歌」を唱えながら、鉛筆の

正しい持ち方を知らせる。 
・P15 の「唱え歌」を唱えながら、正しい

姿勢を知らせる。 
・唱え歌を通して楽しく、主体的に学習に

取り組むように支援をする。 
・正しい姿勢に気をつけて P14～15 の挿絵

を指でなぞる。 
・ワークシートを使って練習をする。 

い
ち
ね
ん 

  

〇 

〇 
〇 
〇 

③名刺作りをさせる。 
・「はじめましてゲーム」をするための

意欲を高める。 
・「名刺作りをする。」 
・「初めましてゲーム」をする。 

④次時の予告をする。 
・「なんて いおうかな」 
時と場所を考えて日本語を使う練

習をします。 

五
十
音
表 



０４ 

題 材 名  「なんて いおうかな」「こんな もの みつけたよ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇学校を探検して見つけたことを話すことができる。 
     ・場面に応じて 自分の考えを伝えようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「なんていおうかな」「こんなもの みつけたよ」とめあ

てを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にして意

欲を高めるために、子どもたち

にもめあてを読ませる。 

 

 

 

 

・おはようございます。 

・こんにちは 

・さようなら 

 

 

 

・日本で使わないような言葉がで

たときは、日本と現地校両方の

言い方を書く。 

 

 

・しつれいします。 

・ありがとうございました。 

 

・Ｐ２０～２１を参考にさせる。 

・児童の実態をふまえて、絵や文

字、言葉で発表できるように練

習をする。 
・大きな声で話すこと、話す人の

方におへそを向けて聞くこと

などを意識して話したり聞い

たりする。 

・次時の見通しをもつ。 

②P18～19の絵を見て、何をしてどんな話をしている場面のなのか 
 出しあう。 
「この絵に出てくるお友達は、なんといっているのでしょうか。」 
・それぞれの場面にあった言葉や動作を練習する。」 
・補習校で使っている教室･部屋･施設について、知っていることを発

表させる。 
・「補習校の中では、どんな部屋を使っているか知っていますか。 
また、どんなものが置いてあったりどんなものを使ったりしている

か、気がついたことがあったら発表してください。」 
・補習校探検をするにあたって、どのような言葉をつかったらよいか 

練習させる。 
「しつれいします」「ありがとうございました。」 
③児童と共に補習校探検に行く。 
・「探検に行く前に約束があります。それは、○○です。」 
見つけても触らない 動かさない 挨拶をする。 

・見つけたら、絵や文字で記録しておけると良いことを指導する。 
④探検して見つけたことや発見したことをさし絵や絵カード、文字で

まとめさせる。 
・「発表できるように絵や文字であらわそう。」 
⑤見つけたことを発表させる。 
「探検してきて 見つけたことを 友だちにわかるように発表しよ

う。」 
・話の仕方や聞き方を知らせる。 
⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『うたに あわせて あいうえお』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○子どもたちが気づいたものは、できるだけ認めてやるようにする。日本語だけでなく現地校での表現も 
  大切に扱うようにする。 
○探検のルールについては、指示、命令ではなく一年生なりにわかるように説明する。 
○探検の目的が戻ってから発表することを意識させ、主体的に取り組むように支援していく。 

  ○話す時は、どの程度の声の大きさがよいのか、聞くときは、発表する方にへそを向けるなど具体的に指 
導する。良くできている児童に対しては称賛を心がけたい。 

○文字、挿絵、絵カードなどを組み合わせて見つけたことを表現することに前向きな意欲を大切にする。 
 

ほしゅうこう たんけん 
ばめんに おうじた はなしかたを しろう 



板書例 
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・
お
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く
し
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◎ 

み
つ
け
た 

こ
と
を 

 

①題材名「なんていおうかな」「こんなもの 

みつけたよ」とめあてを黒板に書く。 
・「学校探検」をするにあたり学習意欲を高め

る。 
・めあてを書く。 
・めあてを一緒に読ませ理解させる。 

た
ん
け
ん
の
や
く
そ
く 

・
も
の
に
さ
わ
ら
な
い 

・
あ
い
さ
つ
を
す
る 

・
み
つ
け
た
も
の
を
え
や
も
じ
に
す
る 

②P18～19 の絵を見て、何をしてどんな話をして

いる場面のなのか、出しあう。 
「この絵に出てくるお友達は、なんといっている

のでしょうか。」 
・それぞれの場面にあった言葉や動作を練習する。 
・補習校で使っている教室･部屋･施設について、

知っていることを発表させる。 
・「補習校の中では、どんな部屋を使っているか

知っていますか。 
・補習校探検をするにあたって、どのような言葉

をつかったらよいかを練習させる。 
「しつれいします」「ありがとうございました。」 

③補習校探検に、児童と共に行く。 
・探検を終えて､戻る合図を確認する。 
・約束を確認させる。 
それぞれの場所に置いてあるものには触れな

い。一人では行動しない。部屋に入るときや 
人に聞くときの挨拶や聞き方のルールを守る。 

④探検して見つけたことや発見したこと

を、文字、挿絵、絵カードなどを活用

してまとめさせるようにさせる。 
・Ｐ２０～２１を参考にさせる。 
⑤まとめたことを発表させる。 
・話の仕方や聞き方を知らせる。 

④次時の予告をする。 
・「うたにあわせて あいうえお」歌にあ

わせて楽しく文字を練習します。」 
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０５ 

題 材 名  「うたに あわせて あいうえお」（第１時／全１時間） 

目  標  声に出して楽しく読み上げながら、「あいうえお」に親しむことができる。 

領 域 名    C 読むこと  伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

 

 

 

終

末

2

分 

① 題材名「うたに あわせて あいうえお」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

「あいうえお をリズムに合わせてひょうげんしよう」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 

③ 教師の音読を聞かせ、その後、共読みをし、斉読を行う。 

「まず、私が「うたにあわせて あいうえお」を読みます。口の形

をよく見ながら聞きましょう。」 

④ 教師の口形をよく見させて、形と音を一致させる。 

「では、私がなんと言っているか当ててみましょう」(声を出さずに

口を動かす。)  

・あ～おまで、ランダムに言い当てさせる。 

⑤ 自分で言葉をみつけて、うたを作らせる。 

「あ・い・う・え・お で始まる言葉を集めて、自分のうたをつく

ってみよう」 

・巻末のひらがな表を参考にさせてもよい。 

⑥ 自分のうたを発表させる。 

・音やリズムをはっきりとさせて発表させる。 

・相互にできていたかどうかの感想を述べあう。 

⑦ あいうえおについて、書き練習をする。 

・教科書に書き込んで、丁寧に練習させる。 

⑧ 次時の予告をする。 

「次の時間は「こえにだしてよもう」を学習します」 

 

・めあてを教師と一緒に読む。 

 

 

 

 

・先生の顔を見て聞く。 

・口形写真を確認し、見比べなが

ら聞く。 

・口の形を見て、何と言ってい

るか分かれば発表する。 

 

 

・ありをあつめてあいうえお 

・いぬもいっしょにあいうえお 

・うしもうれしいあいうえお 

・えんぴつえらぶよあいうえお 

・おにぎりおいしいあいうえお 

など…。 

 

・まずなぞり、空白マス目まで

埋める。 

 

指導のポイント 

〇声に出して読む 

・大きな声で、はっきりと発音させたり、口の形を丁寧になぞらせたりする。口ごもっていい加減な発音にな

らにように注意する。 

・うたにはリズムがあり、意味の区切りともなっているので、発表の際にはリズムを整えさせるよう注意する。 

 

 

 

らないように注意する



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 次時の予告をする。 

「次の時間は、『こえに だして よもう』 の学習をします。」
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① 題材名「うたに あわせて あいうえお」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

③ 教師の音読を聞かせ、その後、共読みをし、斉読を行う。 

④ 教師の口形をよく見させて、形と音を一致させる。 

・口の形やリズムに注意させる。 

⑤ 自分で言葉をみつけて、うたを作らせる。 

 ・巻末のひらがな表などを参考にさせてもよい。

⑥ 自分の歌を発表させる。 

 ・大きくはっきりと話させる。 

・リズムにも心がけて言えるよう助言する。

⑦ あいうえおについて、書き練習をする。 

・教科書に、丁寧に書き込ませる。 

あ
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お
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０６ 

題 材 名  「こえに だして よもう」①（第１時／全１時間） 

目  標 〇「声の大きさやリズム」を工夫してはっきりと読むことができる。 

     ・文に描かれた様子を想像して音読しようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

・感想を発表し､音読への意欲を

持つ。 

 

 

 

 

・一斉読み､ペア読みをする。 

 

・音読の留意点を確かめる。 

 

 

 

・音読の留意点を意識し、音読す

る。 

・工夫して読んでいる児童が文を

読む。 

 

・音読の響きやリズムに気をつけ

ながら､音読する。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

 

②朝日や海の様子を想像しながら読み聞かせる。 
・挿絵から気がついたことを想像させる・ 
「教科書の絵を見て、気がついたことはありますか。」 
・教科書P26～P27を範読（教師の読み）する。 
「どんなお話か考えながら、聞きましょう。」 

・「どんなお話でしたか。どんなかんじがしましたか。」 
③「あさのおひさま」を読ませる。(１回目) 
・一斉読み ・ペア読み 
○聞く人がわかりやすく､楽しめる読み方にするには､何に気をつけ

ればよいか考えさせる。 
・口を大きく 間をとる ゆっくりと  
 
④声の大きさやリズムを工夫して､読ませる。（２回目） 
・一斉読み ・ペア読み 
・工夫して読んでいる児童を賞賛する。 
・指名読み 
 
○めあてを考えながら自分のペースで読ませる。（３回目） 
・大きな声で読む ・楽しく（表情豊かに）読む。 
・一斉読み 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『すきな あそび』の話をみんなにお話しします。 
みんなは、どんな遊びがすきですか。」 

 

指導のポイント 

 ○音読 
・基本的な心構えは、「聞き手を意識させる」こと。「自分だけが満足する読みではなく、聞いてくれ

る人が聞き取りやすく、わかりやすいことを目的に音読する。」という意識を身につけさせ、継続さ

せたい。 
○挿絵から想像できることを発表させ、文の楽しさを感じさせたい。 
○一人読み､一斉読み、ペア読みを活用することにより主体的に音読に取り組ませたい。 
 
 
 
 

あさの おひさまの おはなしを たのしもう 



 

 

板書例 
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①題材名「あさの おひさま」とめあてを黒

板に書く。 
・文を声に出して楽しく読もうとする」をす

るにあたり学習意欲を高める。 
・めあてを書く。 
・めあてを一緒に読ませ理解させる。 

 

②朝日や海の様子を想像しながら読み聴

かせる。 
・挿絵から気が付いたことを想像させる。 
・場面の様子や登場人物の行動を考えなが

ら聴く。 

③「あさのおひさま」を読ませる。（1 回目） 
・「あさのおひさま」を一斉に読む。 
・「あさのおひさま」をペアで読みあう。 
○音読の際に、どのように工夫したらよいか

考えさせる。 
・場面を想像して ・楽しそうに  
・口を大きく・ゆっくり  
・聞きやすい声の大きさ 

④声の大きさやリズムを工夫して、読ませ

る。（2 回目） 
・一斉読み 
・ペア読み  
・工夫して読んでいる児童を称賛する。 
○めあてを考えながら自分のペースで読ま

せる。(３回目) 
・大きな声で読む。・表情豊かに読む。 

⑤次時の予告をする。 
・「すきな あそび」の話を みんなにお話をし

ます。 
 みんなは どんな あそびがすきかな。 
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０７ 

題 材 名  「ききたいな  ともだちの はなし」（第１時／全１時間） 

目  標 〇自分の伝えたいことをわかりやすく伝えることができる。 

・友だちの話を集中して聞こうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  A 話すこと 聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

 

 

 

 

終

末 

10

分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

・自分の好きな遊びを話す。 

 

・友達の好きな遊びを聞く。 

 

・P28を聞いて､発表の仕方を確認

する。 

・友達の話に感想を持つ。 

 

・P29を聞いて、発表の仕方を確

認する。 

・友達のことを､クラス全体に知

らせる。 

 

 

 

 

・友達と交代して、好きな遊びの

話をする。聞く。 

・話をするときの基本の形を確認

する。 

・次時の見通しをもつ。 

 

②友達とペアになり好きな遊びについて話すこと・集中して聞くこと

ができるようにP28を参考に指導する。 

「自分の好きな遊びを友達にわかるように知らせましょう。」 

「友達がどんな遊びが好きか みんなに伝えられるように聞きまし

ょう。」 

「聞く人は、話す方におへそをむけましょう。」 

 P28を､範読（教師の読み）する。 

・伝えるときの基本の形を黒板に書く。 

 わたしの すきな あそびは ○○です。 

③わかったことや感想を､声の大きさや速さに気をつけて全体に知ら

せる。 

・P29を参考に話し方の基本形式について知らせる。 

P29を､範読（教師の読み）する。 

「友達の好きな遊びをみんなにわかるように伝えましょう。」 

・声の大きさ 速さを考えて発表させる。 

「友達の好きな遊びは何か集中して聞きましょう。」 

 

④聞き手と話し手を交代して、②と③の活動をさせる。 

 

・教師と活動のふり返りをする。 

  

⑤次時の予告をする。 

「次の時間は、『たのしいな ことば あそび』をします。」 

・絵カードを見せ、学習意欲を高めさせる。 

 

指導のポイント 

 ○自分の考えの伝え方、聞き方の基本の形を確認する。 

・「ぼくは、○○がすきだよ。」「わたしも すきだよ。」 

・話す人は、相手の目を見て話をすること。聞く人は、うなずきながら聞くことを伝える。 

 ○興味をもって友達の話を聞き、より伝わる話し方を考えながら、みんなに知らせようとするにはどのよ

うにしたらよいか、挿絵から話し方、聞き方を確認させたい。 

○事前に、友達に伝えたいことを宿題などで考えてくるように指導しておくことにより主体的に授業に参

加できるようにする。   

 

 

 

 

すきな あそびを きいてみましょう 

すきな あそびを しらせましょう 



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き
き
た
い
な 

と
も
だ
ち
の 

は
な
し 

  

め
あ
て 

 

す
き
な 

あ
そ
び
を 

し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

・
ぼ
く
は
、
○
○
が
す
き
で
す
。 

 

・
お
に
ご
っ
こ 

 

・
ブ
ラ
ン
コ 

 

・
な
わ
と
び 

    

◎ 

す
き
な 

あ
そ
び
を 

き
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
き
い
て 

わ
か
っ
た
こ
と
を 

 

み
ん
な
に
し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

  

①題材名「すきな あそびを きいて

みましょう」とめあてを黒板に書く。 

・P28～P29 を読み、教師の説明を聞いて

 活動内容を理解させる。 

・伝えたいことを事前に考えさせておく

ことにより主体的な学習につながる。 

②友達とペアになり好きな遊びについて

伝えるように指導する。また、聞き方の基

本を知らせる。 

「自分の好きな遊びを友達にわかるよう

に知らせてましょう。」 

・P28 を参考に話し方の基本の形式につい

て知らせる。 

 私は、○○が好きです。 

・聞き方の基本の形式について知らせる。

・お話を聞くときは、相手の方におへそを

向けましょう。 

③分かったことや感想を､声の大きさや速さに気を

つけて全体に知らせる。 

「○○さんの好きな遊びについてお話をします。」

・P29 を参考に話し方の基本の形式について知らせ

る。 

・P29 を､範読（教師の読み）する。 

「友達の好きな遊びをみんなにわかるように伝え

ましょう。」 

・声の大きさ 速さを考えて発表させる。 

「友達の好きな遊びは何か集中して聞きましょ

う。」  

⑤次時の予告をする。 

・「たのしいな ことば あそび」

の話を みんなにお話をしま

す。 

・絵カードを見せ、学習が楽しみ

になるように告げる。 

④聞き手と話し手を交

代して②と③の活動を

する。 

・教師と活動の振りかえ

りをする。 



き
き
た
い
な
と
も
だ
ち
の
は
な
し

ｗ
07

な
ま
え
（

）

め
あ
て

○
す
き
な

あ
そ
び
を

き
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
き
い
て

わ
か
っ
た
こ
と
を

み
ん
な
に
し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

※
き
を

つ
け
る
こ
と



き
き
た
い
な
と
も
だ
ち
の
は
な
し
（
記
入
例
）

ｗ
07

な
ま
え(

)

め
あ
て

す
き
な

あ
そ
び
を

き
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
き
な

あ
そ
び
を

し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
す
き
な

あ
そ
び
を

き
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

ぼ
く
は
、
お
に
ご
っ
こ
が

す
き
だ
よ
。

わ
た
し
は
、
ぶ
ら
ん
こ
が
す
き
だ
よ
。

ぼ
く
は
、
（

）
が
す
き
だ
よ
。

○
き
い
て

わ
か
っ
た
こ
と
を

み
ん
な
に
し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

む
ら
さ
ん
が

す
き
な

あ
そ
び
は
、
（

）
で
す
。

※
き
を

つ
け
る
こ
と

は
な
す
ひ
と
は

き
く
ひ
と
の

め
を
み
て
は
な
す
。

き
く
ひ
と
は

は
な
す
ひ
と
の
ほ
う
に

お
へ
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を
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。



０８ 

題 材 名  「たのしいな ことば あそび」（第１時／全１時間） 

目  標 〇身近なことを表す語句の量を増し、語彙を増やすことができる。 
・音節と文字との関係にきづき、言葉を集めようとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 
領 域 等 言葉の特徴や使い方（音節と文字の関係 語彙を増やす） 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「たのしい ことばあそび」とめあてを黒板に書く。 

 ・P30を参考に「あり」と声に出して読む。 

 「これは、なんですか。」 

 「『あり』と口でいいながら手をたたいてみましょう。」 

（２回） 

・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

口と手を使って、楽しく言葉を

見つけていく学習であること

を通して意欲を持つ。 

 

 

 

 

 

 

・教師の演示や挿絵を通して、主

体的に学習に取り組む。 

 

 

 

 
・ペア学習を取り入れることによ

り主体的に全員が発表する。 
・手をたたきながら言葉を言う。 

 
 

 
・ワークシートに言葉を書く。 
 
 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②「あり」（２回）「あしか」（３回）「あいさつ」（４回）の言葉

をはっきり言いながら手をたたく活動を児童と一緒に行う。 
「『あしか』とはっきり言いながら手をたたきましょう。」 
「教科書にでていない『あ』を使った言葉を見つけましょう。」 
 
③「い」「う」「か」など既習の平仮名で始まる言葉集めをする。 
「『いす』と口で言いながら手をたたいてみましょう。」 
・「い」で始まる教科書以外の言葉集めをする。 
「『い』で始まる言葉を探しましょう。」 
・手を打ちながら､文字数を意識する。 
・音節と文字の関係を意識させる。 
・これまでに習った文字を使って言葉を見つけて、ノートに書く。 
・ワークシートに書いた言葉を発表させる。 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『はなの みち』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○語句の音節と文字の関係に関心をもち、今までの学習をいかして言葉集めをすることができるように 
  絵カードを準備しておくようにする。 
  ○書くことの指導については、一文字一文字正しいひらがなを書くようにし、ていねいに書いている児童 

には、具体的な称賛を心がけたい。 
 〇ワークシートに文字を書く際は、線描きの指導や一マスの中を 4 つに区切った、〇〇の部屋から書き出 

すとバランスのとれた文字になることを指導するとよい。 
〇ペア学習を取り入れることにより全員が主体的に活動できるように心がける。 
 
 
 
 
 

たのしいな ことばあそび 
あり 



板書例 

 
１０ 板書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

た
の
し
い
な 

こ
と
ば
あ
そ
び 

   

め
あ
て 

こ
と
ば 

あ
そ
び
を
し
よ
う 

  
 

 

あ
り 

 

あ
し
か 

 

あ
い
さ
つ 

  
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

い
す 

  
 
 

い
る
か 
  
 

 
  
 

 
 

①題材名「たのしいな ことばあそび」

とめあてを黒板に書く。 
・「ことば あそびを しよう」絵カー

ドを通して学習意欲を高める。 
・絵カードを準備しておくと学習意欲が

高まる。 

②P30 を見て「あ」で始まる言葉は、いろい

ろあることを知らせる。 
・手を打ちながら１音節１文字であることに

気づき、２文字３文字４文字の言葉等があ

ることを知る。 
「『あり』と口で言いながら手をたたいてみ

ましょう。」 
・「あ」で始まる教科書以外の言葉集めをす

る。 
「『あ』で始まる言葉を探しましょう。」 

③「い」「う」「か」など既習の平仮名で始まる言葉

集めをさせる。 
「『いす』と口で言いながら手をたたいてみましょう。」 
・「い」で始まる教科書以外の言葉集めをする。 
「『い』で始まる言葉を探しましょう。」 
・手を打ちながら､文字数を意識する。 
・これまでに習った文字を使って言葉を見つけて、ノ

ートに書く。 

④次時の予告をする。 
・「はなの みち」 
挿絵を見せ、楽しい物語の学習である

ことを感じさせる。     
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０９ 

題 材 名  「はなの みち」①（第１時／全３時間） 

目  標  ・ 教師の範読や挿絵から、だいたいの内容がわかる。  

・ お話の感想が持て、言える。 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「はなの みち」とめあてを黒板に書く。 

「どんな おはなしなのか たしかめよう」 

 

②  登場する動物と場面（季節）を確かめさせる。 

・ 教師の範読を、教科書を読ませながら聞かせる。 読を聞く。 

「お話を聞いて、どんなことを感じましたか。」→ 発表を板書。  

「お話を読んでわからなかったことや変だなと思ったことなどは 

ありますか。」→ 発表を板書。 

「このお話に出てくる動物は何ですか。絵の中から見つけてもいい

ですよ。」 →くまさん、りすさん、うさぎさん、小鳥（すずめ）

さん、 かえるさん、かたつむりさん、きつねさん、たぬきさん  

「このお話の季節はいつでしょうか。」  

・ 暖かくなり花が咲いたことから「春」を、その前の季節は「冬

」であることを確かめさせる。挿絵で考えさせてもよい。 

 

③  挿絵の並べ替えを通して、あらすじをまとめさせる。 

・ 拡大した挿絵を準備しておき、順序はバラバラに掲示する。 

・ 児童たちに自由に発話させながら、物語に展開順どおりに並べ 

替える。 

「それぞれの絵の時に、くまさんがしたことは何でしょう。」 ・  

・ 挿絵の下に発表された内容を簡潔に記す。 

・ 挿絵と板書から、あらすじを確認させる。 

 

④  教科書を音読させる。  

・ さまざまな読み方をさせ、児童が楽しく読めるようにする。 

※  教師との掛け合いで、セリフだけを読む。１行ずつ、順番に間

を空けずに読む。１文ずつ交替で読む。 

 

⑤ 本時を振り返らせ、次時の予告をする。 

「この時間の学習でどんなことがわかりましたか。」 

「次の時間は、みんなで『くまさん』の気持ちを考えましょう。」 

・めあてを教師と一緒に読み、

活動への意欲を持つ。 

 

・教科書を目で追いながら、判

読を聞く。 

・自由に感想を述べる。 

・登場する動物を文章や挿絵か

ら探し、答える。 

・文章や挿絵から季節を推測し

答える。 

 

 

 

 

 

・物語の展開に沿った、挿絵の

順序を考える。 

・くまの行動と、最後にできた

ものをとらえる。 

 

 

 

 

 

・いろいろな読み方を楽しむ。 

・物語の内容を再確認する。 

 

 

 

 

・本時の学習を見返す。 

・次時の学習の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 物語の初読場面での学習  

・ 教師の範読を第一段階とすることが多い。内容をスムースに把握するためである。  

・ 初読後は、感想（初発の感想という）発表や読んでわかったこと、驚いたこと、疑問に感じたこと などを

述べさせ、今後の学習に生かすのが基本的な展開である。  

・ 特に、児童の疑問は大切にしたい。それが場面の状況を正確に読み取る必要性や登場人物の心情の 把握の

ための精読（表現内容を緻密に読んでいく学習）のきっかけとなるからである。 

 児童自身が自己課題を持ち、その解決のための学習方法を知り、課題解決し、達成感を得るという 「課題解

決学習」に結びつくのである。 

 

範



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 次時の予告をする。  

・「次の時間は、みんなで『くまさん』の気持ちを考えてみましょう。 

は
な
の 

み
ち 

 
 

   

◎ 

か
ん
そ
う 

お
も
し
ろ
い
。 

く
ま
さ
ん
が 

か
わ
い
い
。 

お
は
な
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さ
い
て 

う
れ
し
い
。 

 

◎ 

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど 

ふ
く
ろ
の 

な
か
み
は 

な
に
？ 

 

○ 
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ど
う
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つ
（
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の 

な
か
も 

い
い
） 

く
ま 

り
す 

う
さ
ぎ 
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つ
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す
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め
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か
え
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か
た
つ
む
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○ 

き
せ
つ 

ふ
ゆ 

→
 

は
る 

 

○ 

お
は
な
し
の 

じ
ゅ
ん
じ
ょ
を 

か
ん
が
え
よ
う
。 

挿
絵 

く
ま
さ
ん
が 

み
つ
け
た
。 

挿
絵 
く
ま
さ
ん
が 

き
き
に 

い
っ
た
。 

挿
絵 

く
ま
さ
ん
が 

ふ
く
ろ
を 

あ
け
た
。 

挿
絵 

は
な
の 

み
ち
が 
で
き
た
。 

 

◇ 

お
は
な
し
を 

こ
え
に 

だ
し
て 
よ
も
う
。 

ど
ん
な 

お
は
な
し
な
の
か 

た
し
か
め
よ
う 

①  題材名「はなの みち」と めあてを黒板に書く。  

・ めあてを一緒に読ませて 理解させる

② 登場する動物と場面を確かめさせる。  
・ 教師の範読を聞かせる。  
・ 児童の感想や疑問を言わせる。  
・ 第３時の劇につながるので、挿絵も見させながら、全ての 動物名を挙げさせる。  
・ 季節が冬から春へと移り変わることを確認させる。 

③ 挿絵の並べ替えを通して、あらすじをまとめさせる。  
・ 拡大し、掲示できるようにした４枚の挿絵を準備して おく。  
・ 挿絵を適当な順序に掲示し、児童たちとともに、物語 の順序に従って
並び替える。  

・「くまさん」のしたこと、最後に「できたもの」を 読み取らせ（聞き取
らせ）、発表させる。  

・ 掲示した挿絵の下に、発表内容を簡潔に記す。  
・ 児童とともにあらすじを確認する 

④ 教科書を音読させる。  
・ さまざまな読み方をさせ、 児童が楽しく読めるように 工夫する。  
・ 児童から、どのような読 み方をしたいかというリク エストを募っても

よい。 



１０ 

題 材 名  「はなの みち」②（第２時／全３時間） 

目  標  ・ くまのしたことやその場の出来事を読み返し、そのときのくまの気持ちを考えることがで きる。  

・ 自分の好きな部分を選び、視写できる。 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  前時の学習を想起させる。 

「なんというお話でしたか。」 

「どんな学習をしましたか。覚えていることを何でもいいので言  

ってみましょう。」  

「この時間は、どんな学習をすることになっていますか。」 

・ 題材名「はなの みち」とめあてを黒板に書く。 

「くまさんの きもちを かんがえよう」 

 

②  場面ごとに熊さんの心情を考えさせる。 

・ 挿絵を掲示し、児童に見せながら、くまの行動を思い出させる

・ 場面を一つずつ追いながら、「このとき、くまさんはどんな気

持ちだったのでしょうか。」と発問する。→ 発表を板書。 

「○○さんはなぜそう考えたのですか。」と切り返し発問をする。

答えに窮する児童には「○○だからかな？」と助け船を出す。 

 

③  好きな部分を視写させる。  

・ ４場面のうち一つの場面を選ばせ、ノートに書き写させる。 

「書き終えたら、くまさんになったつもりで、くまさんの気持ち  

が聞く人に伝わるように、声に出して読んでみましょう。」 

 

④  本時を振り返らせ、次時の予告をする。 

「この時間の学習でどんなことがわかりましたか。」 

「次の時間は、みんなで劇をしましょう。どの動物になるか考え 

ましょう。」 

 

・題名を言う。 

・場面の挿絵を見ながら、あら

すじを確かめたことを思い出

させる。 

・めあてを教師と一緒に読み、

確認する。 

 

 

・くまの行動を場面ごとに振り

返る。 

・文やくまの行動から心情を推

測し、答える。 

・考えの根拠を述べる。根拠を

述べると「なるほど」と思え

ることを知る。 

・自分が好きな場面を選び、視

写する。 

・くまになったつもりで音読す

る。 

 

・本時の学習を見返す。 

・次時の学習の見通しと活動へ

の意欲を持つ。 

 

指導のポイント 

○ 登場人物の心情をとらえる。  

・ 「なんとなく、そう思う。」ではいけない。「なんとなく」の裏にも、それなりの根拠があるはずで、それ

を本人や他の子供に追究させることも大切。それゆえの「○○さんは、なぜそう考えたのですか。（切り返

しの発問）」ただ、あまり児童を追い込んでもいけないので、笑顔で尋ね、適宜助け 船を出すことも大切。

それにより、自分では思いつかなかった根拠に気づけることも多い。  

・ 人物の心情が地の文に書かれていることもあるが、それはまれである。会話文中の言葉や行動・ 表情の描

写、場合によっては周辺の情景描写が心情の反映であることも。さまざまな記述（「叙述」 という）の中

から心情を探り出せるように指導・助言をしていく。ただし、発達段階に応じてとし、 あまり深入りしな

いことも大事。  

・ 場面ごとの心情を読み取ることができるようになったら、文章全体をとおしての「心情変化」を追 わせた

い。特に心情が大きく変化する場面は、物語のクライマックスでもあり、作品の主題にも関わる重要な場面

である。 

 

○ 読み取った心情を、児童にどのように表現させるか。  

・ 低学年のうちは、人物の心情を人物の言葉で表現させるのが児童にとってはハードルが低く、よい。  

・ 高学年になるにしたがい、心情を説明するように表現できる力を身につけさせたい。 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
な
の 

み
ち 

 
 

   

○ 

お
は
な
し
の 

じ
ゅ
ん
じ
ょ 

く
ま
さ
ん
が 

ふ
く
ろ
を 

み
つ
け
た
。 

挿
絵 

「
お
や
、
な
に
か
な
？
」 

「
わ
か
ら
な
い
よ
お
。
」 

 

く
ま
さ
ん
が 

き
き
に 

い
っ
た
。 

挿
絵 

「
り
す
さ
ん
な
ら
、
し
っ
て
い
る
か
も
。
」 

「
な
ん
だ
ろ
う
。
は
や
く
し
り
た
い
な
。
」 

 

く
ま
さ
ん
が 

ふ
く
ろ
を 

あ
け
た
。 

挿
絵 
「
し
ま
っ
た
。
み
ん
な
お
ち
ち
ゃ
っ
た
。
」 

「
わ
あ
、
か
ら
っ
ぽ
だ
。
」 

 

は
な
の 
み
ち
が 

で
き
た
。 

挿
絵 

「
あ
あ
、
は
な
の
た
ね
だ
っ
た
ん
だ
。
」 

「
き
れ
い
な
は
な
が
さ
い
て
う
れ
し
い
。
」 

 

◇ 

お
は
な
し
の 

す
き
な 

と
こ
ろ
を 
の
ー
と
に
う
つ
そ
う
。 

◇ 

す
き
な 

と
こ
ろ
を 

く
ま
さ
ん
の 
き
も
ち
に
な
っ
て
、 

こ
え

に 

だ
し
て 

よ
も
う
。 

く
ま
さ
ん
の 

き
も
ち
を 

か
ん
が
え
よ
う 

①  題材名「はなの みち」と めあてを黒板に書く。  

・ 児童に言わせてから板書する。その後、教師と一緒に読んで確認する。 

② 場面ごとのくまの心情を考えさせる。  
・掲示された挿絵を見せながら、くまさんの行動を思い出させる。  
・場面を一つずつ追いながら、「このとき、くまさんはどんな気持ちだったのでしょ

う。」と問いかける。  
・発言に対して、なぜそう考えたのかという切り返し発問をし、児童本人や他の児童によ

り深く考えさせるようにする。 

③ 好きな部分を視写させる。  
・ ４場面から一つを選ばせる。 
 ・ 早く書き終えた児童から、書いた文章を音読させる。 
「くまさんになったつもりで、くまさんの気持ちが聞く人に伝わるように読んでごらん。 

④ 次時の予告をする。  
・「次の時間は、みんなで劇をしましょう。」 

 「どの動物になりますか。考えましょう。 



１１ 

題 材 名  「はなの みち」③（第３時／全３時間） 

目  標  ・ 登場する動物の会話を想像して、簡単な劇遊び（ロールプレイング）ができる。 

 ・ 動物になりきり、劇遊びを楽しめる。 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  前時の学習を想起させる。 

「なんというお話でしたか。」 

「どんな学習をしましたか。覚えていることを何でもいいので言っ

てみましょう。」  

「この時間は、どんな学習をすることになっていますか。」 

・ 題材名「はなの みち」とめあてを黒板に書く。 

  「どうぶつに なって げきを しよう」 

②  グループ分けをし、役割分担をさせる。 

「どんな動物がいたかな。」 

・やりたい役を聞いてから、グループ分けをしてもよい。 

「どの動物になりたいかな。」 

・クラスの実情により、グループ編成の方法を事前に決めておく。

・生活班を活用してもよい。一人で複数役でもよい。 

③ セリフを決め、練習させる。 

・本時中でのセリフ決めが困難な場合は教師が事前に決めておく。

「どの動物も必ず何かを言いましょう。みんなで相談して決めまし

ょう。」と明確に指示を出しておく。 

・練習や観劇がしやすいように机を下げるなど、十分な空間をつ

くる。 

・お面または札などを作成しておき、付けさせるとよい。 

・練習を巡視する。つまずきがちな児童を励ます。 

④ 発表会（発表順を決めておく） 

・観劇する位置を指示し、整列させる。 

・評価の観点を示す。 

発表は「動物になりきってセリフを言えたか。」 

観劇は「動物になりきっていたか」 

   「お友達の発表をきちんと見られたか」 

・発表後は、自分の様子を振り返らせ評価を言わせる。肯定的な評

価を中心に発表させる。教師は児童のよい点を認め、学習活動の意

欲付けに努める。 

⑤ 次時の予告をする。 

「次の時間は、『としょかんへ いこう』を学習します。」 

 

・題名を言う。 

・場面ごとにくまの気持ちを考

えたことを思い出して発表す

る。 

 

・めあてを教師と一緒に読み、

確認する。 

 

・登場する動物を確認する。 

・どんな動物を演じたいか考え

る。 

 

 

 

・みんなで相談し、どの動物に

もセリフがあるように話し合

いを進める。 

・動物になったつもりで、セリ

フを言う練習をする。 

 

・何に気を付け、どんな活動が

できればよいのか知る。 

 

 

 

 

・発表を振り返り、自分や友達

のよかったことを述べる。 

 

 

・時事の学習の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 劇化（ロールプレイング）  

・ 劇そのものがではない。なり切り、演じることで登場人物の置かれたや心情をより深く考え、実感できるか

ら劇化する。また、共に演じる児童や観劇する教師・児童に対して、自分なりの心情のとらえを体現に発表

できる点がよい。  

・ 学年が上がるにつれ、「演じてみて・観劇してみてわかったこと（改めて人物の○○な気持ちが理解でき

た、など）」を考えさせ、話し合わせると、さらに劇化の有効性が高まる 

 

 

 

 

次時

・劇そのものがではない。なり切り、演じることで登場人物の置かれた状況や心情をより深く考え、実感で

　きるから劇化する。また、共に演じる児童や観劇する教師・児童に対して、自分なりの心情のとらえを体

　現に発表できる点がよい。



板書例 
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は
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ど
う
ぶ
つ
に 

な
っ
て 

げ
き
を 

し
よ
う 

①  題材名「はなの みち」と めあてを黒板に書く。  
・ 児童に言わせてから板書する。その後、教師と一緒に読んで確認する。 

② ルール分けをし、役割分担させる。  
・ やりたい役を聞いてから、グループ分けをしてもよい。  
・ クラスに生活班があるなら、それを活用してもよい（一人で複数でも可）。  

④ 発表会  
・ 発表の順番を決めておく。  
・ 練習を打ち切らせ、他のグループの発表をきちんと鑑賞できる態勢を作らせる。  
・ 評価観点は、発表・観劇のどちらも、「役になりきってセリフを言えたか。」でよい。  
・「お達の発表をきちんと見られたか。」も大切な評価項目である。評価の観点は、板書してお

く。  
・ 発表後、自分の姿を振り返らせ、評価の観点に沿って言わせる。劇の様子についても 同様に振

り返らせる 

④ 次時の予告をする。  
「次の時間は、『としょかんへ いこう』を学習します。」 

③ せりをめさせ、練習習させる。  
・ 一人一言以上言えるように考えさせる。  
・ グループで相談しながらセリフを決めさせる。  
・個の児童やクラスの実態により、授業内でのセリフ決めが、難しいと判

断されるのであれば、教師が事前にしなりをを準備し、セリフ決めの活

動は省略してもよい。  
・練習やその後の観劇がしやすいように、机を下げるなどして、スペース

を作っておく。  
・ 自分の役になりきってセリフを言うように励ます。練習を見て回り、

大いに称揚する。 

・「お友達の発表をきちんと見られたら。」も大切な評価項目である。評価の観点は、板書し

　ておく。



１２ 

題 材 名  「としょかんへ いこう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇読書に親しみ、いろいろな本があることを知ることができる。 
・好きな本を選んで読書に親しむことができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  我が国の言語文化（読書に親しむ） 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「としょかんへ いこう」とめあてを黒板に書く。 

 ・児童を引率して、補習校の図書館へ行き、めあてを知らせる。 

 「どんな 本がありますか。」 

 「読んでみたい本を探しましょう。」 

・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

 補習校の図書館へ行って、 

いろいろな本があることを知

り、読んでみたい本を探す。 

 

 

 

 

 

・静かに読む。 

・本はあった場所に返す。 

・本を大切に扱う。 

 

 

 
・いろいろな日本語の本を見つけ

る。 
・日本語がまだよくわからない児

童は、絵を見てたのしむ。 
 

 
 
 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②学校図書館でのきまりについて考えさせる。 
・みんなの本であることに気づき、大切に扱うことや静かに本を読

むこと等の約束を考えさせる。 
「図書館で 本を読むときは、どんなことに注意したらよいでしょ

うか。」 
・P40を参考にさせる。 

 
③読みたい本を選んで、読書に親しませる。 
 「読みたい本を 選んで楽しみましょう。」 
  
④どんな本を選んだか発表させる。 
 「自分が選んだ本を友達に知らせましょう。」 
  
・自宅には、どんな本があるか探そうとする意欲を起こさせる。 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かきと かぎ』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○現地校の図書館と日本の図書館、補習校の図書館の違いに気づかせる。 
〇教師の言葉だけでなく、P40 の挿絵を活用して本の扱いについて確認する。 

 〇補習校にある本は数が限られていることをふまえ、家庭にある本にも目を向けさせる。 
〇日本語が読めない児童がいる場合は、絵を通して本に親しむように指導する。 
○児童の実態にあった本を数冊選んでおき、子ども同士が読み合ったり、教師が読み聞かせをしたりして

もよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

よんでみたい ほんを さがそう 



 
板書例 
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 え
ら
ん
だ
ほ
ん
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①題材名「としょかんへ いこう」と

めあてを黒板に書く。 
「よんで みたい ほんを さがそ

う」 

②学校図書館のきまりについて考えさせる。 
・みんなの本であることに気づいて、きまりを自

分の言葉で発表させる。 
「図書館で 本を読むときは、どんなことに注

意したらよいでしょうか。」 
 

⑤次時の予告をする。 
・「かきと かぎ」 
 かきとかぎの違いを考えるという 
楽しい学習であると知らせる。 

 かきとかぎの挿絵を準備しておく。 
 

③読みたい本を選んで、読書に親しませる。 
「読みたい本を 選んで楽しみましょう。」 
④どんな本を選んだか発表させる。 
 「自分が選んだ本を友達に知らせましょう。」 
 ・家には、どんな本があるか探そうとする意欲

を起こさせる。 
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。



１３ 

題 材 名  「かきとかぎ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇平仮名を読んだり書いたりすることができる。特に、濁音のつく平仮名の表記ができる。 

     ・濁音の含む言葉を見つけることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  言葉の特徴や使い方 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「かきと かぎ」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

・範読を聞く。 

 

 

・先生との声に合わせて読む。 

 

・自分たちだけで読む。 

 

 

 

 

 

・「さる」と「ざる」の違いを発

表する。 
・日本語の意味がよくわからない

児童は、絵を見て理解する。 
 
・清音と濁音を書く。 
 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P42の唱え歌を読む。 
・教師の範読をする。 

「先生がゆっくり読んでみます。そのあとで、みなさんに読んでもら

います。 

・共
とも

読み、一斉読みをさせる。 

「先生と一緒に読んでください。」 
「自分たちで読んでみましょう。」 
・唱えるように慣れるまで、読みの練習をさせる。 
 

③P43の平仮名を読む。 
「ゆっくり読んでみましょう。はっきり口を開けて読むように注意し

てください。」 
 ・字に点々がつくと意味が異なる事に気づかせる。 
「『さる』『ざる』とはなんでしょう。どんなものでしょう。」 
「絵と文字を線で結んでみましょう。」 
 
④P43の清音と濁音の平仮名をノートに書く。 
「てんてんの書く場所に注意して平仮名を書きましょう。」 
  
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『ぶんを つくろう』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○子どもたちには、範読に続いて､共
とも

読み（先生と一緒に読む）、一斉読み（子どもたちで）をさせるよう

にすると効果的である。 
 ○読み方は、はじめは細かく分けて、手でリズムを取ったり身体で動作化したりするなど､心地よく言葉の

リズムに浸らせるようにするとよい。 
〇濁音の位置については、一文字を４つの部屋に分けて、上段右上の部屋に点々を書くように指導すると

よい。 
〇日本語の意味がわからない児童がいる場合は、絵を通して清音と濁音の読みや言葉の違いに気づくよう

に指導する。 
 
 
 

「てんてん」の つく じをよんだり かいたりしよう。 



板書例 
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①題材名「かきと かぎ」とめあてを黒板

に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ども

たちにも読ませて理解させる。 
 

②P42 の唱え歌を読む。 
・教師の範読をする。 
「先生がゆっくり読んでみます。そのあとで、みなさ

んに読んでもらいます。 
・共読み、一斉読みさせる。 
「先生と一緒に読んでください。」 
「自分たちで読んでみましょう。」 
・唱えるように慣れるまで、読みの練習をさせる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『ぶんを つくろう』

の学習をします。 

③P43 の平仮名を読む。 
「ゆっくり読んでみましょう。はっきり口

を開けて読むように注意してください。」 
・字に点々がつくと意味が異なる事に気が

つかせる。 
「『さる』と『ざる』どんな意味でしょう。」 
「絵と文字を線で結んでみましょう。」 

④P43 の清音と濁音の平仮名をノー

トに書く。 
「てんてんの書く場所に注意して

平仮名を書きましょう。」 
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１４ 

題 材 名  「ぶんをつくろう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇文の中における主語と述語の関係及び句点を意識して文を書くことができる。 
     ・今までの学習をいかして文を書こうとすることができる。（主体的に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「ぶんを つくろう」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解さ

せる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

・男の子 女の子 

お話をしている。 

笑っている。 

 

 

 

・P44の文を視写する。 

 

 

・男の子 女の子 かまきり 
先生 ねこ ちょうちょ 

女の子が虫を見ている。 

 

 

・文を作る。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高ま

る。 

②P44の絵を見てお話を考える。 
「絵の中には、だれがでてきますか。」 
「何をしているところでしょう。」 
・「～が ～する。」の形の文を作る。 
わたしが はなす。 ぼくが はなす。 
みんなが わらう。 おんなのこが はなす。ぼくが きく。 
・文の終わりには『。』をつけることを教える。 
・主語、述語、句点を意識してP44の文を視写させる。 

 
③P45の挿絵を見て、「～が～。」の文を考えさせる。 
・いろいろな話が出てくると思われるができるだけ許容する。 
「絵の中には だれがいますか。」 
「ここには、どんな動物や虫がいますか。」 
「その人は 何をしていますか。」 

 
④挿絵や日常生活から、「～が～。」の文を考え、ノートに書かせる。 
 「挿絵を参考にして、文を作りましょう。おわりに、マル『。』をつ

けましょう。」 
  
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『ねこと ねっこ』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○子どもたちの中には、いろいろな話が出てくると考えられる。（例 P45 の挿絵から、子どもたちが走

っている。）進行形を使って話すことも考えられる。ここでは、あえて訂正しないで、「そうだね。走

る。だね」と言い表すようにしたい。 
○文の終わりには、必ず「。」をつけることを指導する。 
○文字を書くときには書き順を言葉に出しながら書くようにするとよい。 
 
 
 
 
 
 
 

きょうかしょの えをみて、おはなしを かんがえよう。 



板書例 
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①題材名「ぶんを つくろう」とめあてを

黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ども

たちにも読ませて理解させる。 

②P44 の絵を見てお話を考える。 
「絵の中には、だれがでてきますか。」 
「何をしているところでしょう。」 
・「～が ～する。」の形の文を作る。 
わたしが はなす。 ぼくが はなす。 
みんなが わらう。 おとこのこが はなす。 
・文の終わりには『。』をつけることを教える。 
・主語、述語、句点を意識して P44 の文を視写させる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『ねこと ねっこ』の

学習をします。 

③P45 の挿絵を見て、「～が～。」の文を考

えさせる。 
・いろいろな話が出てくると思われるがで

きるだけ許容する。 
「絵の中には だれがいますか。」 
「ここには、どんな動物や虫がいますか。」 
「その人は 何をしていますか。」 

④挿絵や日常生活から、「～が～。」の文を考

えノートに書かせる。 
 「挿絵を参考にして、文を作りましょう。お

わりに、マル『。』をつけましょう。」 
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１５ 

題 材 名  「ねこと ねっこ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇促音の表記及び助詞「は」の使い方、句読点の打ち方を考えて、文の中で使うことができる。 
     ・促音や半濁音のある言葉を見つけ、文を書こうとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「ねこと ねっこ」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

・『つ』のつく言葉を探しながら

聞く。 

・『つ』のつく言葉を発表する。 

・共読み、一斉読み､一人読み 

 

・小さな「っ」が入ると意味が全

く異なることを理解する。 

 

 

 

・P47を読む。書く。 

 

 

 

・P47の文を視写する。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P46の唱え歌を楽しく読み、促音に気づかせる。 
「先生が読みます。『つ』のつく言葉を捜しながら聞いてください

。「小さな『っ』のつく言葉を発表しましょう。」 
「先生の後に続いて読んでみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読みをさせる。 
 

③P47の挿絵を見て、「ねこ」「ねっこ」「きつね」「きって」の 
言葉、意味の違いを考えさせる。 
「ねこ」「ねっこ」の違いはどこでしょう。」 
「きつね」と「きって」の違いはどこでしょう。」 

 
④半濁音を読んだり書いたりさせる。 
「はらっぱ」と先生の後に続いて読みましょう。 
「はらっぱ」とノートに書きましょう。 

・P47の言葉の中の清音、濁音、半濁音、を書き順や濁音、半濁音 
 の位置に気をつけて視写をさせる。 
・濁音、半濁音のある言葉と助詞「は」を使って、簡単な文を書かせ

る。  
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『わけを はなそう』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○促音を「つまる音」と呼ぶことを教え、息を少し止めて発音することを知らせる。 
○音頭については、「範読～共読み～一斉読～一人読み」をふまえて指導する。 
○手をたたきながら、「ねこ」「ねっこ」と言わせて文字数を理解させる。 
○「。」の大きさ、位置、書く方法などに注意して書かせる。その際、一の部屋に「まるやてんてん」を

書くことを指導する。文字の基本となるので、個別指導を大切にする。 
○子どもたちが唱え歌にたっぷり触れて､目で馴染み､耳で馴染み､口で馴染んでいくことが､促音や半濁音

に慣れる方法でもある。 
 
 
 
 
 
 

よんでみよう かいてみよう 



板書例 
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①題材名「ねこと ねっこ」とめあてを黒

板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・めあてを明確にするため、子どもたちに

も読ませて理解させる。 

②P46 の唱え歌を楽しく読み、促音に気づかせる。 
「先生が読みます。『つ』のつく言葉を捜しながら聞い

てください。「小さな『っ』のつく言葉を発表しましょ

う。」 
「先生の後に続いて読んでみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読み

をさせる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『わけをはなそう』の

学習をします。 

③P47 の挿絵を見て、「ねこ」「ねっこ」「き

つね」「きって」の言葉、意味の違いを考

えさせる。 
「ねこ」「ねっこ」の違いはどこでしょう。」 
「きつね」と「きって」の違いはどこでし

ょう。」 

④半濁音を読んだり書いたりさせる。 
「『はらっぱ』と先生の後に続いて読みましょ

う。」 
「『はらっぱ』とノートに書きましょう。」 
・P47 の言葉の中の清音、濁音、半濁音、を書

き順や濁音、半濁音の位置に気をつけて視写

をさせる。 
・濁音、半濁音のある言葉と助詞「は」を使っ

て、簡単な文を書かせる。 
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１６ 

題 材 名  「わけを はなそう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇相手に伝わるように行動したことや経験したことに基づいて､話す事柄の順序を考えることが

できる。 
     ・自分の気持ちとそのわけを話そうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 Ａ 話すこと・聞くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「わけを はなそう」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

・私は、（ ）です。 

私は絵を描くことが好きです。 

どうしてかというと、絵をほめ

られてうれしかったからです。 

 

 

 

・どうしてかというと、（ ） 

だからです・ 

・どうしてかというと石につま

づいたからです。 

 

 

・女の子がこわがっています。 

そのわけは、犬が吠えているか

らです。 

・学習したことを自分の生活の中

で考えようとする。 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P48の話型を確認し、P49の挿絵を見て､顔の表情と出来事から女の

子の気持ちやわけを考えさせる。 
 
「顔の表情から、どんな気持ちかを考え、『私は（  ）です。』 
に気持ちを表す言葉を入れてみましょう。」 

 
「どうしてかというと、（  ）だからです。と理由になる言葉を入

れてお話しが続くような会話をしましょう。」 
 
③P49の挿絵や教師の用意した絵等をもとに、二人組で学んだ話型を

使って伝えあう。 
 
「（  ）の絵を見て様子がわかるように、友だちと話し合ってみま

しょう。」 
 
④日常生活の中で自分が経験したことを､話型を使って二人組やグル

ープ、全体の前で話させる。 
「この文にあうような、お話しを考えてみましょう。」 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おばさんと おばあさん』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○これまでの家庭生活や学校生活の中の経験を思い出して、事柄とわけを話そうとする環境を作ってあげ

ることが主体的な学習につながるので文型を大きな用紙に書いておくとよい。 
○一斉学習、ペア学習、グループ学習を組み合わせて一人一人が活動する時間を確保するようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

さしえをみて はなしをしよう。 



板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・P47 の文を視写する。 
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①題材名「わけを はなそう」とめあてを

黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ども

たちにも読ませて理解させる。 

②P48 の話型を確認し、P49 の挿絵を見て､顔の表情と

出来事から女の子の気持ちやわけを考えさせる。 
「顔の表情から、どんな気持ちかを考え、『私は（  ）

です。』に気持ちを表す言葉を入れてみましょう。」 
「どうしてかというと、『（  ）だからです。』と 

理由になる言葉を入れてお話しが続くような会話をし

ましょう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おばさんとおばあさ

ん』の学習をします。 

③P49 の挿絵や教師の用意した絵等をもと

に、二人組で学んだ話型を使って伝えあう。 
 
「（  ）の絵を見て様子がわかるように、

友だちと話し合ってみましょう。」 

④日常生活の中で自分が経験したことを､話型

を使って二人組やグループ、全体の前で話させ

る。 
「生活の中で この文型をつかったお話しを

考えてみましょう。」 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 



わ
け
を

は
な
そ
う

ｗ
16

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

○
わ
た
し
は

で
す
。

ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、

か
ら
で
す
。

○
わ
た
し
は
、
き
の
う

た
の
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

か
ら
で
す
。



わ
け
を

は
な
そ
う

記
入
見
本

ｗ
16

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

さ
し
え
を

み
て

は
な
し
を
し
よ
う
。

○
わ
た
し
は

え
を
か
く
こ
と
が
す
き

で
す
。

ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、

え
を
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

か
ら
で
す
。

○
わ
た
し
は
、
き
の
う

た
の
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

お
は
な
の
め
が
で
た

か
ら
で
す
。

例
２

ど
う
ぶ
つ
え
ん
で
き
り
ん
を
み
た



１７ 

題 材 名  「おばさんと おばあさん」（第１時／全１時間） 

目  標 〇長音の表記、助詞「を」を理解して、文の中で使うことができる。 
     ・長音のある言葉をみつけ、それを使って文を書こうとすることができる 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「おばさんと おばあさん」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

・『おばさん』『おばあさん』の

違いに気をつけながら聞く。 

 

・意味の違いを考えながらP50を

読む。 

 

・共読み、一斉読み､一人読み 

 

 

 

 

 

・P51の言葉を読みながら視写す

る。 

 

・長音を使った文を書く。 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P50の唱え歌を楽しく読み、意味の違いに気づかせる。 
「先生が読みます。とても似た言葉が出てきますので、どんな違い

があるのか考えながら、気をつけて聞いてください。 
・長音になることで言葉の意味が変わることに気づかせる。 
・意味の違いを考えながらP50を読ませる。 
「おばさんとおばあさんの違いに気をつけて、先生の後に続いて読

んでみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読みをさせる。 
③P51の言葉と挿絵を見て、それぞれの言葉の意味を考えさせながら

読みの練習をさせる。  
「おかあさんとおばあさん」 「おねえさんとおとうさん」 
「おにいさんとおじいさん」 「いもうととおとうと」 

P51の長音のある言葉を読んだり書いたり練習をさせる。 
「『おかあさんとおばあさん』を声に出しながらノートに書いてみま

しょう。」 
④長音のある言葉を使って文を書かせる。 
「『いもうとをよぶ」のように文を作ってみましょう。」 

 ・「～を～。」という助詞「を」を使った文を書く練習をさせる。 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『くちばし』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○「おばさんとおばあさん」は､長音のついた唱え歌である。子どもたちが調子よく舌慣れ、口慣れ、音慣

れするように繰り返し唱えさせたい。言葉遊びをするような感覚で自然に馴染ませるようにしたい。 
○補習校の子どもたちの中には、海外生活の長い子どももいる。挿絵を効果的に活用したり「おばさんと

おばあさん」の違いを現地の言い方でも理解させたりして意味の違いについて理解させたい。 
○「おかあさん」と「おかーさん」の読みの違いを知らせ、長音の読み方を手拍子を使って、文字数も含

めて理解させる。 
○長音のつく言葉に慣れるように、子どもたちからも生活の中から見つけさせるようにする。（主体的に

学習に取り組めるようにさせたい。） 
○長音のつく言葉例（こうえん ふうせん おうむ等） 
○文字を書く場合に、一文字を４つの部屋に分けて、どの部屋から書き出していくと美しい文字になるか

指導する。（大きいマス目の用紙を準備しておくとよい。） 
 
 

よんでみよう かいてみよう 



 
板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
ば
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん 

め
あ
て 

よ
ん
で
み
よ
う 

か
い
て
み
よ
う 

  

ま
ほ
う
の 

ほ
う
き
で 

そ
ら 

と
ぶ 

 

げ
ん
き
に 

た
い
そ
う 

 
 

 
   

お
か
あ
さ
ん 

お
ば
あ
さ
ん 

お
に
い
さ
ん 

お
じ
い
さ
ん 

お
ね
え
さ
ん 

お
と
う
さ
ん 

 
  
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

①題材名「おばさんと おばあさん」と

めあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ど

もたちにも読ませて理解させる。 

②P50 の唱え歌を楽しく読み、意味の違いに気づかせる。 
「先生が読みます。とても似た言葉が出てきますので、どん

な違いがあるのか考えながら、気をつけて聞いてください。」 
・長音になることで言葉の意味が変わることに気づかせる。 
・意味の違いを考えながら P50 を読ませる。 
「おばさんとおばあさんの違いに気をつけて、先生の後に続

いて読んでみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読みをさ

せる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『くちばし』の学習を

します。 

③P51 の言葉と挿絵を見て、それぞれの言葉の意

味を考えさせながら読みの練習をさせる。  
「おかあさんとおばあさん」「おねえさんとお

とうさん」 
「おにいさんとおじいさん」「いもうととおと

うと」 
・P51 の長音のある言葉を読んだり書いたり練習

をさせる。 
「『おかあさんとおばさん』を声に出しながら

ノートに書いてみましょう。」 

④長音のある言葉を使って文を書かせる。 
「『いもうとをよぶ」のように文を作ってみま

しょう。」 
・「～を～。」という助詞「を」を使った文を

書く練習をさせる。 
 



お
ば
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん

ｗ
17

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

『
い
え
の

ひ
と
』
の

よ
び
か
た
を
、
た
だ
し
く

か
き
ま
し
ょ
う
。

『
い
も
う
と
を
よ
ぶ
』
の
よ
う
に
ぶ
ん
を
つ

く
ろ
う

『
い
え
の

ひ
と
』
の

よ
び
か
た
を
の
ー
と
に
か
き
ま
し
ょ
う
。

お

おお

ね

ば

お

か

と
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さ
ん

記
入
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本

ｗ
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い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

め
あ
て

よ
ん
で
み
よ
う

か
い
て
み
よ
う

『
い
え
の

ひ
と
』
の

よ
び
か
た
を
、
た
だ
し
く

か
き
ま
し
ょ
う
。

『
い
も
う
と
を
よ
ぶ
』
の
よ
う
に
ぶ
ん
を
つ

く
ろ
う

『
い
え
の

ひ
と
』
の

よ
び
か
た
を
の
ー
と
に
か
き
ま
し
ょ
う
。

お

おお

ね

ば

お

か

と

お

ば

あ

さ

ん

さ

ん

ん ん

さ さ

あ あ

え う

さ

ん

を

よ

ぶ
。



１８ 
題 材 名  「くちばし」①（第１時／全３時間） 

 

目  標  ・ 説明の順序や内容を考えながら読み、自分の経験と結び付けて、感想をもつことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「くちばし」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「くちばしの ひみつを よみとろう」 

  ・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③  いろいろな鳥について、知っていることを発表させる。 

「どんな鳥の名前を知っていますか。」 

④  P53 を読み、何のくちばしか話し合わせる。  

「これはなんのくちばしでしょう。」 

⑤  P54 を読み、わかったことをまとめさせる。 

「なんのくちばしだったでしょう。」 

⑥  P55 を読み、何のくちばしか話し合わせる。 

⑦  P56 を読み、わかったことをまとめさせる。 

⑧  P57 を読み、何のくちばしか話し合わせる。 

⑨  P58 を読み、わかったことをまとめさせる。 

⑩  本時の学習を確認させる。 

「くちばしのひみつが読みとれましたか。 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

・いろいろな鳥について知って

いることを発表する。 

・それぞれのくちばしについて 

「何のくちばしだろう」 

「わかったことはどんなことだ

ろう」 

と考えさせる。 

 

 

 

・本時の学習を振り返る。 

 

指導のポイント 

○ 鳥についての学習 

 ・子どもたちが鳥の名前をいくつも知っていることも考えられるが、名前は知らなくても、実際に鳥と触れ

合っている子や家庭で鳥を飼って世話をしているような子もいることを想定しながら指導にあたりたい。

また、海外では、その地での鳥の呼び名が日本とは異なるであろうことも、十分に留意しておく必要があ

る。  

・子どもたちといっしょに、実際に鳥を見つける時間を設定することも考えられる。授業時間内に行うことが

むずかしければ、休み時間を使ってもよいだろう。子どもたちの学習意欲を喚起させることに結びつくもの

と期待できるが、いずれにしても、安全面・治安面には十分に留意する必要がある 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
ち
ば
し 

 
 

   

な
ん
の 

く
ち
ば
し
で
し
ょ
う
。 

  

53
頁
の
写
真 

 

き
つ
つ
き 

54
頁
の
写
真  

す
る
ど
く 

と
が
っ
た 

 
→

 
 

き
に 

あ
な
を 

あ
け
て 

く
ち
ば
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

む
し
を 

た
べ
る
。 

  

55
頁
の
写
真   

お
う
む 

 
 

56
頁
の
写
真 

ふ
と
く
て
、
さ
き
が 

→
  

 

か
た
い 

か
ら
を 

わ
っ
て 

ま
が
っ
た 

く
ち
ば
し 

 
 
 

み
を 

た
べ
る
。 

  

57
頁
の
写
真 

 
は
ち
ど
り 

 

58
頁
の
写
真 

ほ
そ
く
て 

な
が
く 

 
→

  

は
な
の 

な
か
に 

い
れ
て 

の
び
た 

く
ち
ば
し 

 
 

 
 

み
つ
を 

す
う 

く
ち
ば
し
の 

ひ
み
つ
を 

よ
み
と
ろ
う 

① 題材名「くちばし」を黒板に書く。 
② 本時の目標を知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。

④ P53 を読み、何のくちばしか話し合わせる。  
「これはなんのくちばしでしょう。」  

⑤ P54 を読み、わかったことをまとめさせる。  
「なんのくちばしだったでしょう。」 

※３つのくちばしについて、それぞれ活動させる。

⑩ 本時の学習を確認させる。  

「くちばしのひみつが読みとれましたか。 

③ いろいろな鳥について、知っていることを発表させる。  

「どんな鳥の名前を知っていますか。」 



 く ち ば し ①                                                             ｗ 18  

          い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 な ん の く ち ば し で し ょ う 。 
     の く ち ば し   

 く ち ば し  

 

 

 

     の く ち ば し   

  く ち ば し  

 

 

 

     の く ち ば し   

  く ち ば し  

 

 

 43 ぺ ー じ の 写 真  

 

     

45 ぺ ー じ の 写 真  

 

47 ぺ ー じ の 写 真  

 



 く ち ば し ① （ 記 入 例 ）                                  ｗ 18  

          い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 な ん の く ち ば し で し ょ う 。 
 き  つ つ き   の く ち ば し   

  す る ど く と が っ た  く ち ば し  

 

  き に あ な を あ け て む し を た べ る 。 

 

 お  う  む   の く ち ば し   

 ふ と く て 、 さ き が ま が っ た   く ち ば し  

 

  か た い か ら を わ っ て み を た べ る 。 

 

 は ち  ど り   の く ち ば し   

  ほ そ く て な が く の び た   く ち ば し  

 

   は な の な か に い れ て み つ を す う 。 

43 ぺ ー じ の 写 真  

 

  く ち ば し の ひ み つ を よ み と ろ う  

45 ぺ ー じ の 写 真  

 

47 ぺ ー じ の 写 真  

 



１９ 

題 材 名  「くちばし」②（第２時／全３時間） 

 

目  標  説明の順序や内容を考えながら読み，自分の経験と結び付けて，感想をもつことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

②  題材名「くちばし」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。  

「『とい』と『こたえ』のぶんを みつけよう」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。  

③  範読する。 

④  音読させる。 

・一人読み → 一斉読み 

⑤  P53を読んで、「問い」の文を見つけさせる。 

「『問い』になっている文を見つけましょう。」 

⑥  P54を読んで、「答え」の文を見つけさせる。 

「『答え』になっている文を見つけましょう。」 

⑦  説明の文を書き出し、視写させる。 

「『説明』の文を書き写しましょう。」 

⑧  P55 ～ P58 を読んで、「おうむ」と「はちどり」についても 同

じようにまとめさせる。  

「『おうむ』と『はちどり』についても、まとめてみましょう。 

⑨ 本時の学習を確認させる。 

「『問い』と『答え』の文を見つけることができましたか。」 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

・範読を聞く。 

 

・音読する。 

・P53を読んで「問い」の文を見

つける。 

・P54を読んで「答え」の文を見

つける。 

・説明の文を視写する。 

 

・P55～P58を読んで、「おうむ

」と「はちどり」についても

同じようにまとめる。 

・本時の学習を確認する。 

 

指導のポイント 

 

○ 学習活動について ・写真と文を照応させながら，三つのくちばしについて、それぞれが「問い・答えと説

明」という形式になっていることを理解する。 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
ち
ば
し 

 
 

    

53
頁
の
写
真
「
と
い
」 

こ
れ
は
、
な
ん
の 

く
ち
ば
し
で
し
ょ
う
。

「
こ
た
え
」
こ
れ
は
、
き
つ
つ
き
の 

く
ち
ば
し
で
す
。

「
せ
つ
め
い
」 

き
つ
つ
き
は
、
と
が
っ
た 

く
ち
ば
し
で
、
き
に 

あ
な
を 

あ
け
、
き
の 

な
か
に 

い
る 

む
し
を 

た
べ
ま
す
。  

  

55
頁
の
写
真
「
と
い
」 

こ
れ
は
、
な
ん
の 

く
ち
ば
し
で
し
ょ
う
。

「
こ
た
え
」
こ
れ
は
、
お
う
む
の 

く
ち
ば
し
で
す
。

「
せ
つ
め
い
」 

お
う
む
は
、 

ま
が
っ
た 

く
ち
ば
し
の
さ
き
で
、

か
た
い 

た
ね
の 

か
ら
を 

わ
り 

な
か
の 

み
を 

た
べ
ま
す
。 

   

57
頁
の
写
真
「
と
い
」 

こ
れ
は
、
な
ん
の 

く
ち
ば
し
し
ょ
う
。

「
こ
た
え
」
こ
れ
は
、
は
ち
ど
り
の 

く
ち
ば
し
で
す
。

「
せ
つ
め
い
」 
は
ち
ど
り
は
、
ほ
そ
な
が
い 

く
ち
ば
し
を
、 

は
な
の 

な
か
に 
い
れ
、
は
な
の 

み
つ
を
す
い
ま
す 

「
と
い
」
と
「
こ
た
え
」
の 

ぶ
ん
を 

み
つ
け
よ
う 

①  題材名「くちばし」を黒板に書く。 
②  本時の目標を知らせる。  

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

 ③ 範読する。 
 ④ 音読させる 

⑨本時の学習を確認させる。 
「『問い』と『答え』の文を見つけることができましたか。 

⑤ P53 を読んで、「問い」の文を見つけさせる。  
「『問い』になっている文を見つけましょう。」  
⑥ P54 を読んで、「答え」の文を見つけさせる。  
「『答え』になっている文を見つけましょう。」  
⑦ 説明の文を書き出し、視写させる。  
「『説明』の文を書き写しましょう。」  
⑧ P55～P58 を読んで、「おうむ」と「はちどり」についても 同じように

まとめさせる。  
「『おうむ』と『はちどり』についても、まとめてみましょう。 



 く ち ば し ②                                                              ｗ 19  

         い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

「 と い 」 
  43 ぺ ー じ の 

写 真  

「 こ た え 」 

「 せ つ め い 」 

 

 

「 と い 」 
  45 ぺ ー じ の 

写 真  

「 こ た え 」 

「 せ つ め い 」 

 

「 と い 」 
  47 ぺ ー じ の 

写 真  

「 こ た え 」 

「 せ つ め い 」 

 

 

 

        



 く ち ば し ② （ 記 入 例 ）                                             ｗ 19  

          い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

「 と い 」  こ れ は 、 な ん の く ち ば し で し ょ う 。 
  43 ぺ ー じ の 

写 真  

「 こ た え 」 こ れ は 、 き つ つ き の く ち ば し で す 。 

「 せ つ め い 」 き つ つ き は 、 と が っ た  く ち ば し で 、 

  き に あ な を あ け 、 き の な か に い る む し を  た べ ま す 。 

 

  45 ぺ ー じ の 

写 真  

「 と い 」 こ れ は 、 な ん の く ち ば し で し ょ う 。 

「 こ た え 」 こ れ は 、 お う む の く ち ば し で す 。 

「 せ つ め い 」 お う む は 、 ま が っ た く ち ば し の  さ き で 、 

 か た い た ね の か ら を わ り 、 な か の み を た べ ま す 。 

 

  47 ぺ ー じ の 

写 真  

「 と い 」   こ れ は 、 な ん の く ち ば し で し ょ う 。 

「 こ た え 」 こ れ は 、 は ち ど り の く ち ば し で す 。 

「 せ つ め い 」  は ち ど り は 、 ほ そ な が い く ち ば し を 、 は な の   

  な か に  い れ 、 は な の み つ を   す い ま す 。 

 「 と い 」 と 「 こ た え 」 の ぶ ん を み つ け よ う  



２０ 

題 材 名  「くちばし」③（第３時／全３時間） 

 

目  標  説明の順序や内容を考えながら読み，自分の経験と結び付けて，感想をもつことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

②  題材名「くちばし」を黒板に書く。  

② 本時の目標を黒板に書く。  

「くちばしの ひみつを みつけよう」 

・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③  知っている鳥や見たことのある鳥について発表させる。 

「どんな鳥を知っていますか。」 

④  くちばしとえさのについて、考えたことを発表させる。  

「くちばしは、どんなをしているでしょう。それは、何をするのに

そうなのでしょう。」 

⑤ よく知っている動物について「問」と「答え」の文を書かせる。 

「『これは何の～でしょう。』」「『これは～の～です。』という

文で書きましょう。」 

・図鑑などで、くちばしの形と食べているものなどが分かる資料が

あれば、提示できるとよい。 

⑥  書いたを発表させる。 

⑦  本時の学習を確認させる。 

「くちばしのひみつを見つけることができましたか。」 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

・くちばしとえさの関係につい

て、考えたことを発表する。 

 

 

・よく知っているもしくは調べ

た動物について「問」と「答

え」の文を書く。 

 

・書いた分を発表する。 

・本時の学習の確認をする。 

 

指導のポイント 

 

○ 学習活動について ・写真と文を照応させながら，三つのくちばしについて、それぞれが「問い・答えと説

明」という形式になっていることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

くちばしとえさの関係について、考えたことを発表させる。

「くちばしは、どんな形をしているでしょう。それは、何をす

るのにそうなのでしょう。」

書いた文を発表させる。

書いた文を発表させる。



板書例 
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ぶ
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と
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く
ち
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ひ
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つ
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み
つ
け
よ
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① 題材名「くちばし」を黒板に書く。 
② 本時の目標を知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

⑥ 書いたを発表させる。 
⑦ 本時の学習を確認させる。  

「くちばしのひみつを見つけることができましたか。」

③知っている鳥や見たことのある鳥について発表させる。  
「どんな鳥を知っていますか。」  

④ くちばしとえさの関係について、考えたことを発表させる。  
「くちばしは、どんな形をしているでしょう。それは、何をするのに

便利なのでしょう。」  
⑤ よく知っている動について，「問い」と「答え」 の文を書かせる。 
 

よく知っている動物について、「問い」と「答え」の文を書かせる。

は
っ
ぴ
ょ
う
し
よ
う
。

書いた文を発表させる。



 く ち ば し ③                                                      ｗ 20  

          い ち ね ん    く み  な ま え （              ）  

 め あ て  

 

「 と い 」  

 

 

 「 こ た え 」    

 

 

「 せ つ め い 」     

 

 

 

     

 

      



 く ち ば し ③ （ 記 入 例 ）                                   ｗ 20  

          い ち ね ん    く み  な ま え （              ）  

 め あ て  

 

「 と い 」   

   ほ そ く て と が っ た く ち ば し で す 。   

   こ れ は 、 な ん の く ち ば し で し ょ う 。   

 「 こ た え 」    

   こ れ は 、 か わ せ み の く ち ば し で す 。   

      

「 せ つ め い 」     

   か わ せ み は 、 き の う え か ら か わ の な か を  み つ め 、    

   さ か な を み つ け る と 、 す ば や く  み ず の な か に       

   く ち ば し を さ し い れ ま す 。 そ し て 、 さ か な を        

   は さ ん で   と ら え ま す 。  

  く ち ば し の ひ み つ を み つ け よ う  



２１ 

題 材 名  「おもちやと おもちゃ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇拗音の表記、助詞の「へ」を理解して、文の中で使うことができる。 
     ・進んで拗音のある言葉を見つけ、それを使って文を書こうとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「おもちゃと おもちゃ」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

・『おもちや』『おもちゃ』の違

いに気をつけながら聞く。 

・手拍子をして、読む。 

・意味の違いを考えながらP60を

読む。 

 

 

・共読み、一斉読み､一人読み 

 

・P61の拗音を使った言葉を読ん

だりを書いたりする。 

 

 

 

・拗音を使った文を書く。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

② P60「おもちやとおもちゃ」をリズムにのって読む練習をさせる

。 
「先生が読みます。とても似た言葉が出てきますので、どんな違い

があるのか考えながら、気をつけて聞いてください。 
「次の言葉を手拍子しながら読んでみましょう。」 
「おもちや」 「おもちゃ」 
「今日は、小さい『ゃ ゅ ょ』が入った言葉を学習します。 
「おもちやとおもちゃの違いに気をつけて、先生の後に続いて読ん

でみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読みをさせる。 
 
③P61の拗音のある言葉を読んだり書いたりして練習をさせる。 
・拗音の文字の書き方を知らせる。 
「ちいさな、ゃ ゅ ょ をノートに書いてみましょう。」 
 じてんしゃ あくしゅ としょかん 
 じゃんけん ぎゅうにゅう しょっき 

 
④拗音のある言葉を使って文を書かせる。 
「『おもちゃへいく。』のように文を作ってみましょう。」 

  
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『あいうえおで あそぼう』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○「おもちやとおもちゃ」は､拗音のついたリズム歌である。子どもたちが調子よく舌慣れ、口慣れ、音慣

れするように繰り返し唱えさせたい。共読みしたり一人読みをしたりする中で、リズムよく自然に身に

つくような指導を工夫していきたい。 
○補習校の子どもたちの中には、海外生活の長い子どももいる。挿絵を効果的に活用したり「おもちやと

とおもちゃ」の違いを現地の言い方でも理解させたりして意味の違いについて理解させたい。 
 また、「おもちや」という店は海外ではない。日本では、和菓子屋さんや団子屋さんなどの一部で、お

もちを売っていることなどを知らせる。 
○拗音のついた言葉は，特に口をしっかり開けて、はっきり発音することが大切であることを伝える。 
○拗音は、促音「っ」や句読点と同様に、マス目の右上に書くことを理解させる。 

（大きいマス目の用紙を準備しておくとよい。） 
 
 

よんでみよう かいてみよう 
。 

や

、



 
 
板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
も
ち
や
と 

 

め
あ
て 

よ
ん
で
み
よ
う 

か
い
て
み
よ
う 

  
 

 
 

お
も
ち
の 
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や

 
 

 
   

 
 

  
 

 
 

  
 

や
へ
い
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①題材名「おもちやと おもちゃ」とめ

あてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ど

もたちにも読ませて理解させる。 

②P60「おもちやとおもちゃ」をリズムにのって読む練習を

させる。 
「先生が読みます。とても似た言葉が出てきますので、どん

な違いがあるのか考えながら、気をつけて聞いてください。 
「次の言葉を手拍子しながら読んでみましょう。」 
「おもちや」 「おもちゃ」 
「今日は、小さい『ゃ ゅ ょ』が入った言葉を学習します。 
「おもちやとおもちゃの違いに気をつけて、先生の後に続い

て読んでみましょう。」 
・教師の範読を聞いた後、共読み、一斉読み、一人読みをさ

せる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『あいうえおで 
あそぼう』の学習をします。 

③P61 の拗音のある言葉を読んだり書いたり練

習をさせる。 
・拗音の文字の書き方を知らせる。 
 じてんしゃ あくしゅ としょかん 
 じゃんけん ぎゅうにゅう しょっき 

④拗音のある言葉を使って文を書かせる。 
「『おもちゃやへいく』のように文を作ってみ

ましょう。」 
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２２ 

題 材 名  「あいうえおで あそぼう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇長く親しまれている言葉遊びを通して、語や文のまとまり、リズム、母音の響きなどを考えな

がら読むことができる。 
     ・言葉遊びを楽しもうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「あいうえおで あそぼう」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。 

・本時の目標を知る。 

  

・本時のめあてを読む。 

 

 

 

 

 

・先生の口の形に注意して聞く 

・共読みをする。 

 

 

 

・一行読みをする。 

・一斉読み、一人読みをする。 

 

・五十音表をたて、よこに読んで

いく。 

・しりとりをする。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P62～P63の言葉遊び歌をリズムに乗って読む練習をさせる。 
・教師の範読を聞かせる。 
・共読み、一斉読みをさせる。 
「先生が読みます。みなさんは、先生の口の形に注意しながら、ま

たリズムを取りながら聞いてください。」 
「先生と一緒に口の形に気をつけて、はっきりとした発音で読んで

ください。」 
・一行読みをさせる。 
・一斉読み、一人読みをさせる。 
③P64「あ・い・う・え・お」の表を見て、話し合う。 
「たてやよこによみましょう。」 
 
「しりとりをしましょう。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『おおきくなった』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○子どもたちは、リズミカルな文章が好きである。身体で漢字、そのまま表現できるからであろう。「あ

いうえお で あそぼう」は､何度も読んでいるうちに暗唱できる楽しいリズム歌である。暗唱を繰り返

すうちに、子どもたちは母音の発音や言語感覚を身に付けていくに違いない。 
○母音を正確に発音させることは、子音の発音を指導する上で極めて重要である。しかしながら、母音を

一字一字、姿勢、口形などに注意して反復練習させすぎると、単語としての発音にずれが生じてしまう

ことがある。そこで、「あ・い・う・え・お」の母音を語頭においたリズミカルな「あいうえおであそ

ぼう」を学習させることによって、楽しみながら言葉としての母音の正確な発音と表記を習得させるこ

とを目標としたい。 
○口形に気をつけて縦や横に読んだり、各行の列の音の特徴に気をつけて読んだりさせたい。 
○「しりとり」遊びを通して日本語のおもしろさやたのしさを感じさせたい。 
 
 
 
 
 
 

「あいうえお」をこえにだして うたおう。 

感じ



 
板書例 
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五
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①題材名「あいうえおで あそぼう」と

めあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ど

もたちにも読ませて理解させる。 

②P62～P63 の言葉遊び歌をリズムに乗って読む練習をさせ

る。 
・教師の範読を聞かせる。 
・共読み、一斉読みをさせる。 
「先生が読みます。みなさんは、先生の口の形に注意しなが

ら、またリズムを取りながら聞いてください。」 
「先生と一緒に口の形に気をつけて、はっきりとした発音で

読んでください。」 
・一行読みをさせる。 
・一斉読み、一人読みをさせる。 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『おおきくなった』の

学習をします。 

③P64「あ・い・う」の表を見て、話し合う。 
「たてやよこによみましょう。」 
 
「しりとりをしましょう。」 
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２３ 

題 材 名  「おおきく なった」（第１時／全１時間） 

目  標 〇観察したことなどから書く事柄を見つけ、文章の中で使うことができる。 
     ・観察したことを記録しようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「おおきく なった」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解さ

せる。 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・P66の観点『いろ、たかさ、に

おいなど』を確かめる。 

・観点に沿って書いてある文に線

を引きながら先生の話を聞く。 

 

 

 

・二つの観察記録の書き方の違い

に気づく。 

 

 

 

 

・観察記録を書く。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②学習の見通しを持たせる。 
・現地校や家庭で育てている植物の様子を想起し、「よくみて くわ

しくかく」という学習課題を確認させる。 
「教科書P66～P67を参考にして、現地校や家庭で育てている草花を

くわしくかけるようにしましょう。」 
・くわしく書いてある観点（いろ、たかさ、におい、かたちなど） 
を確かめる。 

「P66～P67を先生が読みます。詳しく書いているところに線を引き

ながら聞きましょう。」 
・線を引いたところを全員で確かめる。 
 
③観察記録の書き方を知らせる。 
・P66～P67を参考に共通点、相違点を見つけさせる。 
「二つの観察文を比べて、似ている所と違う所はどんなところでしょ

う。」 
④観察記録を書かせる。 
・教師が事前に準備しておいた物（補習校近辺の物）を提示して 
観察記録を書かせる。 
「教科書を参考にして、観察した植物を家の方にわかるように観察

記録にしよう。」 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おおきな かぶ』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○どんな観点で観察したいかを P66 の観点で整理する。その他の観点があれば加える。 
 〇文で書けない場合は、絵やイラストで描いてもよいことを知らせる。その場合も整理した観点を基に書

くように指導する。 
〇補習校の授業時間の関係上、生活科や他の教科と合科的な難しいが現地校や家庭での様子を想起させ学

習したことを今後に生かせるように指導する。 
○子どもたちが書いた観察記録をもとに友だちと交流をし、いろいろな書き方があってよいことを理解さ

せる。 
○現地にあさがおの種がない場合はラデッシュ（赤い小さなかぶ）やミニトマトでもおもしろい。（かぶ

は、次時の「おおきなかぶ」につながり、ミニトマトは生活科などとも関連する。） 
 
 

よくみて くわしく かこう 

補習校の授業時間の関係上、生活科や他の教科との合科は難しいが現地校や家庭での様子を想起さ

せ学習したことを今後に生かせるように指導する。

ラディッシュ(赤い小さなかぶ)



 
板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
お
き
く 

 
 

め
あ
て 

よ
く 

み
て 

く
わ
し
く
か
こ
う 

  
 

    

教
科
書
の
観
察
メ
モ 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

い
ろ 

た
か
さ 

に
お
い 

 
 

 
 
か
た
ち 

ふ
と
さ 

  

わ
た
し
の
て
と 

 

お
な
じ
く
ら
い 

 

ち
く
ち
く 

      

準
備
し
て
き
た
草
花 

①題材名「おおきく なった」とめあて

を黒板に書く。 
 ・本時のめあてを黒板に書く。 
 ・本時のめあてを明確にするため、子

どもたちにも読ませて理解させる。 

②学習の見通しを持たせる。 
・現地校や家庭で育てている植物の様子を想起し、「よくみて 

くわしくかく」という学習課題を確認させる。 
「教科書 P66～P67 を参考にして、現地校や家庭で育てている草

花をくわしくかけるようにしましょう。」 
・くわしく書いてある観点（いろ、たかさ、におい、かたちなど） 
を確かめる。 
「P66～P67 を先生が読みます。詳しく書いているところに線を引

きながら聞きましょう。」 
・線を引いたところを全員で確かめる。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おおきな かぶ』

の学習をします。 

③観察記録の書き方を知らせる。 
・P66～P67 を参考に共通点、相違点を見つけさ

せる。 
「二つの観察文を比べて、似ている所と違う所は

どんなところでしょう。」 

④観察記録を書かせる。 
・教師が事前に準備しておいた物（補習校近辺の物）を提

示して観察記録を書かせる。 
「教科書を参考に観察をしたことを家の方にわかるよう

な観察記録にしよう。」 
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２４ 

題 材 名  「大きなかぶ」①（第１時／全３時間） 

 

目  標  繰り返しの言葉や文章のリズムを考えながら音読することができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「げきを つくるために 『おおきな かぶ』 を よもう」 

・ワークシートを配布し、目当てを確認する。 

③  範読し、お話のあら筋をつかませる。 

「どんな人や動物が出てくるか、また、どんなお話なのかなどを考え

ながら、聞きましょう。」  

④「だれが、どうして、どうなったか」を考えさせながら、音読する。 

⑤ 登場人物を把握させる。 

「どんな人や動物が出てきましたか。」  

⑥ あら筋を把握させる。 

「どんなお話でしたか。」 

⑦ 本時の学習を確認させる。 

「劇をつくるつもりで『おおきなかぶ』が読めましたか。」 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

・範読を聞き、お話のあらすじ

をつかむ。 

 

・「だれが、どうして、どうな

ったか」を考えさせながら、

音読する。 

・登場人物を把握する。 

 

・あら筋を把握する。 

 

・本時の学習を確認する。 

 

 

 

指導のポイント 

 

○ 範読について 

・教師が範読し、子どもたちと語り合いながら読み進めていく。ＣＤがあれば活用するのもよいが、こ 

こでは、なるべく子どもたちとのかけ合いを持つようにする方が望ましい。 

・登場人物に注意して、聞くことに集中させる。子どもたちの状況を見ながら、必要に応じて読みの速 

さを工夫する必要がある。 

・文章とさし絵が必ずしも一致していないことに気づかせ、どの場面の絵が不足しているかを理解させ 

る。 
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↓
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↓
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↓
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①  題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。 
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

⑦ 本時の学習を確認させる。 
「劇をつくるつもりで『おおきなかぶ』が読めましたか。」

④ 「だれが、どうして、どうなったか」を考えさせながら、音読させる。 
⑤ 登場人物を把握させる。 

「どんな人や動物が出てきましたか。」 
⑥ あら筋を把握させる。 

「どんなお話でしたか。」 

③ 範読し、お話のあら筋をつかませる。 
「どんな人や動物が出てくるか、また、どんな 
お話なのかなどを考えながら、聞きましょう。」



 お お き な か ぶ ①                                           ｗ 24  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 で て く る ひ と や ど う ぶ つ 

 

 

 

   

    

  ど ん な お は な し で し ょ う 。   

   

   

 

 



 お お き な か ぶ ① （ 記 入 例 ）                      ｗ 24  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 で て く る ひ と や ど う ぶ つ 

   ・ お じ い さ ん  

  ・ お ば あ さ ん  

  ・ ま ご 

  ・ い ぬ  ・ ね こ  ・ ね ず み 

    

  ど ん な お は な し で し ょ う 。   

  な か な か ぬ け な い お お き な   か ぶ を  

み ん な で ち か ら を  

 あ わ せ て  ぬ い た お は な し 。 

  げ き を つ く る た め に 「 お お き な か ぶ 」  

 を よ も う  



２５ 

題 材 名  「大きなかぶ」②（第２時／全３時間） 

 

目  標  場面の様子や登場人物について想像を広げながら読むことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「『おおきなかぶ』 を もっと くわしく よんでいこう」 

 ・ワークシートを配布し、目当てを確認する。 

③  P70,P71 を読んで、おじいさんの気持ちを想像させる。 

「おじいさんは、どんな気持ちだったでしょう。」 

④  P72,P73 を読んで、おじいさん・おばあさん・孫の気持ちを想像さ

せる。 

「おじいさん・おばあさん・孫はどんな気持ちだったでしょう。」 

⑤  P74 ～ P75,L2 を読んで、おじいさん・おばあさん・孫・犬の気

持ちを想像させる。 

「おじいさん・おばあさん・孫・犬は、どんな気持ちだったでしょ

う。」  

⑥ P75,L3 ～ P76,L6 を読んで、おじいさん・おばあさん・孫・犬・ね

この気持ちを想像させる。 

「おじいさん・おばあさん・孫・犬・ねこは、どんな気持ちだった

でしょう。」  

⑦  P76,L7 ～ P78 を読んで、動作化させる。 

「声に出しながら、動きをつけてみましょう。」 

⑧ 本時の学習を確認させる。 

「『おおきな かぶ』をくわしく読んでいくことができましたか。」 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

・おじいさんの気持ちを想像す

る。 

・おじいさん、おばあさん、孫

の気持ちを想像する。 

 

・おじいさん、おばあさん、孫

、犬の気持ちを想像する。 

 

 

・おじいさん、おばあさん、孫

、犬、ねこの気持ちを想像す

る。 

 

・動作化する。 

 

・本時の学習を確認する。 

 

指導のポイント 

○ 繰り返しのおもしろさ 

・子どもたちの出会う絵本の中で、子どもたちに共通して好まれるものは、「繰り返しのあるもの」 

と 「リズミカルな文章のもの」である。本教材「大きなかぶ」 は、この二つの要素を押さえたもの 

である。繰り返しの部分は、単純な繰り返しだけでなく、繰り返すたびに登場人物が一人ずつ加わる 

と同時に、言葉も微妙に変化している。また、文章表現は、リズミカルで音読しやすく、自然に暗唱 

できるであろう。  

P71､P72,L1

P72～P73,L2

P73～P74,L6

P74L8～P76,L4
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① 題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。 
② 本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

⑧ 本時の学習を確認させる。 
「『おおきな かぶ』をくわしく読むことができましたか。

③おじいさんの気持ちを想像させる。 
「おじいさんは、どんな気持ちだったでしょう。」 
④おじいさん・おばあさん・孫の気持ちを想像させる。 
「おじいさん・おばあさん・孫は、どんな気持ちだったでしょう。」 
⑤おじいさん・おばあさん・孫・犬の気持ちを想像させる。 
「おじいさん・おばあさん・孫・犬は、どんな気持ちだったでしょう。」 
⑥おじいさん・おばあさん・孫・犬ねこの気持ちを想像させる。 
「おじいさん・おばあさん・孫・犬・ねこは、どんな気持ちだったでしょう。」 
⑦動作化させる。 
「声に出しながら、動きをつけてみましょう。」 

教科書の挿絵をコピーするなどして、イメージを持たせる。 



 お お き な か ぶ ②                                                 ｗ 25  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

お じ い さ ん の き も ち   

 ・ は や く  

 ・ お い 

お じ い さ ん ・ お ば あ さ ん ・ ま ご ・ い ぬ ・ ね こ の き も ち  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



お お き な か ぶ ② （ 記 入 例 ）                        ｗ 25  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

お じ い さ ん の き も ち   

 ・ は や く お お き く な れ 。 

 ・ お い し い か ぶ が た べ た い な 。 

お じ い さ ん ・ お ば あ さ ん ・ ま ご ・ い ぬ ・ ね こ の き も ち  

  ・ な か な か ぬ け な い な 。 

   ・ み ん な で ち か ら を あ わ せ よ う 。 

   ・ も う す こ し で ぬ け そ う だ 。     

    

 

 

      

 「 お お き な か ぶ 」  を も っ と く わ し く  

 よ ん で い こ う  



２６ 

題 材 名  「大きなかぶ」③（第３時／全３時間） 

 

目  標  場面の様子や登場人物について想像を広げながら読むことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。  

②  本時の目標を黒板に書く。 

「やくわりを わけて れんしゅうし、 げきを つくろう」 

 ・ワークシートを配布し、目当てを確認する。 

③  全文を通して音読させ、だれが、どこを読むのかを分担させる。 

「だれが、どこを読むのか、分けましょう。」 

④  分担された部分を読む練習をさせる。 

「分けたところを読む練習をしましょう。」 

⑤  劇の発表会をさせる。 

「劇の発表会をしましょう。」 

⑥  本時の学習を確認させる。 

「楽しく劇が発表できましたか。」 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

・全文を通して音読し、だれが

どこを読むのかを分担する。 

・分担された部分を読む練習を

する。 

・劇の発表会をする。 

 

・本時の学習の確認をする。 

 

 

指導のポイント 

○ 劇の発表会 

・子どもたちに役割分担をする時、長い文章は「、」のところで区切って分担したり、重ね読みをさせたりする

こともできる。また、読める子には多めの分量を分担させたり、苦手な子には短い文を割り当てたりするような

配慮も必要であろう。 

・目的もなく繰り返し読むのではなく、演じるという目的を持つことによって、教科書をより進んで読むような

活動意欲を期待したい。 

・授業参観などの行事に合わせるなどして、保護者にも見てもらう機会を設けるとよい。 

○ 主題について 

・本教材の主題は、「協力することの大切さ」と「小さいもの、弱いものでも大きなはたらきをする」の二つで

ある。しかし、そのことを指導者が意識しすぎて、子どもたちに気づかせようとすると、子どもたちの主体的活

動を妨げる危険性があるため、気をつけたい。 



板書例 
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か
け
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い
っ
し
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◇
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の
し
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は
っ
ぴ
ょ
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し
よ
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や
く
わ
り
を 

わ
け
て 

れ
ん
し
ゅ
う
し
、
げ
き
を 

つ
く
ろ
う 

① 題材名「おおきな かぶ」を黒板に書く。 
② 本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

⑧ 本時の学習を確認させる。 
「楽しく劇が発表できましたか」 

③ 全文を通して音読させ、だれが、どこを 
読むのかを分担させる。 
「だれが、どこを読むのか、分けましょう。」

④ 分担された部分を読む練習をさせる。 
「分けたところを読む練習をしましょう。」 

教科書の挿絵をコピーするなどして、イメージを持たせる。 

⑤ 劇の発表会をさせる。 
「劇の発表会をしましょう。」 

は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う



 お お き な か ぶ ③                                                ｗ 26  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

は っ ぴ ょ う の め あ て   

 

 

き く と き の め あ て 

  か ん そ う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お お き な か ぶ ③ ( 記 入 例 )                                  ｗ 26  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

は っ ぴ ょ う の め あ て   

 ・ お お き く く ち を あ け て 

 ・ き も ち が つ た わ る よ う に 

き く と き の め あ て 

 ・ し ず か に 

 ・ か け ご え は い っ し ょ に 

 か ん そ う  

  み ん な で か ぶ を ぬ く と こ ろ が た の し か っ 

た で す 。 か ぶ が ぬ け た と き は 、 み ん な で て を  

た た き ま し た 。 

 や く わ り を わ け て  れ ん し ゅ う し 、 げ き を  

 つ く ろ う  



２７ 

題 材 名  「はをへをつかおう」（第１時／全１時間） 

 

目  標  語と語をつなぐ助詞「は」「を」「へ」を正しく使って文を書くことができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「はをへを つかおう」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「「わ」と「は」、「お」と「を」、「え」と「へ」の つかいかた

を おぼえよう」 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③  「わに」の唱え歌を範読する。  

 

④  「は」「へ」の読み方に注意して音読させる。  

・「『は』『へ』の読み方に気をつけて、声に出して読んでみまし

ょう」  

 

⑤  「わ」と「は」，「お」と「を」，「え」と「へ」の使い方を理解

させる。 

「『わ』と『は』，『お』と『を』，『え』と『へ』の使い方を覚

えましょう」  

 

⑥  「は」「を」「へ」を使った文を作り、発表させる。 

「『は』，『を』，『へ』を使った文を作り、発表しましょう」 

 

⑦  本時の学習を確認させる。  

「『わ』と『は』，『お』と『を』，『え』と『へ』の使い方を覚え

ましたか。」 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

・「わに」の唱え歌を聞く。 

 

・「は」「へ」の読み方に注意

して音読する。 

 

 

・「わ」と「は」、「お」と「

を」、「え」と「へ」の使い

方を知る。 

 

 

・「は」「を」「へ」を使った

分を作り、発表する。 

 

・本時の学習を確認する。 

 

指導のポイント 

○ 学習活動について 

・教科書の「わに」の唱え歌を読み，調子よく読み慣れるまで唱える。 

・身の回りを見て，自分や友達がしていることを考えて文を作る。 

・ ～は， ～を， ～。という文を作る。 

・ ～は， ～へ， ～。という文を作る。 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 
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か
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〇 

わ 
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わ
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は
な
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え
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い
く
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と
な
り
の 

へ
や
へ 

い
く
。 

 

〇 

お 
と 

を 

 
 

 
 

お
に
ご
っ
こ
を 

す
る
。 

 
 

 
 

か
お
を 
あ
ら
う
。 

「
わ
」
と
「
は
」
、
「
お
」
と
「
を
」
「
え
」
と
「
へ
」
の
つ

か
い
か
た
を 

お
ぼ
え
よ
う 

①  題材名「はをへを つかおう」を黒板に書く。  
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③ 「わに」の唱え歌を範読する。 
④ 「は」「へ」の読み方に注意して音読させる。 
「『は』『へ』の読み方に気をつけて、声に出して読んでみましょう」 
⑤ 「わ」と「は」，「お」と「を」，「え」と「へ」の使い方を理解させる。 
「『わ』と『は』，『お』と『を』，『え』と『へ』の使い方を覚えましょう」 
⑥ 「は」「を」「へ」を使った文を作り、発表させる。 
「『は』，『を』，『へ』を使った文を作り、発表しましょう」 

本
文
を
掲
示
す
る
。 



 は を  へ を  つ か お う                                             ｗ 27  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 

 わ と は  
     

 

      

 

 お と を  
      

 

     

 

 



 は を  へ を  つ か お う （ 記 入 例 ）                             ｗ 27  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 

 わ と は  
     

 

      

 

 お と を  
      

 

     

   「 わ 」 と 「 は 」 、 「 お 」 と 「 を 」 、 「 え 」 と 「 へ 」 の

  つ か い か た を お ぼ え よ う  

わ
 

に
 

は
 

は
 

は
 

は
 

な
 

し
 

る
 

き
 

れ
 

い
 

だ
 

お
 

ご
 

に
 

っ
 

こ
 

を
 

す
 

る
 

か
 

お
 

を
 

あ
 

ら
 

う
 



２８ 

題 材 名  「すきな もの なあに」①（第１時／全２時間） 

目  標 〇相手に伝わるように、「すきなもの、なあに」と「その理由」を２文で書くことができる。 

・自分が好きなものとその理由を紹介しようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

 

 

 

 

展

開

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10

分 

①題材名「すきなもの、なあに」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

「今日の学習は、『自分が好きなことを友だちに教え合う。』こと

です。」 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

 

・教師の範読を聞く。 

・共読みをする。 

・ペアで会話文を読む。 

 

 

・好きなことを考える。 

 

 

 

 

・好きなことを絵に描く。 

 

・視写する。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲を高める。

②P82～83の挿絵を使って、紹介の方法を理解させる。 

・P82～83を読む。 

「ぼくは、おりがみが すきだよ。いつも・・・。」 

「どうして すきなの。」 

「どうしてかというと、・・・からです。」 

③自分の好きなものや好きなことをカードに書いて紹介させる。 

・自分の好きなことを考えさせる。 

「自分の好きなことを友だちにわかるように教えます。ワークシート

に伝えたいことの絵を描いてみましょう。」 

・言葉だけでなく絵などを使って話をすると相手に伝わることを知ら

せる。 

・ワークシートを配付する。 

 

④P83の文を視写させる。 

「P83の文を書き写しましょう。」 

 

④次時の予告をする。 

「次の時間は、今日考えた、自分の好きことを ワークシートに書い

て発表会をします。 

 

指導のポイント 

 ○自分の好きなものや好きなことを紹介する際、言葉だけでなく 絵を見せながら紹介するとわかりやす

いことを伝える。 

○教科書を読みあう際、二人ペアになって読むようにする。その中で、「ぼくの すきなものは・・・そ

のわけは・・・だからです。」という説明の仕方を理解させる。 

○教科書の例文を視写することを通して、用紙の使い方、主語、述語、句点の書き方を練習させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すきなものを おしえあおう。 

「次の時間は、今日考えた、自分の好きなことを　ワークシート

に書いて発表会をします。



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す
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、
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す
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８
４
ペ
ー
ジ
の
作
文
を
提
示 

①題材名「すきなもの、なあに」とめあ

てを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

「今日の学習は、『自分が好きなことを

友だちに教え合う。』ことです。」 

②P82～83 の挿絵を使って、紹介の方法を理解させる。 

・P82～83 を読む。 

「ぼくは、おりがみが すきだよ。いつも・・・。」 

「どうして すきなの。」 

「どうしてかというと、・・・からです。」 

・共読み､ペア読みをさせる。 

⑤次時の予告をする。 

「次の時間は、今日考えた、自分の好きなことを ワ

ークシートに書いて発表会をします。 

③自分の好きなものや好きなことをカードに書

いて紹介させる。 

・自分の好きなことを考えさせる。 

「自分の好きなことを友だちにわかるように教

えます。ワークシートに伝えたいことの絵を描

いてみましょう。」 

・言葉だけでなく絵などを使って話をすると相

手に伝わることを知らせる。 

・ワークシートを配付する。 

④P８４の文を視写させる。 

「P８４の文を書き写しましょ

う。」 
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。



２９ 

題 材 名  「すきな もの なあに」②（第２時／全２時間） 

目  標 〇相手に伝わるように、「すきなもの、なあに」と「その理由」を２文で書くことができる。 
・自分が好きなものとその理由を紹介しようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 B 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「すきなもの、なあに」とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書く。 

「今日の学習は、『自分が好きなことを友だちに教え合う。』 

ことです。」 

・前の時間の復習をさせる。 

 

 

・P83の紹介の仕方を読んで､今日の学習の見通しをもたせる。 

「P83を読みましょう。」 

「前の時間に書いた､自分の好きなものの絵を見て、例文を参考に

言葉で言ってみましょう。」 

・本時の目標を知る。 

  

 

 

 

 

 

 

・教師の範読を聞く。 

・一斉読みをする。 

 

 

・自分の好きなものや好きなこと

理由を文章に書く。 

 

・書いた文章を二人組で、読み合

ったり全体の前で発表したり

する。 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②例文を参考に、自分の好きなものや好きなこととその理由を文章に

書かせる。 
「自分の好きなものとそのわけを文に書きましょう。」 
 
③書いた文章を読み合わせる。 
「書いた文を読み合いましょう。」 
 
・本時の学習の確認をさせる。 
「好きなものを教え合えましたか。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『おむすび ころりん』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○教科書の例文を視写した際に注意したことを全体の前で確認をするようにしたい。 
（用紙の使い方、主語、述語、句点の書き方） 
○紹介の仕方の方法として、二人組、グループ、全体とクラスの人数によって工夫したい。 
○教科書の例文を視写することを通して、用紙の使い方、主語、述語、句点の書き方を練習させる。 
○教室に「すきなものひろば」を設置して､友だちの文章を読んだり感想を書いたりして交流をはかれるよ

うにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すきなものを おしえあおう。 



板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

め
あ
て す

き
な
も
の
を 

 
  

ぶ
ん
を
か
く
と
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だ
い
め
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な
ま
え 

 
 

 

そ
う
じ
ろ
う 

 

さ
ん
す
う 

 
 

 
 

な
わ
と
び 

 
 

あ
か
り 

  
 

 
 

え
い
さ
く 

①題材名「すきなもの、なあに」とめあてを

黒板に書く。 
 ・本時のめあてを黒板に書く。 
「今日の学習は、『自分が好きなことを友だ

ちに教え合う。』ことです。」 
P83 の紹介の仕方を読んで､今日の学習の見

通しをもたせる。 
「P83 を読みましょう。」 
「前の時間に書いた､自分の好きなものの絵

を見て、例文を参考に言葉で言ってみましょ

う。」 
 

②例文を参考に、自分の好きなものや好きなこととその理由

を文章に書かせる。 
「自分の好きなものとそのわけを文に書きましょう。」 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『おむすび ころりん』の学習をします。 

③書いた文章を読み合わせる。 
「書いた文を読み合いましょう。」 
 
・本時の学習の確認をさせる。 
「好きなものを教え合えましたか。」 
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。



３０ 

題 材 名  「おむすびころりん」①（第１時／全２時間） 

 

目  標  語や文としてのまとまりや内容，文章のリズムに注意しながら声に出して読むことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「おむすび ころりん」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を児童に知らせる。 

「おじいさんや ねずみや おばあさんに なってよんでみよう」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 

③  範読を聞かせる。 

「様子を思い浮かべながら聞きましょう」 

 

④  感想を発表させる。 

「先生が読んだ『おむすびころりん』 のお話を聞いて、 どんなこ

とを感じましたか」 

  

⑤  登場人物を確認させる。 

「どんな人が出てきましたか」  

 

⑥ 登場人物の気持ちになって音読させる。 

＊ 山の畑でおむすびを追いかけていくおじいさんになって 

＊ ねずみの穴で、おじいさんとねずみになって 

＊ 家に帰ってきたおじいさんとおばあさんになって 

 

⑦ 本時の学習の確認をさせる。 

「おじいさんや ねずみや おばあさんに なって よめま したか。」 

 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

・範読を聞く。 

 

 

・感想を発表する。 

 

 

 

・登場人物を確認する。 

 

・登場人物の気持ちになって音

読する。 

 

 

 

・本時の学習を確認する。 

 

指導のポイント 

○ 昔話との出会い 

・海外で生活する子どもたちの日本語環境は、一般に極めて厳しい状況にあると考えられる。すなわち、年齢の

近い友だち同士で日本語で存分に話し合ったり、読書活動を十分に行ったりする機会には恵まれていないこと

が多い。ましてや、「むかしむかしあるところに・・・」で始まる日本の昔話に親しむ機会などは、はなはだ

少ないことであろう。しかし、このような生活環境であるからこそ、日本人の心の原点ともいえる昔話に子ど

もたちを馴染ませることが大切なのである。 

○ 学習活動について 

・最初は、教師の範読が望ましいが、その後は、ＣＤがあれば状況に合わせて聴かせるなどして、有効に活用す

るようにしたい。 

・「おむすびころりんすっとんとん」 のところは、子どもたちがみんなで加わり、リズミカルに読むような楽し

い雰囲気の中で展開したい。 

・登場人物だけではなく、擬人化したおむすび なども登場者として位置づけ、楽しく筋を追わせるようにした

い。 



板書例 
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①  題材名「おむすび ころりん」を黒板に書く。  
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③ 範読を聞かせる。 
④ 感想を発表させる。 
「先生が読んだ『おむすびころりん』のお話を聞い

て、どんなことを感じましたか」 
⑤ 登場人物を確認させる。 

⑥ 登場人物の気持ちになって音読させる。 
＊ 山の畑でおむすびを追いかけていくおじいさんになって 
＊ ねずみの穴で、おじいさんとねずみになって 
＊ 家に帰ってきたおじいさんとおばあさんになって 

⑦ 本時の学習の確認をさせる。 
「 おじいさんや ねずみや おばあさんに なってよめましたか。」 



 お む す び こ ろ り ん ①                                                ｗ 30  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 で て き た ひ と や ど う ぶ つ   

   

     

     

     

   こ え に だ し て よ ん で み よ う 。   

     

      

     

     

       

        

        



 お む す び こ ろ り ん ① （ 記 入 例 ）                      ｗ 30  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

 

 で て き た ひ と や ど う ぶ つ 

     お じ い さ ん  

    お ば あ さ ん  

    ね ず み 

     

   こ え に だ し て よ ん で み よ う 。   

・ や ま の は た け で お む す び を お い か け て い く  

        お じ い さ ん に な っ て 

・ ね ず み の あ な で お じ い さ ん と ね ず み に な っ て 

・ い え に か え っ て き た お じ い さ ん と お ば あ さ ん に な っ て 

   お じ い さ ん や ね ず み や お ば あ さ ん に な っ て  

 よ ん で み よ う 。  



３１ 

題 材 名  「おむすびころりん」②（第２時／全２時間） 

 

目  標  場面の様子や登場人物について想像を広げながら読むことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「おむすび ころりん」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を児童に知らせる。 

「おむすびころりん げきじょう」 

・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 

③  本文を読ませる。 

「前の時間に、おもしろいと感じたところを考えながら読みましょ

う。」 

 

④  もっと工夫できるところはないか話し合わせる。 

「どんなところを工夫して読めばいいでしょう。」 

 

⑤  「おむすびころりん劇場」の出演者になって、みんなで読み合わせ

る。 

「さあ、いよいよ 『おむすびころりん劇場』 の始まりです。 お話

は静かに聞きましょう。楽しいところはいっしょに手 拍子などを

入れてもいいですよ 。」 

  

⑥  楽しかったことや気づいたことを発表させる。 

「楽しかったことや、気づいたことはありませんか。」 

 

⑦ 本時の学習を確認させる。 

「『おむすびころりん げきじょう』で楽しく発表できましたか。」 

 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

・本文を読む。 

 

 

・工夫できそうなことについて

話し合う。 

 

 

・「おむすびころりん劇場」の

出演者になって、みんなで読

み合う。 

 

 

・楽しかったことや気づいたこ

とを発表する。 

 

・本時の学習を確認する。 

 

指導のポイント 

○ 「おむすびころりん」について 

・この昔話「おむすびころりん」 は、リズミカルに読めるように、散文詩形式で構成されている。この散文詩形

式のものは、一行あきの九連で表現されているので、話の場面やあら筋を読み取らせる上では比較的容易であ

る。また、各連の終わりには繰り返しの部分もあるので、リズミカルに音読・暗唱させたり、場面ごとに描か

れた動きのあるさし絵をもとに動作化させたりするのに適切である。 

○ 学修活動について 

・補習校の実態によって可能であれば、おじいさん用の頭巾（タオル）や、おめん ・ こづちなどの小道具を準

備できると、活動の雰囲気をより高めることができる。・おじいさんの行動やねずみの歌で、間をあけ、つぶ

やきや動作を入れさせるのもよい。 

・子どもたちには、なるべく自分がなりたい役と読みたいところを選べるように配慮する。 

・聞き手の態度については、発表者の立場になって考えることができるように、あらかじめしっかり指導してお

くようにする。 

 



板書例 
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①  題材名「おむすび ころりん」を黒板に書く。  
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③本文を読ませる。 
「前の時間におもしろいと感じたところを考え 
ながら読みましょう。」 
④もっと工夫できるところはないか話し合わせる。 
「どんなところを工夫して読めばいいでしょう。」 

⑤「おむすびころりん劇場」 の出演者になって、みんなで読み合わせる。 
「さあ、いよいよ 『おむすびころりん劇場』 の始まりです。」 
⑥楽しかったことや気づいたことを発表させる。 

⑦ 本時の学習の確認をさせる。 
「『おむすびころりん げきじょう』で楽しく発表できましたか。」 

教
科
書
の
絵
を
拡
大
す
る
な
ど

し
て
掲
示
で
き
る
と
よ
い 



 お む す び こ ろ り ん ②                                                ｗ 31  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

  お じ い さ ん … 

   お ば あ さ ん … 

        ね ず み …     

   

  よ か っ た と こ ろ や た の し か っ た と こ ろ  

   

      

     

        

       

       

     



 お む す び こ ろ り ん ② （ 記 入 例 ）                              ｗ 31  

       い ち ね ん    く み  な ま え （              ） 

 め あ て 

 

  お じ い さ ん … た つ や さ ん  

   お ば あ さ ん … ひ ろ こ さ ん  

        ね ず み … り ょ う す け さ ん    

   

  よ か っ た と こ ろ や た の し か っ た と こ ろ  

  「 お む す び こ ろ り ん す っ と ん と ん 」 の い い 

か た が お も し ろ か っ た で す 。 た つ や さ ん の 

お じ い さ ん が 、 と て も じ ょ う ず で し た 。 り ょ う  

す け さ ん の ね ず み の お ど り が た の し か っ 

た で す 。     

      

   「 お む す び こ ろ り ん げ き じ ょ う 」 を  ひ ら こ う  



３２ 

題 材 名  「としょかんと なかよし」（第１時／全１時間） 

目  標 〇図書館には、いろいろな本があることを知り、読みたい本を探すことができる。 
     ・これまでの学習を生かして本を選ぼうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 我が国の言語文化  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「としょかんと なかよし」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。  

・本時の目標を知る。 

  

・本時のめあてを読む。 

 

・前に図書館に来たときのことを 

 思い出す。 

 

 

・図書館での約束を理解する。 

 

 

 

 

・読みたい本を探す。 

 

 

 

 

 

・自分が借りた本を友だちに紹介

する。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②補習校の図書館へ行き、たくさんの本があることに気づかせる。 
・図書館での約束について知らせる。 
「図書館の本は、みんなの本です。大切に扱いましょう。」 
「図書館は、みんなが本を探したり本を読んだりする場所です。 
静かに本を探しましょう。」 

 
③自分が一番読みたい本を探させる。 
「自分が読みたい本を見つけて、読んでみよう。」 
 
 
 
 
④自分が借りた本を友だちに紹介させる。 
「僕は図書館で、○○の本を借りました。 
△△のところがおもしろそうだったからです。 

 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『こんなことがあったよ。』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○子どもたちが日本語に触れる機会は､補習校の本棚が最も多いと考えられる。子どもたちの日本語能力を

さらに保持･発展させていくためにも、図書の有効活用をしていきたい。 
○図書館の利用の仕方や約束について､繰り返し指導していくようにする必要がある。 
○子どもたちには、発達段階に適した本の中から自由に選ばせるようにしたい。 
○本をなかなか選ぶことができない場合は、教師が個別に相談にのるようにしたい。 
○子どもたちが本を読んだ後には、感想を発表したり本の題名を発表したりするようにさせたい。 

しかし、感想発表に固執しないように心がけたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

「よみたい ほんをみつけよう」 



板書例 
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①題材名「としょかんと なかよし」と

めあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ど

もたちにも読ませて理解させる。  

②補習校の図書館へ行き、たくさんの本があることに気づか

せる。 
・図書館での約束について知らせる。 
「図書館の本は、みんなの本です。大切に扱いましょう。」 
「図書館は、みんなが本を探したり本を読んだりする場所で

す。静かに本を探しましょう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『こんなことが あっ

たよ』の学習をします。 

③自分が一番読みたい本を探させる。 
「自分が読みたい本を見つけて、読んでみよう。」 

④自分が借りた本を友だちに紹介させる。 
「僕は図書館で、○○の本を借りました。 
△△のところがおもしろそうだったから

です。 
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３３ 

題 材 名  「こんなことが あったよ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇経験したことや想像したことをもとに伝えたいことをわかりやすい文章に書くことができる。 
     ・これまでの学習を生かして日記を書こうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等 Ｂ 書くこと  
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

①題材名「こんなことが あったよ」とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

 ・本時のめあてを明確にするため、子どもたちにも読ませて理解

させる。  

 ・学習の見通しをもたせる。 

 「最近 どんな楽しいことがありましたか。」 

 「楽しかったことを 日記に書きましょう。」 

・本時の目標を知る。 

  

・本時のめあてを読む。 

 

・最近、楽しかった思い出を発表

する。 

 

 

 

 

･教師の範読を聞く。 

・一斉読みをする。 

・どんな観点で書かれているかを

確認する。 

 

 

 

 

 

・伝えたいことを思い出す。 

・伝えたい内容の一場面を絵に描

かせる。 

・書く観点を理解する。 

 

 

 

・書いた絵日記を友達に紹介する

。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

・挿絵をみて学習意欲が高まる。 

②P96の絵日記を参考に、書き方を知らせる。 
・観点を知らせてからP96の日記を読む。 
・日記には、観点に添った内容（したこと､見たこと、聞いたこと､

思ったこと等）が書かれているかを確認させる。 
いつ－どようび     だれと－おじいちゃんと 
みたこと－はなびをみた おもったこと－（おおきなはながさいた 
               みたいで）とてもきれいでした。 
 
 

 
③経験したことを知らせる文章を書かせる。 
・伝えたい経験したことを、くわしく思い出させる。 
・経験したことを絵に描かせる。 
・文章の中に書く観点を知らせる。 
『いつ どこで だれが なにを どうした』 がわかるように 
書くことを知らせる。 

・絵日記を書かせる。 
 
④書いたものを読み合い、感想を交流させる。 
「書いた絵日記を友だちに知らせましょう。」 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『声に出して読もう。』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○海外で生活する子どもたちにとって、手紙を日本語で書いてやりとりするという経験は、日本語学習を

発展させていく意味からも極めて意義深いことである。本教材を日本の祖父母などに絵日記にして近況

を知らせるという視点で書かせることでより学習意欲が高まると考える。 
 ○日記に書く視点を明確にもたせる。（したこと、みたこと、みつけたこと、きいたこと、おもったこと） 
○絵日記を書かせたものを、ＰＣで送付するなど補習校の実態に応じて弾力的に扱うようにする。 
 
 

「おもいで にっきを かこう」 



 
板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

め
あ
て 

 
 

 
 

 
 

・
い
つ 

 

・
し
た
こ
と 

 

・
み
た
こ
と 

 

・
み
つ
け
た
も
の 

 

・
き
い
た
こ
と 

 
 

      
 

  

と
も
だ
ち
に
は
な
そ
う 

 

①題材名「こんなことが あったよ」とめ

あてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを明確にするため、子ども

たちにも読ませて理解させる。  
・学習の見通しをもたせる。 
「最近 どんな楽しいことがありました

か。」 
「楽しかったことを 日記に書きましょ

う。」 

②P96 の絵日記を参考に、書き方を知らせる。 
・観点を知らせてから P96 の日記を読む。 
・日記には、観点に添った内容（したこと､見たこと、聞いた

こと､思ったこと等）が書かれているかを確認させる。 
いつ－どようび     だれと－おじいちゃんと 
みたこと－はなびをみた おもったこと－（おおきなはながさ

いて）とてもきれい。 

⑤時の予告をする。 
「次の時間は、『こえにだして よも

う』の学習をします。 

③経験したことを知らせる文章を書かせる。 
・伝えたい経験したことを、思い出させる。 
・経験したことを絵に描かせる。 
・文章の中に書く観点を知らせる。 
『いつ どこで だれが なにを どうした』 

がわかるように書くことを知らせる。 
・絵日記を書かせる。 

④書いたものを読み合い、感想を交流

させる。 
「書いた絵日記を友だちに知らせまし

ょう。」 

次時の予告をする。
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３４ 

題 材 名  「こえに だして よもう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇声の速さを変えたり動作化したりして元気に音読することができる。 

     ・内容を捉え、音読を楽しもうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに、子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

・範読を聞く。 

 

 

 

・詩の感想を発表し､音読への意

欲を持つ。 

 

 

 

・一斉読み､ペア読みをする。 

 

・音読の留意点を確かめる。 

 

・音読の留意点を意識し、音読す

る。 

 

 

・文を視写する。 

・文の感想を発表する。 

 

 

・音読の響きやリズムに気をつけ

ながら､暗唱する。 

・次時の見通しをもつ。 

 

②挿絵から登場人物の気持ちを想像しながら聞かせる。 
・挿絵から気がついたことを想像させる・ 
「教科書の絵を見て、気がついたことはありますか。」 
・教科書P98～P99の文を､範読（教師の読み）する。 
「ぼく、わたしの気持ちになって、聞きましょう。」 
「詩を聞いてどのようなことを感じましたか。」 
③「いちねんせいの うた」を読ませる。(１回目) 
・一斉読み ・ペア読み 
○聞く人がわかりやすく､楽しめる読み方にするには､何に気をつけ

ればよいか考えさせる。 
・リズム 声の大きさ 速さ  
・一人読み ペア読み グループ読み  
○声の大きさやリズムを工夫して､読ませる。（２回目） 
・一人読み ・ペア読み ・グループ読み 
・工夫して読んでいる児童を賞賛する。 
・指名読み 
④文を視写ながら様子を想像して、気がついたことを発表する。 
・文を視写させる。 
・感想を発表させる。 
⑤めあてを考えながら自分のペースで読ませる。（３回目） 
・楽しく読む ・暗唱する 
・一斉読み 
⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『ききたいな ともだちの はなし』の話を学習しま

す。 

 

指導のポイント 

 ○音読 
・声に出してリズムを感じながら､元気に読むようにさせたい。 
・声の大きさ、速さ、読む人数などを変えて工夫して音読させたい。そして、友達の話を聞いて感想を

発表させる。また、文の楽しさを感じさせたい。 
○挿絵から想像できることを発表させたり視写をさせたりすることを通して、文の楽しさを感じさせたい。 
○一人読み､一斉読み、ペア読み、グループ読みを効果的に活用することにより主体的に音読に取り組ませ

たい。 
 

 

いちねんせいの うた 
こえにだしてよんだり ともだちのはなしをきいたりしよう。 

文を視写しながら様子を想像して、気づいたことを発表する。



 

板書例 
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ば
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ぼ
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わ
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お
ひ
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か
ぜ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
あ
お
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そ
ら
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こ
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ば
ん
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な
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か
こ
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う
で
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の
ば
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ち
か
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こ
め
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い
ち
ね
ん
せ
い
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ぼ
く
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か
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わ
た
し
も 

か
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い
ち
ね
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せ
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い
ち
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ん 

は
じ
め
の 
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お
ひ
さ
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み
て
る 

 
 

 
 

か
ぜ
が 

ふ
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
 ・本時のめあてを黒板に書く。 

②挿絵から登場人物の気持ちを想像しながら詩を聞

かせる。 
・挿絵から気がついたことを想像させる・ 
「教科書の絵を見て、気がついたことはありますか。」 
・教科書 P98～P99 を範読（教師の読み）する。 
「ぼく、わたしの気持ちになって、聞きましょう。」 
「文を聞いてどのようなことを感じましたか。」 

③「いちねんせいの うた」を読ませる。(１回目) 
・一斉読み ・ペア読み 
・聞く人がわかりやすく､楽しめる読み方にするには､

何に気をつければよいかを考えさせる。 
・リズム 声の大きさ 速さ  
・一人読み ペア読み グループ読み  
・声の大きさやリズムを工夫して､読ませる。（２回目） 
・一人読み ・ペア読み ・グループ読み 
・工夫して読んでいる児童を賞賛する。 
・指名読み 

④文を視写ながら様子を想像して、

気がついたことを発表する。 
・文を視写させる。 
・感想を発表させる。 
⑤めあてを考えながら自分のペース

で読ませる。（３回目） 
・楽しく読む ・暗唱する 
・一斉読み 
 

⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『ききたいな ともだ

ちの はなし』の話を学習します。 

④文を視写しながら様子を想像し

て、気づいたことを発表する。
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３５ 

題 材 名  「ききたいな、ともだちの はなし」（第１時／全１時間） 

目  標 〇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように聞き、話の内容を捉えて感

想をもつことができる。 

     ・友達の話を聞き、質問や感想を述べようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ａ 話すこと・聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・P100の挿絵を見て夏休みの経験を話す際の具体的なイメージを

持たせる。 

 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

・伝えたいことを決める。 

 

 

 

 

・P100の範読を聞く。 

・知らせたいことを文章や絵に表

す。 

 

・発表する。 

・友達の話を聞く。 

 

 

・質問をする。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②夏休みの出来事を思い出して題材を決めさせる。 
・事前に、楽しかった思い出を簡単な絵や文に書かせておく。 
「夏休みに したことや見たことを思い出して一番 友達につたえ

たいことを考えよう。」 
 
③知らせたいことの内容を考えさせる。 
・P100を参考に､内容や話し方を考えて練習させる。 
・P100を読む。 
・知らせたいことのだいたいを絵や文で表現させる。 
「知らせたいことを絵や文で表しましょう。」 
 
④夏休みの経験を発表し合い感想を持たせる。 
・伝えたいことを工夫して発表させる。 
・みんなが聞きやすい話し方(声の大きさや速さ)を考えさせる。 
・質問をしたり感想を言ったりさせる。 
「楽しかった思い出を発表しましょう。」 
「友達がどんなことを話すのかをよく聞きましょう。」 
「友達に聞いてみたいことはありますか。」 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、ことばあそび』の話を学習します。 

指導のポイント 

 ○学習の見通しを持たせる指導の工夫 
小学校に入学して後半の学習に入る。日本語を主体的に学習していく一つの方法として、学習の見通し 
（１時間 学校と家庭の連携等）を持たせるようにさせる。家庭学習において、夏休みの思い出を簡単

な絵や文に書かせるようにし、黒板に発表する題を書かせるようにするとよい。 
 ○夏休みに、日本への体験入学を経験してくる子どもたちや家族旅行を経験した子どももいると考えられ

る。それ以外の子どもたちにも身近な生活の中にたくさん楽しい思い出があることを知らせ、個別指導

に生かす。 
 ○挿絵を使って、発表の仕方、話の聞き方、質問の仕方を知らせる。 
 

 

 

 

 

ともだちの なつやすみのようすについて ききましょう。 



板書例 
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の

見通しをもたせる。 
・P100 の挿絵を見て夏休みの経験を話

す際の具体的なイメージを持たせる。 

②夏休みの出来事を思い出して題材を決めさせる。 
・事前に、楽しかった思い出を簡単な絵や文に描かせておく。 
「夏休みに したことや見たことを思い出して一番 友達

につたえたいことを考えよう。」 

③知らせたいことの内容を考えさせる。 
・P100 を参考に､内容や話し方を考えて練習させる。 
・P100 を読む。 
・知らせたいことのだいたいを絵や文で表現させる。 
「知らせたいことを絵や文で表しましょう。」 

④夏休みの経験を発表し合い感想を持たせる。 
・伝えたいことを工夫して発表させる。 
・みんなが聞きやすい話し方(声の大きさや速さ)を考えさせる。 
・聞く人は､質問をしたり感想を言ったりする。 
「楽しかった思い出を発表しましょう。」 
「友達がどんなことを話したのかよく聞きましょう。」 
「友達に聞いてみたいことはありますか。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『ききたいな ともだ

ちの はなし』の話を学習します。 

は
な
し

「次の時間は、『たのしいな、ことば

あそび』の話を学習します。
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３６ 

題 材 名  「たのしいな、ことばあそび」（第１時／全１時間） 

目  標 〇語句の量を増やし語彙を豊かにすることができる。 

     ・楽しく言葉遊びに取り組んでいる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  言葉の特徴や使い方 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・言葉遊びは楽しいという気持ちを持たせる。 

  

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

 

・隠れた言葉を探す。 

 

 

・見つけた言葉を発表する。 

 

 

 

 

・言葉を入れた表を作る。 

 

 

・友達と表を取り替えて楽しむ。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②P102の表を見て、たて、よこ、ななめに隠れている言葉を見つけ

させる。 
・見つけた言葉をノートに書くようにさせる。 
「『やかん』にように表の中に言葉が隠れています。探してみましょ

う。」 
・見つけた言葉を   で囲ませる。 
「見つけた言葉を、ていねいに ノートに書きましょう。」 
 
・見つけた言葉を発表させる。 
「見つけた言葉を発表してください。」 
・意味がわからない言葉に対しては補足説明をする。 
 
③P103の表に自分で問題を作り、友達と出し合って楽しむ。 
「自分でも、同じような表を作りましょう。」 
 
「つくったら、友達と取り替えて楽しみましょう。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、ことばあそび』の話を学習します。 

 

指導のポイント 

 ○表から隠れた言葉を探していく中で、子どもたちが普段使わない言葉が出てくると思われるが、見つけ 
た言葉を書きだしていくようにさせる。語彙の意味については教師の方でわかりやすく説明する。 

 （だいく おんぷ こま たこ） 
 ○問題を作るときは、最初は、９マスでなれてから１６マスの表を使うようにするとよい。 
 ○子どもたちが探した言葉は黒板に書き、クラスみんなで共有して語彙を増やすようにしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かくれている ことばを みつけましょう。 

の

『やくそく』の話を学習します。



板書例 
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し
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め
だ
か 

い
ち
ね
ん
せ
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も
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こ
ま 

あ
り 

ひ
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え
き 

 
 

 
 

 
と
り 

た
こ 

え
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す
い
か 

こ
く
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・
・
・
・
・
・ 

  
 

１
０
３
Ｐ
の
表 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 
・言葉遊びは楽しいという気持ちを持た

せる。 

②P102 の表を見て、たて、よこ、ななめに隠れて

いる言葉を見つけさせる。 
・見つけた言葉をノートに書くようにさせる。 
「『やかん』にように表の中に言葉が隠れています。

探してみましょう。」 
「見つけた言葉を、ていねいに ノートに書きまし

ょう。」 
・見つけた言葉を発表させる。 
「見つけた言葉を発表してください。」 
・意味がわからない言葉に対しては補足説明をする。 

③P103 の表に自分で問題を作り、友達と出し合って楽し

む。 
「自分でも、同じような表を作りましょう。」 
「つくったら、友達と取り替えて楽しみましょう。」 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、ことばあそび』

の話を学習します。 

の

「次の時間は、『やくそく』の話を学習しま

す。
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３７ 

題 材 名  「やくそく」（第１時／全１時間） 

目  標 〇登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むことができる。 

     ・話の内容を楽しみながらたのしむ楽しく言葉遊びに取り組んでいる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・『やくそく』という題名から､連想することや自分の経験を出

し合って､物語に関心をもたせる。 

 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

・挿絵から登場人物を捜す。 

 

 

 

 

・教師の範読を聞く。 

・木 あおむし 

 

 

 

 

 

 

 

・あおむし、木になったつもりで

本を読む。 

・役割読みをする。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教師の読み聞かせ（範読）を聞いて、お話しのだいたいをつかませ

る。 
・誰が出てきて、どんなことをするお話しか考えながら聞くようにさ

せる。 
「だれがでてきましたか。」 
・あおむしと木がでてくることをおさえる。 
・あおむしと木が言ったことをおさえる。 
 
③教師と共読みをさせる。 
・「あおむし、木の立場になって、お話しを読みましょう。」 
 
④役割読みをさせる。 
・あおむし、木、ナレーターに分担してお話しを読ませる。 
「あおむしの気持ちになってお話しを読みましょう。」 
「木の気持ちになってお話しを読みましょう。」 
○新しく習う漢字を指導する。－木 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かたかなを みつけよう』の話を学習します。 

指導のポイント  

 ○登場人物の気持ちを考えさせる上で挿絵に吹き出し風に書かせるとよい。 
 ○子どもたちに役割分担をさせるとき、長い文章は「、」「○」の所で区切って分担して読ませる方法も

ある。また、読める子には多めの分量を分担させたり､苦手な子には短い文を割り当てたりするような配

慮も必要と考える。 
 ○子どもたちには、範読を聞かせた後、共読み、分担読み、○読みなどをさせるようにすると効果的であ

る。 
 ○したことに着目した読みをさせる。 
 ・話の大体をつかむ上で､登場人物のしたことを見つけることが大切になる。そのため、挿絵をもとに登場

人物の気持ちを捉えるようにさせる。 
 ○教科書Ｐ１１１を参考に、題名、作者について指導する。 
 ○新しく習う漢字が本単元から学習していく。新出漢字は、カードに記入し、毎時間、繰り返し指導して

いくと良い。 
 
 
 
 

あおむしや木になったつもりで『やくそく』をよもう 

・話の内容を楽しみながら、楽しく言葉遊びに取り組んでいる。

を



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

や
く
そ
く 

め
あ
て 

あ
お
む
し
や
木

 

お
は
な
し
を
よ
も
う 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

木 
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お
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の
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ピ
ン
ク
の
あ
お
む
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あ
お
の
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か
ん
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 
・『やくそく』という題名から､連想する

ことや自分の経験を出し合って､物語に

関心をもたせる。 
・挿絵からあおむしや木が出てくること

を探させ、めあてにつなげる。 

②教師の読み聞かせ（範読）を聞いて、お話しのだ

いたいをつかませる。 
・誰が出てきて、どんなことをするお話しか考えな

がら聞くようにさせる。 
「だれがでてきましたか。」 
・あおむしと木が言ったことをおさえる。 

③教師と共読みをさせる。 
・「登場人物の立場になって、お話しを

読みましょう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、ことばあそび』

の話を学習します。 

④役割読みをさせる。（担任・ナレーター） 
・あおむし、木に分担してお話しを読ませる。 
「あおむしの気持ちになってお話しを読みまし

ょう。」 
「木の気持ちになってお話しを読みましょう。」 

木き 

「次の時間は、『かたかなを　みつけよう』

の話を学習します。
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。



３８ 

題 材 名  「かたかなをみつけよう」（第１時／全１時間） 

 

目  標  片仮名の語を正しく読んだり書いたりすることができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと     伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  単元名「かたかなをみつけよう」を黒板に書く。 

 

②  本時のめあてを書く。 

「かたかなをみつけて，かきましょう。」 

 

③  「あさのしたく」を読み聞かせる。 

 

④  「あさのしたく」をくり返し読ませ，慣れさせる。 

 

⑤  「片仮名を見つけて，○で囲みましょう。」 

・ ○で囲むのが難しい場合は，サイドラインを引かせたり 発表させ

たりして確認する。 

 

⑥  ノートに片仮名をていねいに書かせる。 

 

⑦  教科書の写真や身の回りのものから，片仮名で書 ・教師と一緒に

片仮名で書く言葉を見つけて発表させる。 

 

⑧ 見つけた片仮名で書く言葉をノートに書く。 

 

⑨ 次時の予告をする。  

「次の時間は，『うみのかくれんぼ』を学習します。」 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

・全体、グループ、個人などで

練習する。 

 

 

 

 

・ノートに練習する。 

 

・教師と一緒にカタカナで書く

ことばを見つける。 

 

・丁寧にノートに書く。 

 

・次時の学習を知る。 

 

指導のポイント 

○ 片仮名の練習について 

・ ノートに丁寧に書く際に，１マスを４つに区切ったどの箇所（部屋）から書き始めるか，どこまで 

書き進めるかに気をつけるように助言するとよい。 

 

・ 特に，小さく書く「ツ」については，２の部屋に入れるように注意させる。 

 

 

 

 

・ 片仮名の場合も漢字指導と同様に次のことに気をつけて筆順指導するとよい。 

①  黒板に色チョークで筆順ごとに色を変えて書く。  

②  空書き（指で宙に書く）で筆順を指導する。 

③  とめ・はね・はらいに注意させる。 

 

 

１の 

部屋 

２の 

部屋 

３の 

部屋 

４の 

部屋 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
た
か
な
を 

み
つ
け
よ
う 

    

あ
さ
の
し
た
く 

  

ハ
ン
カ
チ
、
ち
り
が
み
、
わ
す
れ
ず
に 

  

ズ
ボ
ン
の 

ポ
ケ
ッ
ト
に 

い
れ
ま
し
た
。 

  

ふ
で
ば
こ
、
き
ょ
う
か
し
ょ
、
つ
め
ま
し
た
。 

  

ラ
ン
ド
セ
ル
し
ょ
っ
て
、 

  

い
っ
て
き
ま
す 

 
◇
カ
タ
カ
ナ
を 

れ
ん
し
ゅ
う
し
よ
う 

 

ハ
ン
カ
チ 

ズ
ボ
ン 

ポ
ケ
ッ
ト 

ラ
ン
ド
セ
ル 

 

◇
カ
タ
カ
ナ
を 

み
つ
け
よ
う 

・
ス
プ
ー
ン 

・
ジ
ャ
ム 

・
セ
ロ
テ
ー
プ 

な
ど 

 

か
た
か
な
を
み
つ
け
て 

か
き
ま
し
ょ
う
。 

① 単元名「かたかなを みつけよう」を黒板に書く。 

② 学習のめあてを書く。 

⑤片仮名を見つけて，○で囲みましょう。 

⑥カタカナをノートに練習しましょう。 

⑦教科書の中にある写真や身の回りのものから片仮名で 
書くものを見つけて、ノートにていねいに書きましょう。 

⑨次時の予告をする。 
「次の時間は，みいつけたを学習します。」 「次の時間は、『うみの　かくれんぼ』を学習します。



 か た か な を み つ け よ う                                          ｗ 38  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 
          

         

 
          

        

 
       

      

 
      

    

 
       

  

 
      

 
      

 

 



 か た か な を み つ け よ う ( 記 入 例 )                      ｗ 38  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 
 

ハ ン カ  チ  ポ  ケ  
 

 

ト  
 
 

ズ ボ  ン 
 

ラ ン ド  セ ル 
 
 

ハ ン カ  チ  ポ  ケ  
 

 

ト  
 
 

ズ ボ  ン 
 

ラ ン ド  セ ル 
 
       

  

 
      

 
      

 

 か た か な を み つ け て ， か き ま し ょ う 。  
 



３９ 

題 材 名  「うみのかくれんぼ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇文章の中の大事な言葉や文を押さえながら（問いかけとその答え）、内容の大体を読みとるこ

とができる。 

     ・生き物などについて書かれた易しい読み物に興味をもつことができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・『うみの かくれんぼ』という題から話の内容を予想させる。 

・最初の２行を読んで、本時のめあてを見つける。 

・『くちばし』の学習で「問い」と「答え」があったことを思い

出させる。 

  

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

・挿絵から話の内容を想像する。

・本時のめあてを見つける。 

 

 

 

・問いかけの文をノートに書く。 

・教師の範読を聞く。 

・『はまぐり、たこ、かに』に 

線を引く。 

 

 

 

 

・「すなのなか」の部分に線を引

きながら聞く。 

 

 

・「うみのそこ」の部分に線を引

く。 

 

 

・「いわのちかく」の部分に線を

引く。 

 

・本を読む。 

・問いに対する答えの部分 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教師の範読を聞いて、最初の問いと３種類の海の生き物が出てくる

ことを確かめる。 
・最初の問いを板書する。 
・どんな生き物が出てくるのかを考えながら話を聞かせる。 
「どんな海の生き物が出てくるのか教科書に線を引きながら聞きま

しょう。」 
③「問い」に対して「答え」の部分を見つけながら､『うみのかくれ

んぼ』を読み深める。 
・「はまぐり」がどこに、どのように隠れているのかを教師と一緒に

見つけさせる。 
「『はまぐり』がどこに、どのように隠れているのかを見つけながら

P116を読んでみましょう。」 
・「たこ」がどこに、どのように隠れているのかを二人組でみつけさ

せる。 
「『たこ』がどこに、どのように隠れているのかをP117を読んで友

達と一緒に見つけましょう。」 
・「かに」がどこに、どのように隠れているのかをP118を読んで見

つけましょう」 
「『かに』がどこに、どのように隠れているのかを見つけよう。」 
④生き物の隠れ場所と隠れる方法を確かめながら話を読んでいく。 
・問いに対する答えの部分をノートに書かせる。 
○新しい漢字－大きい 小さい 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かずと かんじ』の話を学習します。 

指導のポイント 

 ○「問い」と「答え」の部分については、教科書に線を引かせながら（アンダーライン)話を聞きながら範

読などを聞かせるようにしていく。また、挿絵を使って『答え』の部分を確認させる。 
 ○「問い」と「答え」の部分をカードに書いて準備をしておくと説明文の授業がすすめやすい。 
 ○問いに対する答えは３つあるので、１つ目は､教師と一緒に見つける。２つ目は、ペアで見つける。３つ

目は一人一人自分で見つける。の流れで学習をしていくとよい。 
 ○バーコードを読みとり､内容を深めるようにする。 

いきものが どんなかくれんぼをしているのかを 
しらべてよう。 



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

う
み
の 

か
く
れ
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あ
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な
に
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の
よ
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れ
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は
ま
ぐ
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す
な
の
な
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た
こ 

 
 
 
 

 

う
み
の
そ
こ 

  
 
 

か
に 
 

 
 
 
 

 
い
わ
の
ち
か
く 

    

○

 
 

 
      
 
 

 
 
 

 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 
・『うみの かくれんぼ』という題から

話の内容を予想させる。 
・最初の２行を読んで、本時のめあてを

見つける。 
・『くちばし』の学習で「問い」と「答

え」があったことを思い出させる。 

②教師の範読を聞いて、最初の問いと３種類の海の

生き物が出てくることを確かめる。 
・最初の問いを板書する。 
・どんな生き物が出てくるのかを考えながら話を聞

かせる。 
「どんな海の生き物が出てくるのか教科書に線を

引きながら聞きましょう。」 

③「問い」に対して「答え」の部分を見つけなが

ら､『うみのかくれんぼ』を読み深める。 
・「はまぐり」がどこに、どのように隠れている

のかを教師と一緒に見つけさせる。 
「『はまぐり』がどこに、どのように隠れている

のかを見つけながら P116 を読んでみましょ

う。」 
・「たこ」がどこに、どのように隠れているのか

を二人組でみつけさせる。 
「『たこ』がどこに、どのように隠れているのか

を P117 を読んで友達と一緒に見つけましょ

う。」 
・「かに」がどこに、どのように隠れているのか

を P118 を読んで見つけましょう」 
「『かに』がどこに、どのように隠れているのか

を見つけよう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かずと かんじ』

の話を学習します。 

④生き物の隠れ場所と隠れる方法を

確かめながら話を読んでいく。 
・問いと答えを意識しながら話を読

ませる。 
・問いに対する答えの部分をノート

に書かせる。 

大
き
い

お
お

 

小
さ
い

ち
い

 



う
み
の
か
く
れ
ん
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ｗ
39

い
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が
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い
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す
か
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１
，
は
ま
ぐ
り
が
、
（

）
に
か
く
れ

て
い
ま
す
。

２
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）
が
、
う
み
の
そ
こ
に
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く
れ
て
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ま
す
。

３
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）
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か
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れ
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す
。

○
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り
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、
ど
ん
な
あ
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も
っ
て
い
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す
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）
あ
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○
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な
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を
か
え
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で
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ま
す
か
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（

）
を
か
え
る

○
も
く
ず
し
ょ
い
は
、
は
さ
み
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

（

）
こ
と
が
で
き
る
。
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。

２
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い
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す
。

３
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（
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に
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す
。

○
は
ま
ぐ
り
は
、
ど
ん
な
あ
し
を
も
っ
て
ま

す
か
。

（
お
お
き
く
て

つ
よ
い
）
あ
し
。
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（
か
い
そ
う
な
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る
）
こ
と
が
で
き
る
。



４０ 

題 材 名  「かずと かんじ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇第一学年の数を表す配当漢字を読み、書くことができる。 

     ・同じ数を表す漢字でも､読み方に違いがあることに関心をもって書く練習をすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｂ 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

   

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

・教師の範読を聞く。 

・「いち、ひとつ、いっぴき」と

いろいろな読み方があること

を知る。 

・教師と掛け合いをしながら楽し

く読む。 

 

 

 

 

 

 

・『こぶた』の代わりに『ねこ』 

を入れて楽しく読む。 

 

 

 

・読み方を入れて視写をする。 

 

・次時の見通しをもつ。 

②漢数字を読む。 
・教師がP120～P121を読む。（１回目） 
･同じ漢字でも読み方が異なることを知らせる。 
 
・教科書P120～121を教師の掛け合いで読み進める。（２回目） 
「(パン)･手拍子１回、１つたたくと・・・」 
「皆さんは、先生の手拍子に合わせて『こぶたが一匹』と答えてくだ

さい。 
「（パンパン･手拍子２回、二つたたくと・・・） 
「そうですね、こぶたが２匹ですね。」 
「続けていきます。先生の手拍子の数をしっかり数えてください。」 
 
③身の回りにあるものを数えての漢字の読みの練習をする。 
「今度は、『こぶた』の代わりに『こねこ』を入れて読んでいきまし

ょう。 
 
④P120～P121をノートに視写する。 
 
○今日の漢字 一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『くじらぐも』の話を学習します。 

 

指導のポイント 

 ○１から１０までの漢字が､楽しい詩の中に表現されている。「一つたたくと、こぶたが一匹」と読み始め

ると、子どもたちの心の中にこぶたが楽しく踊り出してくるような文である。漢数字の学習だからとい

って漢字の練習から始めないように留意したい。 
 ○子どもたちに「こぶた」の代わりに入る言葉を考えさせ､楽しみながら学習を進めることができるように

配慮したい。 
 ○漢字の読みの練習を「いち、ひとつ、一ぴき」と書くのではなく、『一つたたくとと、こぶたが 一匹』

という文のなかで読み仮名を付ける形で視写させる。 
○バーコードを読みとり､内容を深めるようにする。 

  
 
 
 
 

かんすうじの よみかたに なれよう。 



板書例 
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 

②漢数字を読む。 
・教師が１度 P120～P121 を読む。（１回目） 
･同じ漢字でも読み方が異なることを知らせる。・

・教科書 P120～121を教師の掛け合いで読み進める。

（２回目） 
「(パン)･手拍子１回、１つたたくと・・・」 
「皆さんは、先生の手拍子に合わせて『こぶたが一

匹』と答えてください。 
「（パンパン･手拍子２回、二つたたくと・・・） 
「そうですね、こぶたが２匹ですね。」 
「続けていきます。先生の手拍子の数をしっかり数

えてください。」 

③身の回りにあるものを数えての漢字の読みの

練習をする。 
「今度は、『こぶた』の代わりに『こねこ』を入

れて読んでいきましょう。 
④P120～P121 をノートに視写する。 
・今日の漢字 一 二 三 四 五 六 七 八 

九 十 
 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『くじらぐも』の話

を学習します。 

一 十 
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。
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。
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ノ
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か
き
ま
し
ょ
う
。

一二三四五

六七八九十



４１ 

題 材 名  「くじらぐも」①（第１時／全３時間） 

 

目  標  全文を読み、初発の感想を持つことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと    Ｂ 書くこと  

 

学習の流れ 

   

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「『くじらぐも』を よんで、すきな ところやおもしろいところを

みつけよう。」 

 

③  題名や挿絵を手がかりにして、話のあらましを予想して、発表させ

る。 

・「『くじらぐも』という題名から、どんなお話だと思いますか。」 

 

④  挿絵をもとにして、話のあらましを読み取らせる。 

 

⑤  全文を読み、好きなところやおもしろいところを見つけさ せる。 

・「好きなところ、おもしろいところに線を引きましょう。」 

・「線を引いたところをみんなに教えてあげましょう。」 

 

 

⑥  友達の発表と自分の発表を比べ、気がついたことを話す。 

・「友達の発表を聞いて、なるほどと思ったことやすごいなと思っ

たことを発表しましょう。」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む

。 

 

 

 

 

 

・挿絵を見ながら範読を聞く。 

・全文を５つの場面に分けて音

読する。 

・好きなところ、おもしろいと

ころを探して線を引く。 

・線を引いたところをそれぞれ

発表する。 

 

・友達の発表を聞き、感じた子

や分かったことを、確かめ合

う。 

 

指導のポイント 

○ 題名読みについて 

・ 子どもたちといっしょにグラウンドに出てみたり、窓ぎわに寄ってみたりして、意欲づけを図りたい。お話の

入り口に、雲を見ることによって、子どもたちの印象はさらに深められるにちがいない。 

ただし、補習校によっては、グラウンドに出るような活動について、特に留意する必要があること 

も考えられる。事前に確認してから活動することが大切である。 

○ 話のあらましを読み取らせることについて 

・ 「いつ・だれが・何をしたか」を予想の手がかりにして、読む意欲を高めるようにしたい。まず、登場人物を

押さえさせることが大切である。 

・ ５枚の挿絵をコピーしたものを配布し、話の順序に番号を付けさせる。また、五人の子どもに挿絵を持たせ、

リレー形式で、どんな話だったかその大体を話させるとよい。 

○ すきなところやおもしろいところを見つけさせる活動について 

・ サイドラインを引けないでいる子ども、また、ほとんど全部に引いてしまったような子どもには、五枚の挿絵

の中から、一、二ヶ所を選ぶように助言する。 

○ 宿題について 

・ 家庭学習として、おうちの人たちに読んでもらったり、読みを聞いてもらったりするなど、自主的に学習に取

り組む態度を養う。また、家庭学習として、漢字練習を課す。 

友達の発表を聞き、感じたこ

とや分かったことを、確かめ

合う。



 

板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
じ
ら
ぐ
も 

    

〇
ど 

ん 

な 

お 

は 

な 

し 

か 

な 

。 

・ 

く 

じ 

ら 

が 

く 

も 

に 

な 

っ 

た 

。  

・ 

く 

じ 

ら 

に 

に 

た 

く 

も 

が 

で 

て 

き 

た 

。 
 

挿 

絵
・ 

た 

い 

い 

く 

の 

じ 

か 

ん 

に 

、 

く 

じ 

ら 

の 

か 

た 

ち 

を 

し 

た 

く 

も 

が 

あ 

ら 

わ 

れ 

た 

。  
 

挿 

絵
・ 

く 

じ 

ら 

ぐ 

も 

が 

こ 

ど 

も 

た 

ち 

の 

ま 

ね 

を 

す 

る 

。  
 

挿 

絵
・ 

く 

じ 

ら 

ぐ 

も 

を 

よ 

ぶ 

。  
 

挿 

絵
・ 

く 

じ 

ら 

ぐ 

も 

に 

の 

っ 

て 

そ 

ら 

を 

と 

ぶ 

。  
 

挿 

絵
・ 

が 

っ 

こ 

う 

に 

か 

え 

っ 

て 

お 

わ 

か 

れ 

を 

す 

る 

。 
 

〇 

す 
き 

な 

と 

こ 

ろ 

・ 

お 

も 

し 

ろ 

い 

と 

こ 

ろ 
 

・ 

く 
じ 
ら 

ぐ 

も 

が  

ま 

ね 

を 

す 

る 

と 

こ
ろ
。  

・ 

く 

じ 
ら 
ぐ 

も 

に 

の 

る 

と 

こ 

ろ 

。  

・ 

そ 

ら 

を 
と 
ん 

で 

、 

ま 

ち 

を 

う 

え 

か 

ら 

み 

る 

と 

こ 

ろ 
。 

  〇
き 

が 

つ 

い 

た 

こ 
と  

・ 

く 

じ 

ら 

ぐ 

も 

は 
や 
さ 

し 

い 

こ 

と 

。 

・ 

く 

じ 

ら 

ぐ 

も 

に 

の 

っ 
て 
そ 

ら 

か 

ら 

ま 

ち 

を 

み 

て 

み 

た 

い 

。 

「
く
じ
ら
ぐ
も
」
を 

よ
ん
で 

す
き
な 

と
こ
ろ
や 

お
も
し
ろ
い 

と
こ
ろ
を 

み
つ
け
よ
う
。 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ めあてを確認する。 

③ 題名や挿絵を手がかりにして、話のあらましを予想して発表させる。 

④ 挿絵をもとにして、話のあらましを読み取らせる。 

⑥ 友だちの発表と自分の発表を比べ、気がついたことを話す。 
・「友だちの発表を聞いて、なるほどと思ったことやすごいなと思ったこ

とを発表しましょう。」 

⑤ 全文を読み、好きなところやおもしろいところを見つけさせる。 



 く じ ら ぐ も ①                                  ｗ 41  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ）  
 め あ て  

 

 

     絵 を 掲 載 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 く じ ら ぐ も ① （ 記 入 例 ）                     ｗ 41  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ）  
 め あ て  

 

 

 

     絵 を 掲 載 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「 く じ ら ぐ も 」 を よ ん で 、 す き な と こ ろ や お も し ろ い  

  と こ ろ を み つ け よ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４２ 

題 材 名  「くじらぐも」②（第２時／全３時間） 

 

目  標  登場人物の気持ちを考えながら、話し言葉を表現できる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと    Ａ 話すこと 

 

学習の流れ 

   

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「こどもやくじらになって、話してみよう。」 

 

③  カッコでくくった部分が、話し言葉であることを知る。 

「カッコでくくった部分を探してみよう。」 

「どんな気持ちで話しているのか、考えてみよう。」 

 

④  登場人物の気持ちを考えながら、話し言葉を気持ちを込めて発表

する。 

「自分の好きな場面の話し言葉を、気持ちを込めて話そう。」 

・音読の工夫 

  大きい声…呼びかけ 

  小さい声…内緒話 

  力強い声…元気さやはりきっている気持ち 

 

⑤ 読後の感想を発表させる。 

 

⑥ 次時の学習の予告をする。 

「次の時間はみんなの会話を考えみましょう。」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む 

 

 

・話し言葉を書き出す。 

・それぞれの気持ちについて、

想像する。 

 

・隣同士で役割を決めて、様子

や気持ちが伝わるように読み

合う。 

 

 

 

 

・友達の発表を聞き、感じた子

や分かったことを、確かめ合

う。 

 

指導のポイント 

 

○ 読みを深めるために 

・ 体操の時間という現実から、くじらぐもの背中に乗って旅をするという空想の世界を十分に楽しみ、またジ

ャングルジムに降りて現実へ戻るという物語の展開のおもしろさを、子どもたちに存分に味わわせることが大

切である。そのために、動作化を取り入れて物語の世界に浸らせたり、くじらぐもや子どもたちの気持ちを想

像させたりする。また、会話文の読み方を工夫させたり、役割読みをさせたりするなど、音読活動を十分に取

り入れていきたい。子どもたちといっしょにグラウンドに出てみたり、窓ぎわに寄ってみたりして、意欲づけ

を図りたい。お話の入り口で雲を見ることによって、子どもたちの印象はさらに深められるにちがいない。 

 

 

友達の発表を聞き、感じたこ

とや分かったことを、確かめ

合う。

てみましょう。



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
じ
ら
ぐ
も 

    

〇
「 

 

」
で
か
こ
ま
れ
た 

ぶ
ぶ
ん
を 

さ
が
そ
う 

 
 

 

ど
ん
な 

き
も
ち
な
の
か
な 

 
 

 

・
「
一 

二 

三 

四
。
」 

 
 

 
 

 
 

 

げ
ん
き 

よ
く 

は
り
き
る 

き
も
ち 

 
 

 

・
「
お
う
い
」 

 
 

 
 

 
 

 

と
お
く
に 

い
る 

く
じ
ら 

に 

こ
え
を 

 
 

 
 

 
 

 

と
ど
け
た
い 

 

◇
じ
ぶ
ん
が 

す
き
な 

ぶ
ぶ
ん
の 

は
な
し
こ
と
ば 

の 

 

れ
ん
し
ゅ
う
を 

し
よ
う
。 

 
 

 

・
げ
ん
き
よ
く 

お
お
き
な 

こ
え
で 

 
 

 
・
ち
か
ら 

づ
よ
く 

と
ど
け
る 

き
も
ち
で 

 

◇
と
も
だ
ち
の 
は
っ
ぴ
ょ
う
の 

か
ん
そ
う
を 

い
お
う 

 

こ
ど
も
や
く
じ
ら
に
な
っ
て
、
話
し
て
み
よ
う
。 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ めあてを確認する。 

③ カッコでくくった部分が、話し言葉であることを知る。 

④ 登場人物の気持ちを考えながら、話し言葉を気持ちを込めて発表する。 

⑤ 読後の感想を発表させる。 

① 次時の学習の予告をする。 
「次の時間はみんなの会話を考えみましょう。」 てみましょう。



 く じ ら ぐ も ②                                  ｗ 42  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ）  
 め あ て  

 

 

 

 ○ は な し こ と ば を さ が そ う  
 ば め ん  は な し こ と ば  き も ち  

 

 

  く じ ら ぐ も を  

   み つ け た  

 

 

 

  み ん な で  

   ジ ャ ン プ  

 

 

 

 く じ ら ぐ も と  

  お わ か れ  

   

 

 

   

                  



 く じ ら ぐ も ② （ 記 入 例 ）                              ｗ 42  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ）  
 め あ て  

 

 

 

 ○ は な し こ と ば を さ が そ う  
 ば め ん  は な し こ と ば  き も ち  

 

 

  く じ ら ぐ も を  

   み つ け た  

 

 

 

  み ん な で  

   ジ ャ ン プ  

 

 

 

 く じ ら ぐ も と  

  お わ か れ  

   

 

 

   

                  



４３ 

題 材 名  「くじらぐも」③（第３時／全３時間） 

 

目  標  登場人物の役割等を認識して、気持ちを表す言葉を考えることができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと    Ａ 話すこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「こどもやくじらは どんなことを いっているのだろう。」 

 

③  登場人物の気持ちになって、話し言葉を考える。 

「みんなはくもの上ではどんなことを話したでしょう。」 

「くじらは空の上でどんなことをこどもたちと話したでしょう。」 

  ・その時の気持ちを一緒に考えさせる。 

 

④  登場人物の気持ちを考えながら、話し言葉を気持ちを込めて発表

する。 

「自分の好きな場面の話し言葉を、気持ちを込めて話そう。」 

・音読の工夫 

  大きい声…呼びかけ 

  小さい声…内緒話 

  力強い声…元気さやはりきっている気持ち 

 

⑤ 読後の感想を発表させる。 

 

⑥ 次時の学習の予告をする。 

「次の時間はみんなの会話を考えみましょう。」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む 

 

 

・話し言葉を書き出す。 

・それぞれの気持ちについて、

想像する。 

 

・隣同士で役割を決めて、様子

や気持ちが伝わるように読み

合う。 

 

 

 

 

・友達の発表を聞き、感じた子

や分かったことを、確かめ合

う。 

 

指導のポイント 

 

○ 音読の指導 

・ 子どもたちが句読点に注意したり、一つ一つの語句を正確に発音したりするように指導して、音読の徹底を

図ることが大切である。 

・ 初めは単に声に出して読むだけだが、読んでその時の様子を思い浮かべると、自然に「おおきなくじら」と読

むようになり、号令の声になり、やがて、物語の中の子どもたちに同化してしまう。「おうい。」とくじらぐ

もに呼びかけるときに、おなかの中からしっかりとした力強い声が出てくるようになれば素晴らしい。 

 

 

 

友達の発表を聞き、感じたこ

とや分かったことを、確かめ

合う。

「次の時間は、『しらせたいな　見せたいな』の話を学習します。



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
じ
ら
ぐ
も 

    

〇
こ
ど
も 

や 

く
じ
ら 

の 

は
な
し
こ
と
ば 

を 
 

か
ん
が
え
よ
う 

き
も
ち 

こ
ど
も
た
ち 

 
 

・
い
っ
ぱ
い 

け
し
き
が 

み
え
て 

き
れ
い
だ 

 
 

・
み
ん
な
と 

い
っ
し
ょ
で 

た
の
し
い
な 

 

く
じ
ら 

 
 

・
こ
ど
も
た
ち
と 

い
っ
し
ょ
で 

た
の
し
い
な 

 
 

・
な
か
よ
し
に 

な
れ
て 

う
れ
し
い
な 

こ
と
ば 

 
こ
ど
も
た
ち 

 
 

・
わ
ー 

じ
ぶ
ん
の 

お
う
ち
が 

あ
っ
た
よ 

 
 

・
い
つ
も 

い
っ
し
ょ
だ
と 

い
い
の
に
ね 

 

く
じ
ら 

 
 

・
み
ん
な 

た
の
し
い
か
い 

 
 

・
も
っ
と 

た
く
さ
ん 
あ
そ
び
た
い
ね 

 

こ
ど
も
や
く
じ
ら
は 

ど
ん
な
こ
と
を 

 

い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

①  題材名「くじらぐも」を黒板に書く。 
②  本時の目標を児童に知らせる。  

・ めあてを確認する。 

① ③ 登場人物の気持ちになって、話し言葉を考える。 

④ 登場人物の気持ちを考えながら、話し言葉を気持ちを込めて発表する。 

⑤ 読後の感想を発表させる。 

② 次時の学習の予告をする。 
「次の時間はみんなの会話を考えみましょう。」 

⑥　次時の学習の予告をする

「次の時間は、『しらせたいな　見せたいな』の話を

学習します。



 く じ ら ぐ も ③                                               ｗ 43  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 ○ ど ん な き も ち で ど ん な こ と ば を い っ て い る の か な  
 だ れ が  ど ん な き も ち  ど ん な こ と を  

 

 

   

 

  

 
 

 

   

                  



 く じ ら ぐ も ③ （ 記 入 例 ）                                        ｗ 43  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 ○ ど ん な き も ち で ど ん な こ と ば を い っ て い る の か な  
 だ れ が  ど ん な き も ち  ど ん な こ と を  

 

 

  こ ど も  

 
 

・ け し き が み え て き れ い 
 

・ み ん な と い っ し ょ で た の し い 

 

・ わ ー じ ぶ ん の お う ち が あ っ た よ  
 

・ い つ も い っ し ょ だ と い い の に 

 
 
 
 
 

く じ ら  

 
 

・ こ ど も た ち と い っ し ょ で た の し い 
 
 

・ な か よ し に な れ て う れ し い 

 

・ み ん な た の し い か い 
 
 

・ も っ と た く さ ん あ そ び た い ね  

 

 

せ ん せ い 

 
 

・ こ ど も た ち が う れ し そ う で 
 じ ぶ ん も う れ し い 

 

・ い つ も く じ ら さ ん が く る と い い ね  
 

 

  こ ど も や く じ ら は ど ん な こ と を い っ て い る の だ ろ う  

                  



４４

・　教科書ｐ18を見ながら、ｐ19の文章を読み、ひょうげん

を考えましょう。



板書例

・
い
ろ

・
か
た
ち

・
大
き
さ

・
さ
わ
っ
た
　
か
ん
じ

・
う
ご
き

「
え
」
か
ら
　
せ
ん
を
　
ひ
い
て
、

見
つ
け
た
　
こ
と
を
、

み
じ
か
い
　
こ
と
ば
で
　
か
く
。



し
ら
せ
た
い
な
、
見
せ
た
い
な
１

ｗ
45

一
ね
ん
（

）
く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

「
見
つ
け
た
カ
ー
ド
」

44



し
ら
せ
た
い
な
、
見
せ
た
い
な
１

記
入
見
本

ｗ
45

一
ね
ん
（

）
く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
てし

ら
せ
た
い
こ
と
を
き
め
て
、「
見
つ
け
た
カ
ー
ド
」

を

つ
く
ろ
う
。

「
見
つ
け
た
カ
ー
ド
」

例

下
の
教
科
書

の
挿
絵
を
参
考
に
さ
せ
る

18

44



４５



板書例

⑦ 次時の学習の予告をする

「次の時間は『まちがいを　なおそう』の話を学

習します。



し
ら
せ
た
い
な
、
見
せ
た
い
な
２

ｗ
46

一
ね
ん
（

）
く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

45



し
ら
せ
た
い
な
、
見
せ
た
い
な
２

記
入
見
本

ｗ
46

一
ね
ん
（

）
く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

「
見
つ
け
た
カ
ー
ド
」
を
つ
か
っ
て
，
ぶ
ん
し
ょ
う
を

か
こ
う
。

記
入
例

学

校
に
、

も
こ

と
い
う

モ
ル

モ
ッ
ト

が
い

ま
す
。

も
こ

の
け
は

、
し
ろ

と

45



４６ 

題 材 名  「まちがいをなおそう。ことばをたのしもう。」（第１時／全１時間） 

目  標 〇文の中で、助詞の「は」「へ」及び「を」の使い方を知ることができる。 
     ・詩や早口言葉を声に出して楽しむことができる。（主体的に学習に取り組む態度） 
領 域 等  言葉の特徴や使い方 我が国の言語文化 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「まちがいをなおそう。ことばをたのしもう」を書く。 

 ・ゆっくりと声にだしながら板書する 

・本時の目標を児童に知らせる。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

めあてを明確にするため、教

師と一緒に読む。 

 

 

 

 

・教科書上又は挿絵､カードを見

て前期の学習を思い出す。 

 

 

 
 
・字の間違いに気づく。 
・線を引く。 
・発表する。 
・間違いを意識して読む。 
 
 
 
 
・詩を聞く。 
 
・詩をゆっくりはっきり読む。 
 
 
・早口言葉を聞く。 
・早口言葉を読む。 
 
 

・次時の見通しを持つ。 

 

②教科書上のP.80（『わには あらう』『かおを あらう』）で学習

したことを思い出させる。それを学習で使うことを知らせる 
「前の教科書で『は を へ』の使い方の学習をしました。思い出し

てみよう。」 
・わたしは あらう かおを あらう 
・わたしは かえる いえへ かえる 
・教科書P.21を読んで、間違いに気づかせる。 
「P.21を先生が読みます。おかしいなと思った字に線を引きながら聞

いて下さい。」 
「どこが おかしいか発表して下さい、」 
「字の間違いを訂正しながらP21を読んでみましょう。」 
③濁音、半濁音の読み方を知って文を読ませる。 
・谷川 俊太郎の詩『ぞうさんのぼうし』を読む。 
「ぞうさんの ぼうしを読みます。口の形に気をつけながら聞いて下

さい。」 
「言葉をはっきり、ゆっくり意識して、先生と一緒に詩を読みましょ

う。」 
④早口言葉を通して日本語のおもしろさを感じさせる。 
・『なまむぎ、なまごめ なまたまご』を読む。 
「先生が読んでみます。良く聞いて下さい。」 
「みんなで読みましょう。」 
○新しい漢字－字 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かんじのはなし』の学習をします。 

指導のポイント 

 ○教科書上や挿絵や使いながら助詞「は」「を」「へ」の使い方を思い出させる。日本語を学習する上で

助詞を正しく使うことは難しいので、「はとわ」「えとへ」「へとえ」を意識して声に出すこと短文作

を通して慣れることを継続していきたい。 
 ○学校や家庭において、日本語を聞いたり話をしたりすることに慣れてきてはいるものの、「は」「へ」

「を」を使った文を読んだり書いたりすることは経験が少ないので意識して視写させるようにする。 
  ○濁音、半濁音をふり返り、声に出したり早口言葉を発表したりして日本語のおもしろさに気づかせたい。 

・家庭学習との連携を図り、補習校で学習した事柄を､各家庭でも反復練習する機会を増やすことにより

定着が図られていく。 
 

「は」「を」「へ」の つかいかたを しろう 
にほんごに なれよう。 

「をとお」



板書例 

 
 

４６ 板書例 

 

 

 

 

 
 

 

め
あ
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つ
か
い
か
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ろ
う

 
 

 
 

              
こ
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を
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の
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も
う 

 
 

 
 

 
 

 

な
ま
む
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ま
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ま
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ま
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あ
お
ま
き
が
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あ
か
ま
き
が
み 

 

き
ま
き
が
み 

 

○
か
ん
字 

 

字じ 教
科
書
上 

ｐ.

80 
 

わ
に
は 

あ
ら
う 

か
お
を 

あ
ら
う 

  

教
科
書 

ｐ.

21 
  

も
の
お→

も
の
を 

 

こ
う
え
ん
え→

こ
う
え
ん
へ 

① 題材名「まちがいをなおそう。ことば

をたのしもう」を書く。 
・ゆっくりと声にだしながら板書する。 
・本時の目標を児童に知らせる。 
・めあてを意識させることにより主体的

な学習につなげていく。 

②教科書上の P.80 で学習したことを思い出させ

る。それを本字の学習で使うことを知らせる。 
「前の教科書で『は を へ』の使い方の学習を

しました。思い出してみよう。」 
・わたしは あらう かおを あらう 
・わたしは かえる いえへ かえる 
・教科書 P.21 を読んで、間違いに気づかせる。 
「P.21 を先生が読みます。おかしいなと思った字

に線を引きながら聞いて下さい。」 
「どこが おかしいか発表して下さい。」 
「字の間違いを訂正しながらP21を読んでみまし

ょう。」 

③濁音、半濁音の読み方を知って文を読ま

せる。 
・谷川 俊太郎の詩『ぞうさんのぼうし』

を読む。 
「ぞうさんの ぼうしを読みます。口の形

に気をつけながら聞いて下さい。」 
「言葉をはっきり、ゆっくり意識して、先

生と一緒に詩を読みましょう。」 

④早口言葉を通して日本語のおもしろさを

感じさせる。 
・なまむぎ、なまごめ なまたまごを読む。 
「先生が詩を読んでみます。良く聞いて下さ

い。」 
「みんなで詩を読みましょう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『かんじのはなし』の学

習をします。 

時
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（
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つ
か
い
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し
ろ
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。

・
に
ほ
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な
れ
よ
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○
も
じ
の

ま
ち
が
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あ
り
ま
す
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た
だ
し
く

か
き
な
お
し
ま
し
ょ
う
。



４７ 

題 材 名  「かんじの はなし」（第１時／全１時間） 

目  標 〇漢字の成り立ちに興味をもち、学習したことをいかして漢字を使った短い文を書くことができ

る。 

     ・漢字の成り立ちに興味をもって学習し日本語のおもしろさを知り漢字を書くことができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  言葉の特徴や使い方 Ｂ 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

   

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

・挿絵を見て､漢字を考える。 

・教師の範読を聞きながら、漢字

の成り立ちについて知る。 

 

 

・絵を漢字に直して文を書く。 

 

 

 

 

 

・筆順に注意して､漢字を書く。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書（P24～25）を読み、漢字の成り立ちを知らせる。 
・「山」「水」「雨」「上」「下」 
「挿絵を見て、何を表す漢字か考えてみましょう。」 
「絵と漢字を比べて、どのように漢字ができたか考えましょう。」 
・教科書を読んで確認させる。 
 
③P26の例文のように漢字を考えるゲームをさせる。 
「『山の上に日がのぼる。』を 漢字を使って、書き直そう。」 
「『ろうそくの火をけす。』を 漢字を使って､書き直そう。」 
・教科書を読んで確認させる。 
 
・例文のような漢字クイズを作って､友達と読み合い交流する。 
④漢字の練習をさせる。 
「書き順に注意して、漢字の練習をしよう。」 
 
○あたらしい漢字－山 水 雨 上 下 日 火 田 川 竹 月 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『じどうしゃくらべ』の話を学習します。 

 

指導のポイント 

 ○「象形文字」について考えさせ､漢字に親しみを持たせたい。「象形文字」の文字の他に、成り立ちによ

って「指事文字」「会意文字」「形声文字」があることについて指導者側も理解しておくと漢字学習に

ついて指導の幅が広がる。現在､漢字の８０％以上が形成文字である。 
 ○漢字指導についての工夫例 

①黒板に色チョークで筆順ごとに色を変えて書く。（ホワイトボードにカラーペンで書く） 
②空書き（指で宙に書く）で筆順を指導する。 
③とめ、はね、はらいに注意させる。 
④マス（４つの部屋）に気をつけて書かせる。 
⑤漢字カードを事前に準備しておく。 

 ○家庭学習について、 
実態にあわせて、教科書の文の視写や絵からできた漢字調べなどを家庭学習として出し、学習の定着や 
発展学習を図る。 

○バーコードを読みとり､内容を深めるようにする。 
  

 
 

えから うまれた かんじをかこう 

形声



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

か
ん
じ
の
は
な
し 

 

め
あ
て 

え
か
ら 

う
ま
れ
た 

か
ん
じ
を
か
こ
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山
の
イ
ラ
ス
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水
の
イ
ラ
ス
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雨
の
イ
ラ
ス
ト 
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上 
 

下 
 

か
ん
字

 
  

 
 

 
 

山
の 

上
に 
日

 
  

 

ろ
う
そ
く
の 

火

 
  

 

田

 
  

 
 

 
 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 ②教科書（P24～25）を読み、漢字の成り立ちを知

らせる。 
・「山」「水」「雨」「上」「下」 
「挿絵を見て、何を表す漢字か考えてみましょう。」 
「絵と漢字を比べて、どのように漢字ができたか考

えましょう。」 
・教科書を読んで確認させる。 

③P26 の例文のように漢字を考えるゲームをさせ

る。 
「『山の上に日がのぼる。』を 漢字を使って、

書き直そう。」 
「『ろうそくの火をけす。』を 漢字を使って､

書き直そう。」 
・教科書を読んで確認させる。 
・例文のような漢字クイズを作って､友達と読み

合い交流をする。 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『じどうしゃくらべ』

の話を学習します。 

④漢字の練習をさせる。 
「書き順に注意して、漢字の練習を

しよう。」 

山や
ま 

水み
ず 

雨あ
め 

上う
え 

下し
た 

日ひ 

火か 

田た 

川か
わ 

竹た
け 

月つ
き 
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月 竹 川 田 火



４８ 

題 材 名  「じどう車くらべ」①（第１時／全２時間） 

 

目  標  それぞれの自動車について、働きと作りの関係などを考えながら、内容の大体を読み取ることがで

きる。 

 

領 域 名    Ｃ読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「じどう車くらべ」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「じどう車のつくりについて しらべよう。」 

 

③  車種によるつくりのちがいについて、用紙に整理する。  

「車によってつくりがちがいますね。どんな車がどんなつくりになっ

ているのかをまとめてみましょう。 

・ ワークシートに整理する。  

・ 色や格好のよさではなく、どのようにつくってあるかの違いが分

かるようにまとめさせる。  

  

④ お互いにみつけたつくりの違いについて交流する。  

「自分がみつけたつくりの違いについて、交流しましょう。」 

 

⑤ 教科書以外の車についても、気づいたことについて交流する。 

  「教科書に出てくる車以外にも、気が付いたことがあったら、お互

いに交流しましょう。」 

 

⑥  次時の予告をする。 

・「次の時間には、つくりとしごとをくわしく見てみましょう」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む 

 

 

・ワークシートに、仕事とつく

りについて整理する。 

 

 

 

 

・友達同士で意見を交流する。 

 

 

 

・自分が気づいたり、見つけた

りしたことがある車について

交流する。 

 

指導のポイント 

○ 範読するときは 

・ 分かち書きで切らずに、言葉のまとまりごとに読む。 

・ 教師が自分の経験を織り交ぜながら範読する。 

○ 音読させるときは 

・ 教師との掛け合い、列やグループによる分担などのいろいろな読み方で、「いろいろなくちばし」で経験した

「問い」と「答え」の関係に気づくことが望ましい。 

○ 片仮名を意識させる 

・ 児童から挙がった自動車の名前は、平仮名で書くべきものと片仮名で書くべきものをしっかり意識して板書

していく。 

 

 

・「次の時間には、しごととつくりをくわしく見てみましょう。



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じ
ど
う
車 

く
ら
べ 

    

◇
全
文
を
読
む 

 

◇
し
ご
と
と
つ
く
り
に
つ
い
て
ま
と
め
る 

  
 

車 
 

 
 

 

し
ご
と 

 
 

 
 

 
 

つ
く
り 

 

バ
ス 

 

人
を
の
せ
て 

は
こ
ぶ 

 

ざ
せ
き
が 

ひ
ろ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
き
な 

ま
ど 

 

ト
ラ
ッ
ク 

に
も
つ
を 

は
こ
ぶ 

 

に
だ
い
が 

ひ
ろ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

タ
イ
ヤ
が
た
く
さ
ん 

 

ク
レ
ー
ン 

お
も
い
も
の
を 

 
 

 

じ
ょ
う
ぶ
な 

う
で 

 
 

 
 

 
 

つ
り
あ
げ
る 

 
 

 
 

し
っ
か
り
し
た 

あ
し

 
 

 
 

 
 

 
セ
メ
ン
ト
車 

セ
メ
ン
ト
を
は
こ
ぶ 

 

タ
ン
ク
が
あ
る 

 

じ
ょ
う
よ
う
し
ゃ 

人
を
は
こ
ぶ 

 

ざ
せ
き
が 

し
っ
か
り 

じ
ど
う
車
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つ
く
り
に
つ
い
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し
ら
べ
よ
う
。 

①  題材名「じどう車くらべ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

③ 車種によるつくりのちがいについて、用紙に整理する。 

④ お互いにみつけたつくりの違いについて交流する。 

⑤ 教科書以外の車についても、気づいたことについて交流する。 

① ⑥ 次時の予告をする。 

「次の時間には、つくりとしごとをくわしく見てみましょう」 ・「次の時間には、しごととつくりをくわしく見てみましょう。



 じ ど う 車 く ら べ ①                                             ｗ 48  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 
 
 

 

 

バ ス や じ ょ う よ う 車  
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し  
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ク レ ー ン 車  
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じ ど う 車 く ら べ ① （ 記 入 例 ）                                  ｗ 48  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 

 

バ ス や じ ょ う よ う 車  
  

と 

ご 

し  

 
  バ ス や じ ょ う よ う 車 は 、 人 を の せ て は こ ぶ し ご と を し て い ま す 。 

 
   

そ の た め に 、  

り  

 

く  

 

つ 

 
  

  ざ せ き の と こ ろ が 、 ひ ろ く つ く っ て あ り ま す 。

 
  そ と の け し き が よ く み え る よ う に 、 大 き な ま ど が た く さ ん あ り ま す 。 

 

 

ト ラ ッ ク 
  

と 

ご 

し  

 
  ト ラ ッ ク は 、 に も つ を は こ ぶ し ご と を し て い ま す 。 

 
   

 そ の た め に  

り  

 

く  

 

つ 

 
  

  う ん て ん せ き の ほ か は 、 ひ ろ い に だ い に な っ て い ま す 。

 
  お も い に も つ を の せ る ト ラ ッ ク に は 、 タ イ ヤ が た く さ ん つ い て い ま す 。 

 

 

ク レ ー ン 車  
  

と 

ご 

し  

 
  ク レ ー ン 車 は 、 お も い も の を つ り あ げ る し ご と を し て い ま す 。 

 
   

 そ の た め に 、  

り  

 

く  

 

つ 

  じ ょ う ぶ な う で が 、 の び た り う ご い た り す る よ う に つ く っ て あ り ま す 。

 

 
   車 た い が か た む か な い よ う に 、 し っ か り し た あ し が 、 つ い て い ま す 。 

 

 じ ど う 車 の ち が い に つ い て し ら べ よ う  
 



４９ 

題 材 名  「じどう車くらべ」②（第２時／全２時間） 

 

目  標  それぞれの自動車について、働きと作りの関係などを考えながら、内容の大体を読み取ることがで

きる。 

 

領 域 名    Ｃ読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「じどう車くらべ」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「しごとがちがうと どうしてつくりが ちがうのだろう」 

 

③  車の仕事ではどんなことが大切なのかを考える。 

「車によって仕事がちがいますね。それぞれの仕事で大切なことは何

なのかを考えてみましょう。」 

・ ワークシートに整理する。  

・ 車の絵や写真を拡大するなどして、視覚的に仕事の内容が分かる

ような工夫があるとよい。 

  

④ 仕事とつくりのつながりについて、確認する。  

「車の仕事や役割とつくりの違いについて、確認しましょう。」 

 

⑤ お互いの意見を交流する。 

  「お互いに気付いたことを発表しましょう。」 

 

⑥  次時の予告をする。 

・「次の時間には、じどう車づかんをつくっていきます。」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む 

 

 

・ワークシートに、仕事とつく

りについて整理する。 

 

 

 

 

 

・友達同士で意見を交流する。 

 

 

 

 

・次の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 「しごと」と「つくり」を押さえる 

・  「そのために」という言葉に着目させ、仕事と作りには関係があること、この言葉が仕事と作りそれぞれの

まとまとりをつなぐ役割を果たしていることを理解させる。 

○ 片仮名の指導 

・  ここで出てくる 11 字と長音記号は、それぞれの視写の前に教師が板書して筆順を示し、平仮名や漢字同

様、字形と筆順に気をつけて書くことを指導する。 

 

 

 

 

 

 

ず



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じ
ど
う
車 

く
ら
べ 

    
 〇

車
の
や
く
わ
り
や
し
ご
と
を 

み
て
み
よ
う 

 

バ
ス…

大
き
い
だ
け
で
な
く
、
け
し
き
が
見
え
る
こ
と
が
た
い

せ
つ 

 

ト
ラ
ッ
ク…

た
く
さ
ん
の 

に
も
つ
を 

あ
ん
ぜ
ん
に 

は
こ

ぶ
こ
と
が 

た
い
せ
つ 

 

ク
レ
ー
ン
車…

お
も
い 

に
も
つ
を 

あ
ん
ぜ
ん
に 

い
ど
う

さ
せ
る
こ
と
が 

た
い
せ
つ 

 

〇
し
ご
と
が
ち
が
う
と 

ど
う
し
て 

つ
く
り
も 

か
わ
る
の
だ

ろ
う 

 

・
バ
ス
は
、
た
の
し
く 

み
ん
な
で 

の
る
こ
と
が 

だ
い
じ

 

・
ト
ラ
ッ
ク
は
、
い
ち
ど
に 

た
く
さ
ん 

は
こ
べ
る 

 

・
ク
レ
ー
ン
は
、
た
か
い
と
こ
ろ
や 

と
お
い
と
こ
ろ
に 

 
 

は
こ
ば
な
い
と
い
け
な
い 

 
 。

し
ご
と
が
ち
が
う
と 

ど
う
し
て
つ
く
り
が 

ち
が
う
の

だ
ろ
う 

①  題材名「じどう車くらべ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

③ 車の仕事ではどんなことが大切なのかを考える。 

「車によって仕事がちがいますね。それぞれの仕事で大切なことは何なのかを考

えてみましょう。」 

④ 仕事とつくりのつながりについて、確認する。 

⑤ お互いの意見を交流する。 

  「お互いに気付いたことを発表しましょう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

・「次の時間には、じどう車づかんをつくっていきます。」 ず



 じ ど う 車 く ら べ ②                                             ｗ 49  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 
 
 

 

 

バ ス や じ ょ う よ う 車  
  

と 

ご 

し  

 

 
   

ど う し て  
 つ 

 せ 

 い 

 た 

 
  

 

 

 

 

ト ラ ッ ク 
  

と 

ご 

し  

 

 
   

 ど う し て  
   つ 

せ 

い 

た  

 
  

 

 

 

 

ク レ ー ン 車  
  

と 

ご 

し  

 

 
   

 ど う し て  
 

つ 

せ 

い 

た  

 
  

 

 

 

  

 
 



じ ど う 車 く ら ② （ 記 入 例 ）                                 ｗ 49  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

 

バ ス や じ ょ う よ う 車  
  

と 

ご 

し  

 
  

 
   

ど う し て  

り  

 

く  

 

つ 

 
  

  ざ せ き の と こ ろ が 、 ひ ろ く つ く っ て あ り ま す 。
 
  そ と の け し き が よ く み え る よ う に 、 大 き な ま ど が た く さ ん あ り ま す 。 

 

 

ト ラ ッ ク 
  

と 

ご 

し  

 
  ト ラ ッ ク は 、 に も つ を は こ ぶ し ご と を し て い ま す 。 

 
   

 ど う し て  

り  

 

く  

 

つ 

 
  

  う ん て ん せ き の ほ か は 、 ひ ろ い に だ い に な っ て い ま す 。

 
  お も い に も つ を の せ る ト ラ ッ ク に は 、 タ イ ヤ が た く さ ん つ い て い ま す 。 

 

 

ク レ ー ン 車  
  

と 

ご 

し  

 
  ク レ ー ン 車 は 、 お も い も の を つ り あ げ る し ご と を し て い ま す 。 

 
   

 ど う し て  

り  

 

く  

 

つ 

  じ ょ う ぶ な う で が 、 の び た り う ご い た り す る よ う に つ く っ て あ り ま す 。

 

 
   車 た い が か た む か な い よ う に 、 し っ か り し た あ し が 、 つ い て い ま す 。 

 

 

 「 じ ど う 車 く ら べ 」 を ぜ ん ぶ か き う つ し て  
 「 じ ど う 車 ず か ん 」 を つ く ろ う 。  



５０ 

題 材 名  「じどう車ずかんを つくろう」①（第１時／全２時間） 

目  標 〇事柄の順序に沿ってわかりやすく自動車紹介カードを作ることができる。 

     ・好きな自動車の説明文を進んで作ろうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  B 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・教材「じどう車くらべ」の学習をふり返させる。 

   

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・紹介したい自動車を決める。 

 

 

・書き方の観点を知る。 

 

・紹介カードを作る。 

 

 

 

 

 

 

・紹介したい自動車の絵を描いた

り写真のコピーを貼ったりす

る。 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②「じどう車しょうかいカード」の作り方を考え、作らせる。 
・自分が紹介したい自動車を決めさせる。 
「みんなに紹介したい自動車を決めましょう。」 
・紹介したい自動車の「しごと」と「つくり」を調べ、ノートに書か

せる。 
「教科書P.34を読んで、『救急車』の仕事とつくりについて考えまし

ょう。」 
・説明の観点に着目しながら、「しごと」と「つくり」をノートに 
 書かせる。 
「自分で選んだ自動車について、救急車と同じようにカードを作りま

しょう。」 
 
 
 
「ていねいに書き終わったら、挿絵用の絵を描いたり写真のコピーを 
 貼ったりしましょう。」 
 
 
③作成した紹介カードの見直しをさせる。 
○新しい漢字－気をつける 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、作成した自動車紹介カードを発表し合います。』 

 

指導のポイント 

 ○片仮名を意識させる。 
・児童が紹介したい自動車には、平仮名で書くべきものと片仮名で書くべきものがあるので、意識して

板書していく。（例 パトカー トラック きゅうきゅう車）また、日本にはない自動車名や紹介し

たい車も出てくると考えられる。 
 〇前時までの「じどう車くらべ」に出てきた車についてふり返させ、自動車に興味を持たせるということ

と同時に、図鑑を作ってみたいという意欲を持たせることが大切である。 
  「・・・図鑑」など、既製の本を参考として準備しておくとよい。 
 〇自動車の仕事と作りについて、子どもたちに確かめながら学習を進めていくようにしたい。 
 〇早く書き終わった子どもには、絵を描かせたり写真のコピーを貼らせたりさせる。そして、それらに説

明を付け加えることなどによって、学習意欲を高め、意欲の持続に続けたい。 
 〇図書室や家庭にある図鑑なども使用させる。 

 
 

じどう車ずかんを つくろう 



板書例 
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う
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し
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人
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せ
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気
の
人
を 

 

サ
イ
レ
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○
は
し
ご
車 

  
 

○
い
ど
う
は
ん
ば
い
車 

  
 

○
せ
い
そ
う
車 

  
 

ず
か
ん
の
つ
く
り
か
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え･
ぶ
ん

 
    
 

○
か
ん
じ 

 
 

 
  
 
 

気 
 

を
つ
け
る 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 
・教材「じどう車くらべ」の学習をふり

返させる。 ③作成した紹介カードの見直しをさせる。 

②「じどう車しょうかいカード」の作り方を考え、

作らせる。 
・自分が紹介したい自動車を決めさせる。 
「みんなに紹介したい自動車を決めましょう。」 
・紹介したい自動車の「しごと」と「つくり」を

調べ、ノートに書かせる。 
「教科書 P34 を読んで、『救急車』の仕事とつく

りについて考えましょう。」 
・説明の観点に着目しながら、「しごと」と「つ

くり」をノートに書かせる。 
「自分で選んだ自動車について、救急車と同じよ

うにカードを作りましょう。」 
「ていねいに書き終わったら、挿絵用の絵を描い

たり写真のコピーを貼ったりしましょう。」 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、作成した自動車紹介

カードを発表し合います。』 
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５１ 

題 材 名  「じどう車ずかんを つくろう」②（第２時／全２時間） 

目  標 〇事柄の順序に沿ってわかりやすく自動車紹介カードを作ることができる。 

     ・好きな自動車の説明文を進んで発表することができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  B 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

    

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

・自分のカードの見直しをする。 

・発表会の練習をする。 

 

・発表をする。 

・友達の紹介したい自動車を観点

を考えて聞く。 

 

 

 

 

・カードを集めて図鑑にする。 

・完成した図鑑を見る。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②カードを完成させ、発表する自動車の紹介をする。 
・「じどう車しょうかいカード」の見直しをさせる。 
・発表の練習をさせる。 
・作成したカードの発表会をさせる。 
「自分が作った紹介したい自動車をみんなに発表しましょう。」 
 
 
 
 
 
 
③みんなのカードを集めて、図鑑にさせる。 
「みんなのカードをあつめて、図鑑にしましょう。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『かたかなをかこう』の学習をします。 

 

指導のポイント 

 ○自分が作ったカードを推敲させる。その際、観点がわかりやすくなっているか、絵や写真の説明はどう

かなど再指導をする。 
〇友だちの作ったカードを聞くときには、観点がわかりやすく述べられているか、絵や写真の説明はどう

かなどの感想を持って聞くようにさせる。 
〇クラスの人数によって、班毎やクラス全体で図鑑としてまとめるようにさせる。 
〇作った図鑑をもとに、子どもたち同士が楽しめる活動を積極的に取り入れるようにしたい。 
〇出来上がった図鑑は、友だちやお家の人たちにも、しっかり見てもらうように促す。 
〇P35 の「・・・は、・・・のしごとをしています。そのためには、・・・になっています。」の形式を

活用できるようにさせる。 
○バーコードを読みとり､内容を深めるようにする。 
 
 
 

 
 
 
 
 

じどう車ずかんをつくりあげ、みんなにしょうかいしよう。

ろう 



板書例 
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み
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 
③みんなのカードを集めて、図鑑にさせる。 
「みんなのカードをあつめて、図鑑にしま

しょう。」 

②カードを完成させ、発表する自動車の紹介をす

る。 
・「じどう車しょうかいカード」の見直しをさせ

る。 
・発表の練習をさせる。 
・作成したカードの発表会をさせる。 
「自分が作った紹介したい自動車をみんなに紹

介しましょう。」 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『かたかなをかこう』

の学習をします。 
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。



５２ 

題 材 名  「かたかなをかこう」（第１時／全１時間） 

 

目  標  それぞれの自動車について、働きと作りの関係などを考えながら、内容の大体を読み取ることがで

きる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと    伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「かたかな を かこう」を黒板に書く。 

 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「かたかなで のばすおとやちいさいじは どうかくのだろう」 

 

③  かたかなで書かれる言葉にはどんなものがあるか挙げさせる。 

「けーきってどのように書くのかな。けーきのようにカタカナでかく

といい言葉にはどんなものがあるかな。」 

・ ワークシートに整理する。  

・ 各自で発表し、ことばのリストを黒板に作る。 

  

④ 長音や、促音の書き方について知る。  

「伸ばす音や、小さくかく字について書き方を知ろう。」 

 ・ソオスではなくソース、ケエキではなくケーキ 

 ・ロケツトではなくロケット 

 

⑤ 教科書に示されたカタカナについて、練習する。 

  「ワークシートに練習しましょう。」 

 

⑥ ほかの言葉についても、練習する。 

「知っている言葉をカタカナで書き表そう」 

・ジャケット ・ジャンプ ・ダンス ・スキップ 

⑦  次時の予告をする。 

・「次はともだちのことしらせようの学習をします。」 

 

 

・本時の目標を声に出して読む 

 

 

・ワークシートに、かたかなと

思うことばを、ひらがなで書

きこむ。 

 

 

・約束をワークシートに書き込

む。 

 

 

 

・ワークシートで練習する。 

 

 

 

 

・次の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

〇書き間違えの多いカタカナ 

 「ツ」と「シ」、「ン」と「ソ」、「ヌ」と「ス」などについては、丁寧に指導する。 

 

〇長音（シャワー）、促音（サッカー）、拗音（ジャンプ）、濁音（ダンス）、半濁音（スキップ）などについ

ても、時間に余裕があれば、触れておきたい。 

 

 

 

 

のばす　おんや、小さく　かく　かたかなに　気をつけて　かきます。



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
た
か
な 

を 

か
こ
う 

    

〇
か
た
か
な 

で 

か
か
れ
る 

こ
と
ば 

 
 

・
ち
ゃ
い
む 

 

・
へ
る
め
っ
と 

 
 

・
と
ら
っ
く 
 

・
ば
す 

 
 

・
け
え
き 

 
 

・
よ
う
ろ
っ
ぱ 

  

〇
の
ば
す
と
き
の 

や
く
そ
く 

 
 

・
「
－
」
で
つ
な
げ
る 

 
 

 
 

し
ゃ
わ
あ 

→
 

シ
ャ
ワ
ー 

 

〇
ち
い
さ
い 

お
と 

を 

か
く 

や
く
そ
く 

 
 

・
ち
い
さ
い 

じ 

で 

か
く 

 
 

 
 

さ
つ
か
ー 

→
 

サ
ッ
カ
ー 

 
◇
き
ょ
う
か
し
ょ
の 

じ 

を 

れ
ん
し
ゅ
う 

し
よ
う 

 

ソ
ー
ス
、
カ
ヌ
ー
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
キ
ャ
ン
プ 

 

ニ
ュ
ー
ス
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー 

 

〇
ま
ち
が
え
や
す
い 

じ 
に 

ち
ゅ
う
い 

 
 

 
 

「
ツ
」
と
「
シ
」
、
「
ン
」
と
「
ソ
」 

 
 

 
 

「
ヌ
」
と
「
ス
」 

か
た
か
な
で 

の
ば
す
お
と
や
ち
い
さ
い
じ
は 

 

ど
う
か
く
の
だ
ろ
う 

①  題材名「かたかな を かこう」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

「かたかなで のばすおとやちいさいじは どうかく

のだろう」 

③ かたかなで書かれる言葉にはどんなものがあるか挙げさせる。 

「けーきってどのように書くのかな。けーきのようにカタカナでかくといい言葉

にはどんなものがあるかな。」 

④ 長音や、促音の書き方について知る。 

⑤ 教科書に示されたカタカナについて、練習する。 

⑥ 他の言葉についても、練習する。

⑦ 次時の予告をする。 

「次はともだちのことしらせようの学習をします。」 



 か た か な を か こ う                                              ｗ 52  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

〇 か た か な で か か れ る こ と ば を あ つ め よ う  

 

〇 き ょ う か し ょ の こ と ば を れ ん し ゅ う し よ う  

          

          

          

          

          

          

          

〇 ほ か の こ と ば も れ ん し ゅ う し よ う  

 

〇 ま ち が え や す い も じ を し ろ う  

ツ シ ン ソ ヌ ス 
      

 

 



 か た か な を か こ う （ 記 入 例 ）                                  ｗ 52  

            一 ね ん （  ） く み な ま え （        ） 

 め あ て 

 

 

〇 か た か な で か か れ る こ と ば を あ つ め よ う  

ち ゃ い む 、 へ る め っ と 、 と ら っ く 、 ば す 、 け え き 、 よ う ろ っ ぱ 

〇 き ょ う か し ょ の こ と ば を れ ん し ゅ う し よ う  

ソ ー ス  カ  ヌ ー    

シ ー ト  ベ ル ト      

ヘ ル メ ッ ト   ロ ケ ッ ト  

キ  ャ ン プ  ニ ュ ー ス  

シ ョ ベ ル カ  ー     

〇 ほ か の の こ と ば も れ ん し ゅ う し よ う  

・ ジ ャ ケ ッ ト ・ ジ ャ ン プ ・ ダ ン ス ・ ス キ ッ プ 
 

〇 ま ち が え や す い も じ を し ろ う  

ツ シ ン ソ ヌ ス 

ツ シ ン ソ ヌ ス 
 

 か た か な で の ば す お と や ち い さ い じ は ど う か く の だ ろ う  

 



５３ 

題 材 名  「ともだちの こと、しらせよう」（第１時／全２時間） 

目  標 〇自分が聞きたいことを集中して聞き、話の内容に感想をもつことができる。 

     ・進んで友達に質問しようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  A 話すこと 聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

10

分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

・友達のことをもっと理解するために、いろいろなことを聞いてわか

ったことをクラスのみんなに知らせる学習であるということを理 

解させる。 

    

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために子どもたちにもめあ

てを読ませる。 

 

 

 

・ 

 

・範読（CD）を聞く。 

 

 

・質問の仕方を学ぶ。 

・返事の仕方を学ぶ。 

 

 

 

 

 

・友達の話を聞き、質問をした

り感想を言ったりする。 

 

 

・メモをする。 

 

 

・今後の学習の見通しをもつ。

 

 

・P40を聞く。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②P38～39を読み（CDがある場合は、聞かせる）友達への質問の内容

や尋ね方を考えさせる。 

「どのようなことを聞いているのか考えながら聞きましょう。」 

・質問の仕方やそれに対する答え方を確認させる。 

「友達のことを知るために、どんなことを言っていますか。」 

「その時、なんと返事をしていますか。」 

・友達の話を聞くときの観点を知らせ、もう一度（CD）を聞かせる。

「次のことを考えながら 聞きましょう。」 

・おもしろいところ ・おどろいたこと 

・もっと しりたいこと 

 

③友達に質問をさせる。 

・教えてくれたことに対する感想や、友達に知らせるために、もっと

 聞きたいことを相手に聞くという話し合いをさせる。 

「友達の話を聞いて、思ったことやもっと聞きたいことを質問してみ

ましょう。」 

「友達に聞いたことをノートにメモしておこう。」 

・話し手と聞き手を交代して同じことをさせる。 

 

④友達から聞いたことを文章に書くことを知らせる。 

・P40（りかさんとなわとび）を読み、これからの学習内容の見通しを

持たせる。 

「今 友達に聞いてわかったことや感想を文章に書きます。これから

P40を読みますので、参考にしてください。」 

⑤次時の予告をする。 

「次の時間は、『友達から聞いたことを文章に書いて、知らせる。』

学習をします。 

 

指導のポイント 

 〇ペア学習をさせるにあたって、机の隣同士、これまでの友人関係や日本語力などを考慮する。 

〇質問をするときの視点を明確にしておく。「おもしろいところ、おどろいたところ、もっとしりたいと

ころ」など聞きたいことをわかりやすく書いたカードを持たせるのも一つの方法。 

〇話す時、聞く時、質問をする時の注意点を知らせる。（声の大きさ、姿勢、表情） 

〇メモは視点に沿った内容にさせる。 

 

ともだちの ことを しって、みんなにしらせよう 



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

め
あ
て 

と
も
だ
ち
の 

こ
と
を 

し
っ
て 

み
ん
な
に
し
ら
せ
よ
う 

    

〇
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
い
た
の
か
。 

 

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ 

  

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と 

  
・
も
っ
と
し
り
た
い
こ
と 

  

 
 

〇
と
も
だ
ち
に 
き
い
て
み
よ
う 

   
 

〇
は
な
し
の
し
か
た 

き
き
か
た 

 
 

 

こ
え
の
お
お
き
さ 

 
 

 
 

     

①題材名とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 

・友達のことをもっと理解するために、

いろいろなことを聞いてわかったこと

をクラスのみんなに知らせる学習であ

るということを理解させる。 

③友達に質問をさせる。 

・教えてくれたことに対する感想や、友達

に知らせるために、もっと聞きたいこと

を相手に聞くという話し合いをさせる。 

「友達の話を聞いて、思ったことやもっと

聞きたいことを質問してみましょう。」 

「友達に聞いたことをノートにメモしてお

こう。」 

・話し手と聞き手を交代して同じことをさ

せる。 

②P38～39 を読み（CD を聞かせ）友達への質問

の内容や尋ね方を考えさせる。 

「どのようなことを聞いているのか考えながら

聞きましょう。」 

・質問の仕方やそれに対する答え方を確認させ

る。 

「友達のことを知るために、どんなことを言って

いますか。」 

「その時、なんと返事をしていますか。」 

・友達の話を聞くときの観点を知らせ、もう一度

CD を聞かせる。 

「次のことを考えながら 聞きましょう。」 

・おもしろいところ ・おどろいたこと 

・もっと しりたいこと 

⑤次時の予告をする。 

「次の時間は、『友達から聞いたことを

文章に書いて、知らせる。』学習をしま

す。 

④友達から聞いたことを文章に書く

ことを知らせる。 

・P40（りかさんとなわとび）を読み、

これからの学習内容の見通しを持た

せる。 

「今 友達に聞いてわかったことや

感想を文章に書きます。これから 

P40 を読みますので、参考にしてく

ださい。」 



き
い
て

し
ら
せ
よ
う
①

ｗ
53

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

と
も
だ
ち
の

こ
と
を
、
し
ら
せ
よ
う
。

○
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
い
た
の
か
。

（

）

（

）

（

）

○
は
な
し
の

し
か
た

（

）

（

）



き
い
て

し
ら
せ
よ
う
①

記
入
見
本

ｗ
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い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

と
も
だ
ち
の

こ
と
を
、
し
ら
せ
よ
う
。

○
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
い
た
の
か
。

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と

・
も
っ
と
、
し
り
た
い
と
こ
ろ

○
は
な
し
の

し
か
た

き
き
か
た

こ
え
の
大
き
さ



と
も
だ
ち
の
こ
と
を
し
ろ
う

め
も

な
ま
え
（

）



５４ 

題 材 名  「ともだちの こと、しらせよう」（第２時／全２時間） 

目  標 〇友達のことが相手にわかるように文に書いたり、話を聞いて感想を持ったりすることができる。 

     ・友達について、文に書こうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  A 話すこと 聞くこと B 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

10

分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 ・友達のことをもっと理解するために、文に書いてみんなに知ら

せることや話を聞いて感想をもつことが今日の学習であると

いうことを知らせる。 

    

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

 

・書き方を確認する。 

 

 

 

 

・友達のことを文に書く。 

 

 

 

 

・書いた文章を読みあう。 

 

・感想を伝える。 

 

・感想を伝える。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②友達のことを書くにあたって気を付けることを確認し、友達のこと

を文に書かせる。 

・P40を参考に、文の書き方例を確認する。 

「・・・さんが、今、一番楽しいことは、・・・です。 

・・・さんは、・・・。ぼくも、・・・です。」 

 

・教材文を参考に、友達の「たのしいこと」が伝わるように言葉を選

んで文にさせる。 

「メモを見ながら、友達のことを文に書きましょう。」 

 

③書いた文を読みあい、感想を交流させる。 

・ペアで活動させる。 

「書いた文章を読みあいましょう。」 

「友達の文章を読んで思ったことやわかったことを伝えましょう。」

 

・友達の文を読んで感じたことをクラス全員の前で発表させる。 

「クラスのみんなに、感想を伝えましょう。」 

 

④次時の予告をする。 

「次の時間は、『むかしばなしを よもう』を学習します。 

指導のポイント 

 〇前時に書いた、「おもしろいところ、おどろいたところ、もっとしりたいところ」などを書いたメモの

活用を図るようにする。 

〇P40 の文章を参考にするが、児童の実態（ひらがなが書ける。一定の時間内にかける。）を考慮し、家

庭学習との連携を図るようにする。 

〇ペア学習が固定化しないように工夫する。 

〇子どもたちが書いている時、伝え合っている時、教師が巡回して助言したり称賛したりする。 

○友だちから聞いたことを自分の言葉で伝えることは、補習校の一部の児童にとってかなり高度な内容に

なる。児童の実態に応じて自分のことを伝えるというかたちにしてもよい。その際、聞いたことを、○

○さんは△△が好きです。（□□で、すごいなあと、思いました）。などと、ノートに簡潔に書くなど

もよいこととしたい。 

 

 

 

 

ともだちの ことを しって、みんなにしらせよう 



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

め
あ
て 

と
も
だ
ち
の 

こ
と
を 

し
っ
て 

み
ん
な
に
し
ら
せ
よ
う 

  

〇
と
も
だ
ち
の 

た
の
し
い
こ
と 

  
 

・
な
わ
と
び 

・
て
つ
ぼ
う 

・ 

  

○
ち
ゅ
う
い
す
る
こ
と 

 

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ 

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と 

・
も
っ
と
し
り
た
い
こ
と 

  

 
 

〇
か
い
た
文
を
よ
み
あ
い
ま
し
ょ
う
。 

   
 

〇
は
な
し
の
し
か
た 

き
き
か
た 

 
 

 

こ
え
の
お
お
き
さ 

 
 

 
 

     

①題材名とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書き、学習の見

通しをもたせる。 

・友達のことをもっと理解するために、

文に書いてみんなに知らせることや話

を聞いて感想をもつことが今日の学習

であるということを理解させる。 

③書いた文を読みあい、感想を交流させる。

・ペアで活動させる。 

「書いた文章を読みあいましょう。」 

「友達の文章を読んで思ったことやわかっ

たことを伝えましょう。」 

・友達の文を読んで感じたことをクラス全

員の前で発表させる。 

「クラスみんなに、感想を伝えましょう。」

②友達のことを書くにあたって気を付けること

を確認し、友達のことを文に書かせる。 

・P40 を参考に、文の書き方例を確認する。 

「・・・さんが、今、一番楽しいことは、・・

・です。 

・・・さんは、・・・。ぼくも、・・・。」 

・教材文を参考に、友達の「たのしいこと」が伝

わるように言葉を選んで文にさせる。 

「メモをとり、それを見ながら、友達のことを文

に書きましょう。」 

⑤次時の予告をする。 

「次の時間は、『むかしばなしを よも

う。』の学習をします。 



き
い
て

し
ら
せ
よ
う

②

ｗ
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い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

と
も
だ
ち
の

こ
と
を
、
し
っ
て

み
ん
な
に
し
ら
せ
よ
う
。

○
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
い
た
の
か
。

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と

・
も
っ
と
、
し
り
た
い
と
こ
ろ

○
は
な
し
の

し
か
た

き
き
か
た

こ
え
の
大
き
さ

○

と
も
だ
ち
に
き
い
た
こ
と
を
、

き
ょ
う
か
し
ょ
４
０
ペ
ー
ジ
の
文
し
ょ
う
を
さ
ん
こ
う
に

し
て
か
き
ま
し
ょ
う
、



と
も
だ
ち
に
き
い
た
こ
と

な
ま
え

と
も
だ
ち
の
な
ま
え
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い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

と
も
だ
ち
の

こ
と
を
、
し
っ
て

み
ん
な
に
し
ら
せ
よ
う
。

○
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
い
た
の
か
。

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

ま
い
あ
さ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と

ご
は
ん
を

だ
れ
よ
り
も

た
く
さ
ん

た
べ
る
と
こ
ろ

・
も
っ
と
、
し
り
た
い
と
こ
ろ

ど
う
し
た
ら

そ
ん
な
に

は
や
く

は
し
れ
る
の
か

○
は
な
し
の

し
か
た

き
き
か
た

な
か
ま
に
体
を
向
け
て
き
く

こ
え
の
大
き
さ

い
ち
ば
ん
と
お
い
人
に
き
こ
え
る

こ
え
の

大
き
さ

○

と
も
だ
ち
に
き
い
た
こ
と
を
、

き
ょ
う
か
し
ょ
４
０
ペ
ー
ジ
の
文
し
ょ
う
を
さ
ん
こ
う
に

し
て
か
き
ま
し
ょ
う
、



と
も
だ
ち
に
き
い
た
こ
と

な
ま
え

と
も
だ
ち
の
な
ま
え

あ
ず
ま

き
ょ
う
た
ろ
う

さ
ん

あ
ず
ま
さ
ん
は
、
ま
い
あ
さ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
ま
い
日
と
て
も

ね
む
い
の
に
、
ね
む
く
な
い
の
か
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
ど
ろ
い
た
の
は
、
い
え
で
は
だ
れ
よ
り
も
た
く
さ
ん
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

い
つ
も
き
ょ
う
た
ろ
う
さ
ん
が
げ
ん
き
な
の
は
、
よ
く
た
べ
る
か
ら
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
き
ょ
う
た
ろ
う
さ
ん
の
あ
し
が
は
や
い
ひ
み
つ
も
、
よ
く
た
べ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
し
た
。





５５ 

題 材 名  「むかしばなしをよもう おかゆのおなべ」（第１時／全２時間） 

目  標 〇読書に親しみ、本の楽しさを知ることができる。 

     ・本を読み、カードに書いて友達に知らせようとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  C 聞くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

「知っている昔話や読みたい昔話がありますか。」 

    

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・読書カードの使い方を知る。 

 

 

 

・お話を聞く。 

・読書カードに本の題名を書く。 

 

 

 

 

・話に出てくる人物を発表する。 

 

 

 

・話しの大体を知る。 

 

 

 

・面白かった所をカードに書く。 

 

・次時の見通しをもつ。 

②読書カードの書き方と使い方を知らせる。 
・P55のカードの使い方を知らせる。 
・本の題名、お話に出てくる人、動物、面白かった所、自分の名前 
 
③「おかゆの おなべ」を読む。 
・「おかゆの おなべ」を聞いた後、読書カードに書くことを知らせ

る。 
「これから『おかゆのおなべ』を読みます。お話に出てくる人や動物

面白かった所をカードに書けるように、考えながらお話を聞きまし

ょう。」 
・P44～P47２行目 まずしい やさしい 女の子 お母さんと二人 
         森に食べ物探し おばあさん おなべ 
・P47の3行目～P49の1行目 
         うちにかえる おなべ にる おかゆ 
・P49の2行目～P54 
         町一面 おかゆ 
④話を聞いておもしろかった所をカードに書かせる。 
「お話を聞いてどんなところが面白かったですか。」 
「カードに書きましょう。」 
○新しい漢字－森、本、出、中、町、入 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おかゆのおなべ』を聞いておもしろかった所を発表

します。みなさんも 図書室などで 読みたいと思う本を 探して読

みましょう。」 

 

指導のポイント 

 〇題名の「おかゆの おなべ」にある『おかゆ』について補足説明をする。 
〇お話を読むとき、話が長いのでゆっくり読むようにすると同時に大きな段落ごとに、話の大体の内容を

確認させながら聞かせるようにする。 
〇『なべさんなべさん・・・』『ぐらぐら うんじゃらうんじゃら』リズミカルに読むと楽しさが増すと

思われる。 
〇挿絵を使うと、お話に出てくる人やあらすじを確認しやすい。 
○担任自身が読みたい本の紹介をしておくのもよい。 
 
 

むかしばなしを よんで、ともだちにしらせよう。 
グリムどうわ「おかゆの おなべ」 



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

め
あ
て 

む
か
し
ば
な
し
を 

 
 

と
ま
め
の
木 

し
ら
ゆ
き
ひ
め 

 
 

  

〇
お
は
な
し
の
な
か
で 

 
 

 

・
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ 

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と 

 
  

 
 

〇

 
 

 
 

お
か
ゆ
の
お
な
べ 

 
 

 
 

 

題
名

 
 

 
 

女
の
子
と
お
か
あ
さ
ん 

 
 

 

登
場
人
物

 
 

 
 

出

 
 

 
 

 

町
の
中
が
お
か
ゆ
だ
ら
け
に
な
る 

 
 

 

と

 

感
想

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
か
は
ら 

と
も
や 

か
ん
字 

 
 

 
 

 
   

 
 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習

の見通しをもたせる。 
「知っている昔話や読みたい昔話

がありますか。」 

③「おかゆの おなべ」を読む。 
・「おかゆの おなべ」を聞いた後、読書カードに

書くことを知らせる。 
「これから『おかゆのおなべ』を読みます。お話に

出てくる人や動物面白かった所をカードに書けるよ

うに、考えながらお話を聞きましょう。」 
・P44～P47２行目 
 まずしい やさしい 女の子 お母さん 

森に食べ物探し おばあさん おなべ 
・P47 の 3 行目～P49 の 1 行目 
     うちにかえる おなべ にる おかゆ 
・P49 の 2 行目～P54 
     町一面 おかゆ 

②読書カードの書き方と使い方を知らせる。 
・P55 のカードの使い方を知らせる。 
・本の題名、お話に出てくる人、動物、面白かっ

た所、自分の名前 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『おかゆのおなべ』を聞いておも

しろかった所を発表します。みなさんも､家や図書

室で読みたい本を探して読んでみましょう。」 

④話を聞いておもしろかった所をカー

ドに書かせる。 
「お話を聞いてどんなところが面白か

ったですか。」 
「カードに書きましょう。」 

森も
り 

出で

る 

中な
か 

町ま
ち 

入
る

は
い

 

森も
り

本ほ
ん

で

な
か

ま
ち

は
い



本出
る

中町入
る

森

本
は
と
も
だ
ち

ｗ
55

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

○
ど
く
し
ょ
カ
ー
ド

あ
た
ら
し
い
か
ん
字
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ょ
う
。

森本中町出
る

入
る



本出
る

中町入
る

森

本
は
と
も
だ
ち

記
入
見
本

ｗ
55

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

む
か
し
ば
な
し
を

よ
ん
で

、

と
も
だ
ち
に
し
ら
せ
よ
う
。

○
ど
く
し
ょ
カ
ー
ド

「
お
か
ゆ
の

お
な
べ
」

本
の
だ
い
め
い

じ
ぶ
ん
の
な
ま
え

お
は
な
し
に

出
て
く
る
人
や
ど
う
ぶ
つ

お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ

あ
た
ら
し
い
か
ん
字
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ょ
う
。

森本中町出
る

入
る



お
は
な
し
カ
ー
ド
例

ほ
ん
の
だ
い
め
い

お
は
な
し
に
で
て
く
る
人

や
ど
う
ぶ
つ

す
き
な
と
こ
ろ
や

お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ

な
ま
え



５６ 

題 材 名  「むかしばなしをよもう おかゆのおなべ」②（第２時／全２時間） 

目  標 〇読書に親しみ、本の楽しさを知ることができる。 

     ・本を読み、カードに書いて友達に知らせようとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  C 読むこと B 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

    

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・友達の読書カードを読む。 

 

 

 

・読みたい本を探す。 

・読書カードに本の題名を書く。 

 

 

 

 

・本を読む。 

・カードに書く。 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②友達の読書カードを読んで感想を伝え合わせる。 
「友達のカードを交換し合って読みあいましょう。」 
 
 
③図書室で読みたい本を探し、本を読むようにさせる。 
・図書室で読みたい本を探させる。 
「読みたい、本を選びましょう。」 
 
・読書カードに本の題名を書かせる。 
 
④子どもたちが選んだ本を読むようにさせる。 
「自分で選んだ本を読みましょう。」 
・話を聞いておもしろかった所をカードに書かせる。 
「お話を読んで面白かった所をカードに書きましょう。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ものの名前』を学習します。 

 

指導のポイント 

 〇事前に読みたい本を選んでおくようにする。 
〇お話カードに書く内容を全員で再確認させる。（本の題名、話に出てくる人、面白かった所、 

自分の名前） 
〇クラスのみんなのカードを貼ったお話の木を作り読んだ本が視覚的わかるようにすると読書意欲が起こ

る。（自分で読んだ本の読書カードもお話の木に貼っていくとおもしろい。） 
〇感想については、書けない子どもも出てくるので、まず、題名を優先して書かせるようにする。ここで

は、お話を読みたいという意欲を大切に扱う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

むかしばなしを よんで、ともだちにしらせよう。 
「おかゆの おなべ」 
「じぶんがえらんだ本」 
 



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

め
あ
て 

む
か
し
ば
な
し
を 

 
 

 
 

 
  

 

〇
と
も
だ
ち
の

を
よ
ん
で
み
よ
う 

 
 

・
だ
い
め
い 

 

・
な
ま
え 

 
 
 

 
 
 
 
 

と
ま
め
の
木 

 
 
 
 

・
き
た
か
ぜ
と
た
い
よ
う 

  
 

〇
じ
ぶ
ん
が
え
ら
ん
だ
本
を
よ
も
う 

 

か
ん
字 

 

本ほ
ん 

 
 

森も
り 

出
る

で

 
 

中な
か 

町ま
ち 

 
 

入
る

は
い

 

 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の

見通しをもたせる。 

③図書室で読みたい本を探し、本を読むようにさ

せる。 
・図書室で読みたい本を探させる。 
「読みたい本を選びましょう。」 
 
④子どもたちが選んだ本を読むようにさせる。 
「自分で選んだ本を読みましょう。」 
・話を聞いておもしろかった所をカードに書かせ

る。 
「お話を読んで面白かった所をカードに書きまし

ょう。」 

②友達の読書カードを読んで感想を伝え合う。 
「友達のカードを交換し合って読みあいましょ

う。 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ものの名前』を学習 
します。 



お
は
な
し
カ
ー
ド
例

ほ
ん
の
だ
い
め
い

お
は
な
し
に
で
て
く
る
人

や
ど
う
ぶ
つ

す
き
な
と
こ
ろ
や

お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ

な
ま
え



５７ 

題 材 名  「ものの名まえ」（第１時／全２時間） 

 

目  標  文章を読んで、ものの名まえについて理解すること。 

(二) お店やそこで売っている品物の名前に興味を持つこと。 

 

領 域 名    伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

① 題材名「もののなまえ」を黒板に書く。 

② 本時のめあてを知る。 

「ものの名まえについて かんがえてみよう。」 

・ワークシートに記入させる 

 

③ 教科書を音読させる。 

 

④ 教科書のお店はどんなお店のことのかを考える。 

「最初のお店は、何のお店かな。」「そいういうお店を何というか

な」 

「次のお店は、何のお店かな。」「そういうお店を、何とよんでい

るだろう。」 

 

⑤ 下位語と上位語の関係について整理する。 

「ものの名まえと、それらをまとめた名まえ について まとめて

みよう。」 

・ワークシートに整理させる。 

 

⑥ 次時の予告をする。 

「次の時間は『お店ごっこ』をしようです。」 

 

・本時のめあてをワークシート

に記入する。 

 

 

・大きな声で、一斉読みをする 

 

 

 

 

 

・ワークシートを使って、下位

語をまとめた上位語について

整理する。 

 

 

 

・次時の内容を知る。 

 

指導のポイント 

・家に帰って、家族に上位語、下位語を使った会話を試みさせるように指導する。 

（お母さんに、下位語の単語を使って、上位語を言わせるように仕向けると得意がってやる子も出てくる。） 

・身の回りの上位語・下位語について考えようとしている。 

 

  下位語    ⇔⇔⇔⇔   上位語 

りんご、みかん    果物   食べ物 

にんじん、トマト   野菜   食べ物 

さば、まぐろ、    魚    食べ物 

 

 

 

 

「そういうお店を何というかな」



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も
の
の
名
ま
え 

    

〇
ま
と
ま
っ
た
名
ま
え
は
な
ん
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
み
か
ん 

 

・
レ
モ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
メ
ロ
ン 

 

・
バ
ナ
ナ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
あ
じ 

 
 

・
さ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
た
い 

 
 

・
さ
ん
ま 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
ラ
グ
ビ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
や
き
ゅ
う 

 

・
サ
ッ
カ
ー 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
せ
ん
べ
い 

 

・
キ
ャ
ラ
メ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

・
あ
め 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
ふ
ね 

 
 

 

・
ひ
こ
う
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
で
ん
し
ゃ 

 

・
バ
イ
ク 

も
の
の
名
ま
え
に
つ
い
て 

か
ん
が
え
て
み
よ
う
。 

①  題材名「ものの名まえ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

「ものの名まえについて かんがえてみよう。」 

⑤  下位語と上位語の関係について整理する。 

⑥ 次時の予告をする。 

「次の時間は『お店ごっこ』をしようです。」

③ 教科書を音読させる 

④ 教科書のお店はどんなお店のことのかを考える。 

く
だ
も
の 

さ
か
な 

ス
ポ
ー
ツ 

お
か
し 

の
り
も
の 

教科書のお店はどんなお店のことなのかを考える。



   も の の 名 ま え ①                                                 Ｗ 57   

 

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 
 

 

                                     え の 中 か ら さ が し て み よ う  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   58 頁 の 挿 絵  

 

 

 

 

 

 な 

 か 

 る 

 あ  

 が 

 何  

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  59 頁 の 挿 絵  

 

 

 

 

 

 な 

 か 

 る 

 あ  

 が 

 何  

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

 ・ 

 

     

 
 

 

 

 



 

   も の の 名 ま え ① （ 記 入 例 ）                            Ｗ 57  

 

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 
 

 

                                     え の 中 か ら さ が し て み よ う  
 
 

 

 

 

 

 

 

   58 頁 の 挿 絵  

 

 

 

 

 

 な 

 か 

 る 

 あ  

 が 

 何  

 ・ バ ナ ナ 

 

 ・ り ん ご 

 

 ・ パ イ ナ ッ プ ル 

 

 ・ ス イ カ  

 

 ・ み か ん  

 

 ・ サ ク ラ ン ボ  

 

 

 

 

 

 

 

 

   59 頁 の 挿 絵  

 

 

 

 

 

 な 

 か 

 る 

 あ  

 が 

 何  

 

 ・ イ カ  

 

 ・ た い 

 

 ・ か に 

 

 ・ ヒ ラ メ 

 

 ・ さ ん ま  

 

 ・ あ じ  

 

     

 



５８ 

題 材 名  「ものの名まえ」②（第２時／全２時間） 

 

目  標  お店やそこで売っている品物の名前に興味を持つこと。 

 

領 域 名    伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

① 題材名「ものの名まえ」を黒板に書く。 

② 本時のめあてを知る。 

「ものの名まえを つかって おかいものを しよう」 

・ワークシートに記入させる 

 

③ ものの名まえとまとまりの名まえについて確認する。 

 「ものの名まえとまとまりの名まえについて、どんなまとまりだった

かをふりかえりましょう。」 

 ・ものが示された絵カードがあると整理しやすい。 

 ・おみせやさんごっこのために、まとまりの名まえのカードもあると

よい。 

④ おみせやさんごっこに取り組ませる。 

「おみせやさんの てんいんさんと おかいものをする人に わか

れて、おみせやさんごっこをしましょう。」 

・ものの名まえをしっかり言って買い物をするように指示を出す。 

 

⑤ 活動の振り返りをさせる。 

「ものの名まえと、それらをまとめた名まえ について お互いに

しっかりと言うことができましたか。」 

 

⑥ 次時の予告をする。 

「次の時間は『わらしべちょうじゃ』の学習をします。」 

 

・本時のめあてをワークシート

に記入する。 

 

 

・果物や魚を中心に、ものの名

まえとまとまりを確認してい

く。 

※お菓子やスポーツなどに広げ

てもよい。 

 

・役に分かれ、ものの名前を伝

え、確認する活動に取り組む 

 

 

・どちらの役も、ものの名前と

まとまりの名前を確認しなが

ら進められたかを振り返る。 

 

・次時の内容を知る。 

 

指導のポイント 

 

・家に帰って、家族に上位語、下位語を使った会話を試みさせるように指導する。 

（お母さんに、下位語の単語を使って、上位語を言わせるように仕向けると得意がってやる子も出てくる。） 

・身の回りの上位語・下位語について考えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 
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あ
じ 
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・
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・
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・
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・
や
き
ゅ
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・
サ
ッ
カ
ー 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
せ
ん
べ
い 

 

・
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ャ
ラ
メ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

・
あ
め 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

・
ふ
ね 

 
 

 

・
ひ
こ
う
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
で
ん
し
ゃ 

 

・
バ
イ
ク 

 

※
絵
カ
ー
ド
等
を
使
っ
て
、
復
習
が
て
ら
、
再
度
整
理
し
、
そ

の
ま
ま
お
か
い
も
の
ご
っ
こ
に
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
。 

も
の
の
名
ま
え
を 

つ
か
っ
て 

お
か
い
も
の
を 

し
よ
う 

①  題材名「ものの名まえ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

「ものの名まえについて かんがえてみよう。」 

③ ものの名まえとまとまりの名まえについて確認する。 

 「ものの名まえとまとまりの名まえについて、どんなまとまり

だったかをふりかえりましょう。」 

く
だ
も
の 

さ
か
な 

ス
ポ
ー
ツ 

お
か
し 

の
り
も
の 

④ おみせやさんごっこに取り組ませる。 

⑤ 活動の振り返りをさせる。 

⑥ 次時の予告をする。 

「次の時間は『わらしべちょうじゃ』の学習をします。



 
 

 
も
の
の
名
ま
え
①        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｗ
57 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

一
ね
ん 

 

く
み 

名
ま
え
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
                                       

え
の 

中
か
ら 

さ
が
し
て 

み
よ
う 

  
          

58
頁
の
挿
絵 

      

な 

 

か 

 

る 

 

あ 

 

が 

 

何 

 

・ 

  

・ 

  
・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

 

         

59
頁
の
挿
絵 

      

な 

 

か 

 

る 

 

あ 

 

が 

 

何 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

 

 
 

 
 

 

     

58



  
 

 

も
の
の
名
ま
え
①
（
記
入
例
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｗ
57 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

一
ね
ん 

 

く
み 

名
ま
え
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
                                       

え
の 

中
か
ら 

さ
が
し
て 

み
よ
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58
頁
の
挿
絵 

      

な 

 

か 

 

る 

 

あ 

 

が 

 

何 

 

・バ
ナ
ナ 

  

・り
ん
ご 

  
・パ
イ
ナ
ッ
プ
ル 

  

・ス
イ
カ 

  

・み
か
ん 

  

・サ
ク
ラ
ン
ボ 

 

          

59
頁
の
挿
絵 

      

な 

 

か 

 

る 

 

あ 

 

が 

 

何 

  

・イ
カ 

  

・た
い 

  

・か
に 

  

・ヒ
ラ
メ 

  

・さ
ん
ま 

  

・あ
じ 

 

 
 

 
 

 

 

58



５９ 

題 材 名  「わらしべちょうじゃ」（第１時／全１時間） 

目  標 〇昔話の読み聞かせを聞いて、日本の伝統的な言語文化に親しむことができる。 

     ・昔話を楽しみ、内容や感想を友だちと交流しようとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  日本の伝統文化 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・日本の昔話について知っている話を発表させる。 
「知っている日本の昔話はありますか、」 

 ・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

     

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・教師の話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感想を発表する。 

 

 

 

 

・本を読む。 

 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書の挿絵を見せながら「わらしべちょうじゃ」を読み聞かせを

する。 
「教科書P62～P63の挿絵を見て、どんな話か想像してみよう。」 
「これから、『わらしべちょうじゃ』を読みます。挿絵を見ながら 
聞いて下さい。」 

 
 
③おもしろかったところや、気に入ったところについて、友だちと感

想を交流させる。 
「話を聞いて、おもしろかったところや心に残ったところを友だちに

伝えよう。 
・近くの友だちに感想を伝えさせる。 
・全員の前で感想を伝えさせる。 
 
④本の楽しみ方を知らせる。 
「お話しを聞きました。それ以外にどんな楽しみ方がありますか。 
・自分で読んでみたい。 
・だれかに読んであげたい。 
・もう一度、別の方に読んでもらいたい。 
「読む人、聞く人の役割を決めて、『わらしべちょうじゃ』を読み合

いましょう。」 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『日づけとよう日』を学習します。 

 

指導のポイント 

 〇物語を楽しむために、教科書の拡大した挿絵を活用する。教科書１２６を指で確認し、面白い部分に線

を引きながら聞くなど工夫をする。 
〇日本だけでなく海外の昔話についても知っている話を発表させ、物語を読んでみたいという意欲を高め

るようにする。 
○補習校の図書館にある昔話の本を紹介することにより本を読み前に学習した読書カードの活用を図る。 
○子どもたちが自ら主体的に読み進めていけるようにするためには、挿絵を順に追っていくことにより、

物語の筋の展開を考えたり挿絵に描かれた人物の様子や表情から、その場面の人物の心情を想像したり

した上で、それを叙述によって確かめていくとよい。 
 

わらしべちょうじゃのはなしを たのしもう 



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

め
あ
て 

 

は
な
し
を
た
の
し
も
う 

  
 

 

も
も
た
ろ
う 

 

か
さ
こ
じ
ぞ
う 

 

こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん 

 

き
ん
た
ろ
う 

  

あ
か
ず
き
ん 

 

の
お
ん
が
く
た
い 

  
○
さ
し
え
を
み
て 

お
は
な
し
を
き
こ
う 

   
 

 
  
 
 
 

   

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・日本の昔話について知っている話を発表

させる。 
「知っている日本の昔話はありますか、」 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 

③おもしろかったところや、気に入ったところに

ついて、友だちと感想を交流させる。 
「話を聞いて、おもしろかったところや心に残っ

たところを友だちに伝えよう。 
・近くの友だちに感想を伝えさせる。 
・全員の前で感想を伝えさせる。 

②教科書の挿絵を見せながら「わらしべちょうじゃ」

を読み聞かせをする。 
「教科書 P62～P63 の挿絵を見て、どんな話か想像し

てみよう。」 
「これから、『わらしべちょうじゃ』を読みます。

挿絵を見ながら聞いて下さい。」 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『日づけとよう日』を学

習します。 

④本の楽しみ方を知らせる。 
「お話しを聞きました。それ以外にど

んな楽しみ方がありますか。」 
・自分で読んでみたい。 
・だれかに読んであげたい。 
・もう一度、別の方に読んでもらいた

い。 
「読む人、聞く人の役割を決めて、『わ

らしべちょうじゃ』を読み合いま  

しょう。」 



き
い
て

た
の
し
も
う

ｗ
59

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

○
し
っ
て
い
る

む
か
し
ば
な
し

○
ど
ん
な

お
は
な
し
か
、

（

）
に
で
て
く
る
ひ
と
は
だ
れ
か

（

）
と
こ
ろ
は
ど
こ
か

か
ん
が
え
な
が
ら
、
お
は
な
し
を
き
き
ま
し
ょ
う
。



き
い
て

た
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も
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記
入
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ｗ
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い
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な
ま
え
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め
あ
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わ
ら
し
べ
ち
ょ
う
じ
ゃ
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は
な
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の
し
も
う

○
し
っ
て
い
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む
か
し
ば
な
し

も
も
た
ろ
う

か
さ
こ
じ
ぞ
う

こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん

い
っ
す
ん
ぼ
う
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○
ど
ん
な

お
は
な
し
か
、

お
は
な
し
に
で
て
く
る
ひ
と
は
だ
れ
か

お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か

か
ん
が
え
な
が
ら
、
お
は
な
し
を
き
き
ま
し
ょ
う
。



６０ 

題 材 名  「日づけとよう日」（第１時／全１時間） 

 

目  標  日付と曜日の言い方を理解し、漢字で読んだり書いたりすることができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと      伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「日づけと よう日」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

③ 「日づけと よう日について かんがえよう。」 

④  日づけの呼び方・書き方を教え、日づけ歌を唱えさせる。 

・ 教師が日づけ歌を板書し、唱える。 

・ 日づけ歌を読ませる。 

「 リズムにのって、読んでみましょう。」 

・ 漢数字と違う読み方の日づけを取り出して、ノートに書かせる。 

「 一日 （ついたち）・二日 （ふつか）・三日 （みっか） 六日 （

むいか）・十日（とおか）・二十日 （はつか）」  

⑤  日づけ歌を視写させる。 

・ 月日や句読点などに注意して視写させる。 

・ 書き誤りはないか、自分で見直しさせる。  

「 、や。の付け忘れがないか確かめましょう。」 

⑥  曜日の呼び方・書き方を教え、曜日歌を作る。 

・ 曜日歌を音読させる。 

「 リズムにのって、読んでみましょう。」  

・ 漢字と曜日の読み方を比べて気がついたことを発表する。  

・ 曜日歌を正しく視写させる。 

⑦  新出漢字と片仮名の読み書きの練習をさせる。（発展） 

 

 

・本時の目標を読む。 

・日づけの呼び方や書き方を知

る。 

・日づけ歌を唱える。 

 

・ノートに日づけを書く。 

 

 

・日づけ歌を視写する。 

・書いた文を見直す。 

 

・曜日歌を唱える。 

・気づいたことを発表する。 

・曜日歌を視写する。 

 

・ノートに漢字やカタカナを書

く。 

 

指導のポイント 

 

○ 唱え方の工夫 

・ 調子よく、リズミカルに唱えることができるよう、何度も繰り返し音読する。 

① 教師と児童の掛け合いをして。 

② 児童同士で分担して。 

③ 声の大きさや表情を変えて。 

④ 手拍子を打ちながら。 

など。 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
づ
け
と 

よ
う
日 

    

日 

づ 

け 

う 

た  

一 

月 

一 

日 

お 

正 

月 

。  

二 

月 

二 

日 

は 

み 

ん 

な 

で 

こ 

た 

つ 

。  

三 

月 

三 

日 

は 

も 

も 

の 

花 

。  

四 

月 

四 

日 

は 

さ 

く 

ら 

の 

花 

見 

。  

五 

月 

五 

日 

は 

こ 

い 

の 

ぼ 

り 

。  

六 

月 

六 

日 

は 

わ 

か 

ば 

の 

こ 

み 

ち 

。  

七 

月 

七 

日 

は 

天 

の 

川 

。  

八 

月 

八 

日 

は 

な 

つ 

や 

す 

み 

。  

九 

月 

九 

日 

虫 

の 

こ 

え 

。  

十 

月 

十 

日 

は 

ハ 

イ 

キ 

ン 

グ 

。  

十 

一 

月 

十 

一 

日 

お 

ち 

ば 

ひ 

ろ 

い 

。  

十 

二 

月 

二 

十 

日 

は 

、 

早 

く 

こ 

い 

こ 

い 

お 

正 

月 

。  

よ 
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日 

う 

た 
 

お 

日 

さ 

ま 

大 

す 

き 

、 

日 

よ 

う 

日 

。  

月 

が 

出 

た 

出 

た 

、 

月 

よ 

う 

日 

。  

火 

の 

よ 

う 

じ 

ん 

だ 

、 

火 

よ 

う 

日 

。  
ホ 
ー 

ス 

で 

水 

ま 

き 

、 

水 

よ 

う 

日 

。  
く 
り 
の 

木 

見 

つ 

け 

た 

、 

木 

よ 

う 

日 

。  

お 

金 
を 
も 

ら 

っ 

た 

、 

金 

よ 

う 

日 

。  

土 

あ 

そ 
び 
す 

る 

、 

土 

曜 

日 

だ 

。  
 

あ 

た 

ら 

し 

い 
か 

ん 

じ 

と 

か 

た 

か 

な  

花 

（ 

は 

な 
） 

 
 

 
 

 
 

ホ  

火 

（ 

ひ 

）
（ 
か 
） 

 
 

 

キ  

金 

（ 

か 

ね 

）
（ 
き 

ん 

） 

ロ  

土 

（ 

つ 

ち 

）
（ 

ど 
） 

 
 

ウ 

日
づ
け
と 

よ
う
日
に
つ
い
て 

か
ん
が
え
て
み
よ
う 

①  題材名「日づけとよう日」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせ、めあてを確認する。 

・めあてを確認する。 

③日づけ歌を示す。 
板書し、範読する。唱えさせる。 
④日づけ歌を視写させる。 

漢数字と違う読み方の日づけを取り出し

て、ノートに書かせる。 

⑥新出漢字と片仮名の読み書きの練習をさせる。 

⑤曜日歌を示す。 
・板書し、範読する。唱えさせる。 
漢字と曜日の読み方を比べさせる。 
正しく視写させる。 

休 

み
。

は
。

花
　
（
は
な
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

休
　
（
や
す
）
（
き
ゅ
う
）
　
　
　
ウ

金
　
（
か
ね
）
（
き
ん
）
　
　
　
　
エ

土
　
（
つ
ち
）
（
ど
）
　
　
　
　



日 づ け と よ う 日                                               ｗ 60  

         一 ね ん  く み  な ま え （            ） 

 ○ よ う 日 う た を て い ね い に か き う つ し ま し ょ う 。 
    

    

 
    

    

 
    

    

 
    

    

 
       

     

 
     

    

 
    

    



日 づ け と よ う 日              記 入 見 本 例                           ｗ 60  

         一 ね ん  く み  な ま え （            ） 

 

 ○ よ う 日 う た を て い ね い に か き う つ し ま し ょ う 。 
 お  日  さ   ま   大 す き 、

 日   よ  う   日  。
 

 月   が  出   た 出 た 、

 月   よ  う   日  。

 
 火   の  よ   う じ ん だ 。
 火   よ  う   日   は 。

 
 ホ  ー ス  で  水 ま き 、

 水   よ  う   日  。

 
  く   り  の   木 見 つ け た  。  

 木   よ  う   日  。  

 
  お  金  を    も ら っ た 、

 金   よ  う   日  。

 
 土   あ  そ   び  す る 、

 土   よ  う   日   だ 。

 



６１ 

題 材 名  「てがみで しらせよう」①（第１時／全２時間） 

目  標 〇丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて手紙を書くことができる。 

     ・学習を生かして身近な人に手紙を書こうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｂ 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・手紙を書いたりもらったりした経験を発表させる。 

「今まで､手紙を書いたりもらったりしたことがありますか。」 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに、子どもたちにもめあてを

読ませる。 

・手紙を書いたりもらったりした

経験を発表する。 

・P.66を読む。 

 

 

 

 

・書く相手を決める。 

・知らせたいことを考える。 

 

 

 

・手紙に書く内容を決める。 

 

 

 

 

 

・手紙を書く。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②誰に、どんなことを知らせたいかを考えさせる。 
･教材文を読み、「うれしかったことや楽しかったことを､手紙に 
書いて知らせよう」という学習意欲を高めさせる。 

・相手と書く題材を考えさせる。 
 
「日本にいるおじいちゃんやおばあちゃん、そして友達に、知らせた

いことを手紙に書きましょう。」 
「どんなことを知らせたいですか。」 
 
③手紙の書き方を知らせる。 
「教科書P.67を参考にして､手紙にはどんなことを書いたらよいでし

ょうか。」 
「相手の名前と自分の名前を書きましょう。」 
・相手の名前     ・相手のことを考えたひと言 
・自分が伝えたいこと ・自分の名前 
 
④手紙を書かせる。 
「伝えたいことをわかりやすく、ていねいな文字で書くようにしまし

ょう。」 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、書いた手紙を完成させます。」 
 

 

指導のポイント 

 〇海外で生活をする子どもたちにとって、手紙を日本語で書いてやりとりするという経験は､日本語学習を

発展させていく意味からも極めて意義深いことである。本教材は､学習の生活化といった視点からも大

切に扱いたい。実際は、インターネットを使用して、直接会話をしたりパソコンで文字を打ち込んだり

することが多いが手書きの手紙をもらったり書いたりすることの意味についても考えさせたい。 
〇手紙を受け取る人の気持ちを思い浮かべさせながら手紙を書きたいという意欲を高めさせるようにした

い。（親戚や友達からの手紙や年賀状が実際に準備できるとなおよい、） 
○楽しかったこと、見つけたこと、知らせたことなど手紙に書きたい内容を自由に考えさせ手紙を書く目

的をしっかりもたせる。 
○ここでの活動は、切手を貼って送るということを前提とした手紙としているが､学級の実態や補習校の状

況によっては、ＰＣ機器を活用してＥメールを使用することも考えられる。 
○手紙の発送にいては、各家庭にお願いして任せてもよい。 
 

・・・にてがみをかいて しらせよう 



板書例 
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○
て
が
み
を
か
こ
う 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・手紙を書いたりもらったりした経験を発

表させる。 
「今まで､手紙を書いたりもらったりした

ことがありますか。」 

③手紙の書き方を知らせる。 
「教科書 P.67 を参考にして､手紙にはどんなこと

を書いたらよいでしょうか。」 
「相手の名前と自分の名前を書きましょう。」 
・相手の名前  ・相手のことを考えたひと言 
・自分が伝えたいこと ・自分の名前 

②誰に、どんなことを知らせたいかを考えさせる。 
･教材文を読み、「うれしかったことや楽しかったこ 
とを､手紙に書いて知らせよう」ということを知ら

せ、学習意欲を高めさせる。 
・相手と書く題材を考えさせる。 
「日本にいるおじいちゃんやおばあちゃん、そして

友達に、知らせたいことを手紙に書きましょう。」 
「どんなことを知らせたいですか。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、書いた手紙を完成さ

せます。」 

④手紙を書かせる。 
「伝えたいことをわかりやすく、てい

ねいな文字で書くようにしましょ

う。」 
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６２ 

題 材 名  「てがみで しらせよう」②（第２時／全２時間） 
目  標 〇手紙を読み返し、間違いを正したり､語と語や文と文との続き方を確かめたりして手紙を完成さ 

 せることができる。 

     ・学習を生かして身近な方に手紙を書こうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｂ 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・手紙を仕上げさせる。 

「手紙の続きを書いて、手紙を仕上げよう。」 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに、子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

・書く相手と知らせたい内容を 

 確認する。 

 

 

 

 

・手紙を完成させる。 

 

 

 

・手紙を見直しする。 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②誰に、どんなことを知らせたいかをもう一度確認させる。 
「手紙を書いている相手や知らせたいことを確認しましょう。」 
・書く相手 
・手紙に書きたい内容 
 
③手紙を完成させる。 
「手紙を最後まで完成させましょう。」 
 
 
④書いた手紙の見直しをさせる。 
・見直しの視点 
『相手の名前 書きたいこと 自分の名前』が書かれているか。 

 文字の間違いがないか。 
 言葉と言葉のつなぎでおかしいところはないか。 
「自分の手紙を 読み返しましょう。」 
・手紙を書いた感想について交流させる。 
 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『詩を 声に出して読もう』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 〇書いた手紙を読み返し訂正した方がよい場合は、訂正していくことを大事にする。その際の視点として

・相手の名前が書いてあるか。     
・書きたいことがわかるように書いてあるか。 
・自分の名前が書いてあるか。 
・文字が正しく書かれているか。 
・言葉と言葉のつなぎでおかしいところはないか。 

○書いた手紙は､実際に送付して相手から返事が返ってくる交流を通すことで手紙を書く活動の意欲を継

続させていきたい。そのためにも保護者の協力を得るようにする。（手紙また、メールでも相手にだす。） 
○早く書き終わった子どもには、絵やイラストを入れても良いこととする。 
 
 
 
 
 
 

・・・にてがみをかいて しらせよう 



板書例 
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①題材名とめあてを黒板に書く。 
・手紙を仕上げさせる。 
「手紙の続きを書いて、手紙を仕上げよう。」 ③手紙を完成させる。 

「手紙を最後まで完成させましょう。」 

②誰に、どんなことを知らせたいかをもう

一度確認させる。 
「手紙を書いている相手や知らせたいこと

を確認しましょう。」 
・書く相手 
・手紙に書きたい内容 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『声に出して読もう』

を学習します。 

④書いた手紙の見直しをさせる。 
・見直しの視点 
『相手の名前 書きたいこと 自分の名前』が

書かれているか。 
文字の間違いがないか。 
言葉と言葉のつなぎでおかしいところはない

か。 
「自分の手紙を 読み返しましょう。」 
・手紙を書いた感想について交流させる。 



て
が
み
を

か
こ
う

ｗ62

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

○
て
が
み
を

か
く

あ
い
て

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん

・・・
○
て
が
み
に

か
く

こ
と

・・・



て
が
み
を

か
こ
う

記
入
見
本

ｗ
62

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

（

）
に
て
が
み
を
か
い
て

し
ら
せ
よ
う
。

○
て
が
み
を

か
く

あ
い
て

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

・
と
も
だ
ち

・
た
い
け
ん
に
ゅ
う
が
く
し
た
が
っ
こ
う

○
て
が
み
に

か
く

こ
と

・
あ
い
て
の
こ
と
を
か
ん
が
え
て

・
つ
た
え
た
い
こ
と

・
じ
ぶ
ん
の
な
ま
え



お
て
が
み

び
ん
せ
ん



６３ 

題 材 名  「こえにだして よもう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読することができる。 

     ・音読を楽しもうとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｃ 読むこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを書く。 
・本文を張り出し､全員が集中して読めるようにさせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに、子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・カタツムリについて確認する。 

・詩を聞く。 

 

 

・読む。 

・感想を発表する。 

 

 

・はちみつについて確認する。 

・詩を聞く。 

 

 

･詩を読む。 

･感想を発表する。 

 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書P68をゆっくり、ていねいに読んで聞かせる。 
・かたつむりを知っているか、確かめさせる。 
「かたつむりを知っていますか。」 
「『かたつむりのゆめ』を 読みます。どんな、ゆめか考えながら聞

いて下さい。」 
・全員に読ませてみる。 
「みんなで 読んでみましょう。」 
・詩の感想を発表させる。 
「かたつむりは、どんな夢をみているのでしょうか。」 
・字と字を空けている意味をどう表現したらよいか考えさせる。 
 
③教科書P69をゆっくり、ていねいに読んで聞かせる。 
・はちみつを知っているか､確かめさせる。 
「はちみつを知っていますか。」 
「『はちみつの ゆめ』を読みます、どんなゆめか考えながら聞いて

下さい。」 
・全員に読ませる。 
「みんなで 読んでみましょう。」 
･詩の感想を発表させる。 
「はちみつは、どんな夢をみているのでしょうか。」 
・字と字を空けている意味をどう表現したらよいか考えさせる。 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ききたいな、ともだちの はなし』を学習しま 
す。」 

 

指導のポイント 

 〇作者の気持ちを想像しながら詩を音読するために、読む速度を変えたり､動作化したりして、いろいろな

読み方を楽しむようにする。 
 ○かたつむりやはちみつについて絵や写真を通して確認させる。 
○先生のほめ言葉が大事であり、みんなの前で自信をもって読めるように励まし、賞賛する。 
・具体的にほめるようにしたい。 
・ジェスチャーを交えたり､はっきり話したり､ゆっくり話したり､静かに話したり・・・一人一人工夫した

表現方法を具体的に賞賛するようにする。 
○字と字を空けている意味をどう表現したらよいか考えさせる。 
 
 

かたつむりの ゆめ  はちみつの ゆめ 



 
板書例 
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①題材名とめあてを書く。 
・本文を張り出し､全員が集中して読める

ようにさせる。 

③教科書 P69 をゆっくり、ていねいに読んで聞か

せる。 
・はちみつを知っているか､確かめさせる。 
「はちみつを知っていますか。」 
「『はちみつの ゆめ』を読みます、どんなゆめ

か考えながら聞いて下さい。」 
・全員に読ませる。 
「みんなで 読んでみましょう。」 
･詩の感想を発表させる。 
「はちみつは、どんな夢をみているのでしょう

か。」 
・字と字を空けている意味をどう表現したらよい

か考えさせる。 
 

②教科書 P68 をゆっくり、ていねいに読んで聞かせ

る。 
・かたつむりを知っているか、確かめさせる。 
「かたつむりを知っていますか。」 
「『かたつむりのゆめ』を 読みます。どんな、ゆ

めか考えながら聞いて下さい。」 
・全員に読ませてみる。 
「みんなで 読んでみましょう。」 
・詩の感想を発表させる。 
「かたつむりは、どんな夢をみているのでしょう

か。」 
・字と字を空けている意味をどう表現したらよいか

考えさせる。 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ききたいな、とも

だちの はなし』を学習します。」 
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６４ 

題 材 名  「ききたいな、ともだちのはなし」（第１時／全１時間） 

目  標 〇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを集中して聞き、話の内容を捉えて感想を持つ

ことができる。 

     ・積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述べようとすることができる。（主体的に学習に取り

組む態度） 

領 域 等  Ｃ 読むこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・ききたいな、ともだちのはなし 
本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にするた

めに子どもたちにもめあてを

読ませる。 

 

 

 

・範読を聞く。 

・話の仕方や聞き方を知る。 

 

・先生の話を聞く。 

 

 

 

 

・好きな本の紹介をする。 

・友達の話を聞く。 

・感想や質問をする。 

 

・グループで上記の活動を行う。 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書P70～P71を使って、学習の進め方を知らせる。 
・範読をする。 
・めあてにそって、大切な会話部分を知らせる。 
『私が好きなお話しは､○○です。△△のところが面白いです。』 
『どうして、どろんこになったのですか。』 
・教師が好きな本の紹介の仕方をする。 
「これから先生が好きな本の紹介をします。それは、○○です。先生

の好きな所は、△△です。」「何か質問はありませんか。」 
 
③子どもたちが好きな本を友達に紹介させたり質問や感想を述べさ

せたりする。 
「自分の好きな本を友達に紹介しよう。」 
「友達は、どんな話が好きなのか考えながら聞きましょう。」 
「友達の話を聞いて､もっと知りたいことや感想を述べましょう。」 
・４人から６人程度のグループになり上記の活動を行わせる。 
 
 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、ことばあそび』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 〇どの本を友達に紹介するか。事前に決めさせておく。 
○話をするときや聞くときの約束をする。 

・話す人は、自分が伝えたいことを絞って伝える。 
・聞く人は、話す人の方を見て聞く。 
・特に伝えたいことをメモにしておく。 
・話す側と聞く側の子どもは、全員が経験できるように４人～６人程度の小グループで活動させる。 

○子どもたちは､思いついたことをいろいろと質問をすると思うができるだけ許容する。 
 
 
 
 

 

ともだちのはなしをきいて しつもんしよう。 



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

め
あ
て 

と
も
だ
ち
の
は
な
し
を
き
い
て 

 
 

   
 

○
じ
ぶ
ん
の
す
き
な 

ほ
ん
の 

 
  

ほ
ん
の
な
ま
え 

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

○
し
つ
も
ん 

 
 

○
か
ん
そ
う 

    
 

 
 

○
グ
ル

 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 

③子どもたちが好きな本を友達に紹介させたり

質問や感想を述べさせたりする。 
「自分の好きな本を友達に紹介しよう。」 
「友達は、どんな話が好きなのか考えながら聞き

ましょう。」 
「友達の話を聞いて､もっと知りたいことや感想

を述べましょう。」 
・４人から６人程度のグループになり上記の活動

を行わせる。 

②教科書 P70～P71 を使って、学習の進め方を知ら

せる。 
・範読をする。 
・めあてにそって、大切な会話部分を知らせる。 
『私が好きなお話しは､○○です。△△のところが

面白いです。』 
『どうして、どろんこになったのですか。』 
・教師が好きな本の紹介の仕方をする。 
「これから先生が好きな本の紹介をします。それ

は、○○です。先生の好きな所は、△△です。」

「何か質問はありませんか。」 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『たのしいな、こと

ばあそび』を学習します。 



き
き
た
い
な

と
も
だ
ち
の
は
な
し

ｗ
64

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
て

○
じ
ぶ
ん
の

す
き
な

ほ
ん
の

し
ょ
う
か
い

ほ
ん
の
な
ま
え

す
き
な

と
こ
ろ

○
し
つ
も
ん
や
か
ん
そ
う

め
あ
て



き
き
た
い
な

と
も
だ
ち
の
は
な
し

記
入
見
本

ｗ
64

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
てと

も
だ
ち
の

は
な
し
を

き
い
て

し
つ
も
ん
し
よ
う
。

○
じ
ぶ
ん
の

す
き
な

ほ
ん
の

し
ょ
う
か
い

ほ
ん
の
な
ま
え

「
ど
ろ
ん
こ

ハ
リ
ー
」

す
き
な

と
こ
ろ

ハ
リ
ー
が
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ

○
し
つ
も
ん
や
か
ん
そ
う

ハ
リ
ー
は
、
ど
う
し
て
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

め
あ
て



６５ 

題 材 名  「たのしいな、ことばあそび」（第１時／全１時間） 

目  標 〇身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊かにすることができる。 

     ・身近なことを表す言葉に関心をもって、言葉遊びを楽しもうとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  言葉の特徴や使い方 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にす

るために子どもたちにも

めあてを読ませる。 

 

 

 

・言葉遊びの内容を知る。 

・トマト 

・さくら 

・さいふ 

 

 

・言葉遊びを楽しむ。 

 

 

 

 

・言葉遊びを楽しむ。 

 

・言葉遊びができる問題を 

つくる。 

・自分たちが作った問題で楽

しむ。 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書P.72を使って、言葉を増やす遊びをすることを知らせる。 
・教科書の答えの部分は隠しておくようにさせる。 
・一字 増やして､言葉を変身させる遊びをすることを理解させる。 
「『まと』の上に『と』を入れると、どんな言葉に変身するでしょう 

か。」 
「『さら』の字の間に、『く』を入れると、どんな言葉に変身する 
でしょうか。」 
 

③教科書P73の上を使って、言葉を増やす遊びをすることを知らせる。 
・一字入れるとどんな言葉に変身するかの遊びであることを理解させる。 
「『たい』にどんな言葉をいれたら絵のような言葉になりますか。」 
「『いか』にどんな言葉をいれたら絵のような言葉になりますか。」 
「『たき』にどんな言葉をいれたら絵のような言葉になりますか。」 
 
④教科書P73の下を見て、言葉遊びをさせる。 
・二文字増やしたり文字に点々をつけたりして言葉を変身させる遊びをさ

せる。 
 
⑤P.72～P.73を参考に問題を作ったり楽しんだりすることできるようさ

せる。 
「きょう学習したことを参考に問題を作って､友達と遊びましょう。」 
 
⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『たぬきの糸車』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 〇教科書の答えの部分を見えないように隠して、問いかけをする。 
○教科書を参考にじぶんで言葉遊びのルールを決め、問題を作る。 
○子どもたちの中には､言葉が出てきても意味の知らないものが出てくる可能性がある。その際は、補足説

明を加える。（たきび、いかだなど） 
 
 
 
 
 
 

ことばをへんしんさせよう 



板書例 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

こ
と
ば
を
へ
ん
し
ん
さ
せ
よ
う 

  

め
あ
て 

 

○
一
字

 

へ
ん
し
さ
せ
よ
う 

  ま
と 

う
え
に 

と
を 

ふ
や
す
と 

と
ま
と 

     
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

○
へ
ん
し
ん
さ
せ
よ
う 

た
い→

こ 

た
い→

や 
    

 
 

○

 
 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 

③教科書 P73 の上を使って、言葉を増やす遊びを

することを知らせる。 
・一字言葉を入れるとどんな言葉に変身するかの

遊びであることを理解させる。 
「『たい』にどんな言葉をいれたら絵のような言

葉になりますか。」 
「『いか』にどんな言葉をいれたら絵のような言

葉になりますか。」 
「『たき』にどんな言葉をいれたら絵のような言

葉になりますか。」 

②教科書 P72 を使って、言葉を増やす遊びをするこ

とを知らせる。 
・教科書の答えの部分は隠しておくようにさせる。 
・一字 増やして､言葉を変身させる遊びをするこ

とを理解させる。 
「『まと』の上に『と』を入れると、どんな言葉に

変身するでしょうか。」 
「『さら』の字の間に、『く』を入れると、どんな

言葉に変身するでしょうか。」 

⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『たぬきの糸車』を

学習します。」 

④教科書 P.73 の下を使って、言葉遊び

をさせる。 
・二文字増やしたり文字に点々をつけた

りして言葉を変身させる遊びをさせる。 
⑤P.72～P.73を参考に問題を作ったり楽

しんだりすることできるようさせる。 
「きょう学習したことを参考に問題を

作って､友達と遊びましょう。」 



た
の
し
い
な
、
こ
と
ば
あ
そ
び

ｗ
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た
い
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た
い
→
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→
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→
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→
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き
→
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一
字
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や
し
て
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こ
と
ば
を
へ
ん
し
ん
さ
せ
よ
う
。

ま
と
の
上
に

と
を
ふ
や
す
と

ト
マ
ト

さ
ら
の
あ
い
だ
に

く
を
ふ
や
し
て

さ
く
ら

さ
い
の
下
に

ふ
を
ふ
や
し
て

さ
い
ふ

つ
ぎ
の
も
じ
を
へ
ん
し
ん
さ
せ
よ
う
。

た
い
→
た
い
こ

た
い
→
タ
イ
ヤ

い
か
→
す
い
か

い
か
→
い
か
だ

た
き
→
た
ぬ
き

た
き
→
た
き
び



６６ 

題 材 名  「たぬきの糸車」①（第１時／全４時間） 

 

目  標  大まかな内容をとらえ，学習のめあてを知ることができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「日づけと よう日」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「あらすじを つかんで がくしゅうの めあてを しろう」 

③ 全文を読んで、あらすじをつかむ 

「挿絵を見ながらお話を聞きましょう。」 

④ 登場人物の様子や心情を想像しながら、感想を発表しあう。 

⑤ 次時の予告をする。 

「たぬきの糸車」の紙芝居を作ります。次の時間は準備をしていき

ましょう。」 

 

 

 

・範読に続いて、共読みをする 

 

・挿絵と対応させながら、場面

を正しく押さえる。 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 

○ いつ頃、どこで、誰が、誰に、何をした、ことをしっかり読み取れるようにゆっくり読み聞かせる工夫も必要

である。 

○ 糸ぐるまを知らない児童もいるので，何をする道具かを説明しても良い。 

○ おもしろかったところや好きな場面に，線や四角く囲ませる工夫も必要。 

 

 

 

 

 

 

 

題材名　「たぬきの糸車」を黒板に書く



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
ぬ
き
の
糸
車 

    

〇
こ 

の 

お 

は 

な 

し 

は 

、 

ど 

ん 

な 

お 

話 

で 

し 

ょ 

う 

。  

・ 

た 

ぬ 

き 

が 

で 

て 

く 

る 

お 

話 

。  

・ 

糸 

車 

が 

で 

て 

く 

る 

お 

話 

。  

・ 

つ 

る 

の 

お 

ん 

が 

え 

し 

に 

に 

た 

お 

話 

。  

 

〇
お 

は 

な 

し 

に 

は 

ど 

ん 

な 

人 

や 

い 

き 

も 

の 

が 

で 

て 

き 

た 

か 

。  ・ 

き 

こ 

り 

の 

ふ 

う 

ふ  

・ 

た 

ぬ 

き 

 

〇 

お
も 

し 

ろ 

か 

っ 

た 

と 

こ 

ろ 

、 

こ 

こ 

ろ 

に 

の 

こ 

っ 

て 

い 

る
と 

こ 

ろ  

・ 
た 

ぬ 

き 

が 

糸 

車 

を 

ま 

わ 

し 

て 

い 

る 

と 

こ 

ろ  
・ 
お 
か 
み 

さ 

ん 

が 

た 

ぬ 

き 

を 

に 

が 

し 

て 

い 

る 

と 

こ 

ろ  

・
「 

キ 
ー 
ク 
ル 

ク 

ル 

」 

や 

「 

く 

る 

り 

く 

る 

り 

」
「 

ぴ 

ょ  

ん 

こ 

ぴ 
ょ 
ん 
こ 

」 

な 

ど 

の 

言 

葉 

が 

お 

も 

し 

ろ 

い 

。 

あ
ら
す
じ
を
つ
か
ん
で
、
が
く
し
ゅ
う
の
め
あ
て
を
し
ろ
う 

①  題材名「たぬきと糸車」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③たぬきの糸車をまず教師が全文を読む。 
その後、共読みをさせる。 

 

④ 登場人物を確認する。 

⑥この物語を読んだ後、みんなで紙芝居作りをする

ことを伝える。 

⑤この話で、おもしろかったところを、心

に残っているところをワークシートに書か

せる。 

題材名　「たぬきの糸車」を黒板に書く



 た ぬ き の 糸 車 ①                                                        ｗ 66  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

こ の お は な し に は 、 ど ん な 人 や い き も の が で て き ま し た か 。 
  

 

 

 

こ の お は な し で 、 お も し ろ か っ た と こ ろ 、 こ こ ろ に の こ っ て い る と こ ろ

を は っ ぴ ょ う し よ う 。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た と え ば た ぬ き が 糸 車 を ま わ し て い る と こ ろ



 た ぬ き の 糸 車 ① （ 記 入 例 ）                                    ｗ 66  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

こ の お は な し に は 、 ど ん な 人 や い き も の が で て き ま し た か 。 
 き こ り の ふ う ふ 

た ぬ き  

 

こ の お は な し で 、 お も し ろ か っ た と こ ろ 、 こ こ ろ に の こ っ て い る と こ ろ

を は っ ぴ ょ う し よ う 。 

 
 

 

 

 

 

 お か み さ ん が た ぬ き を に が し て い る と こ ろ が お も し ろ か っ た で す 。 

「 キ ー ク ル ク ル 」 「 く る り く る り 」 「 ぴ ょ ん こ ぴ ょ ん こ 」 な ど の こ と ば が お も  

し ろ い と 思 い ま し た 。 

 

 

 

 

 

 

 あ ら す じ を つ か ん で 、 が く し ゅ う の め あ て を し ろ う 。  

た と え ば た ぬ き が 糸 車 を ま わ し て い る と こ ろ



６７ 

題 材 名  「たぬきの糸車」②（第２時／全４時間） 

 

目  標  紙芝居を作ることができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  本時のめあてを知る。 

「ともだちと 力をあわせて かみしばいを つくろう」 

②  一の場面をかいたり、色を塗ったりする。 

「一の場面に取り掛かりましょう。」 

・わなの絵など想像したものを、事前に書きこんだり、色合いを考

えたりしておく。 

③ 場面ごとに色を塗ったり、言葉を増やしたりする。 

・二の場面、三の場面と進めていく。 

 

 

 

 

④ 家庭学習としてできる作業を確かめ合う。 

「持ち帰って、おうちでできる作業について、友達ともしっかり話

し合って確かめておきましょう。」 

 

・めあてをワークシートに書き

込む。 

 

 

・グループや周囲の友達どうし

で役割を決めておくとよい。 

 

 

 

 

 

・家庭学習として、漢字練習も

渡す。 

 

 

指導のポイント 

 

○ １～３場面で，自分の好きな言葉や，好きな場面を赤鉛筆で印を付けてもよい 

○ 好きな言葉や場面からどんなイメージをもったかを聞いてあげることを必要。 

○ 一場面の風景（情景）が分かるようなところに，色鉛筆で線を引かせるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
ぬ
き
の
糸
車 

    

一 

の 

ば 

め 

ん  

・ 

や 

ま 

お 

く 

の 

い 

っ 

け 

ん 

や 

な 

の 

で 

ま 

わ 

り 

に 

は 

い 

え 

が 

な 

い 

。  

 

二 

の 

ば 

め 

ん  

・ 

や 

ぶ 

れ 

し 

ょ 

う 

じ  

・ 

く 

り 

く 

り 

し 

た 

目 

玉  

・ 

月 

の 

明 

る 

い 

し 

ょ 

う 

じ  

 

三 

の 

ば 

め 

ん  

・ 

キ 

ャ 

ー 

と 

い 

う 

さ 

け 

び 

ご 

え  
・ 
こ 
わ 

ご 

わ 

い 

っ 

て 

み 

る 
 

 

力
を
あ
わ
せ
て 

か
み
し
ば
い
を 

つ
く
ろ
う 

①  題材名「たぬきと糸車」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③山奥の一軒家であることを押さえ、周り

には家がないことを確認させてから一の場

面の紙芝居作りに取り組む。 

④二の場面に出てくる、「やぶれしょう

じ」「くりくりした目玉」「月の明るいし

ょうじ」などの言葉を大事にして二の場面

の紙芝居作りに取り組ませたい。 

⑤さけびごえ、こわごわいってみるなどの

言葉を確認してから三の場面の紙芝居作り

に取り組む。 

⑥ 家庭学習としてできる作業を確かめる。 

題材名　「たぬきの糸車」を黒板に書く



  た ぬ き の 糸 車 ②                                                      ｗ 67  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

一 の ば め ん 。 
  

 

 

二 の ば め ん 。 
  

 

 

三 の ば め ん 。 
  

 

 

 



  た ぬ き の 糸 車 ② （ 記 入 例 ）                                  ｗ 67  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

一 の ば め ん 。 
  山 お く に き こ り の ふ う ふ が す ん で い ま し た 。 

 山 お く の い っ け ん や な の で ま い ば ん の よ う に た ぬ き が や っ て き て い た ず ら  

を し ま し た 。 

二 の ば め ん 。 
  や ぶ れ し ょ う じ  

 く り く り と し た 目 玉  

 月 の 明 る い し ょ う じ  

三 の ば め ん 。 
  さ け び ご え  

 こ わ ご わ い っ て み る 

 

 

 と も だ ち と 力 を あ わ せ て か み し ば い を つ く ろ う 。 



６８ 

題 材 名  「たぬきの糸車」③（第３時／全４時間） 

 

目  標  紙芝居を作ることができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  本時のめあてを知る。 

「ともだちと 力をあわせて かみしばいを つくろう」 

②  四の場面をかいたり、色を塗ったりする。 

「一の場面に取り掛かりましょう。」 

・わなの絵など想像したものを、事前に書きこんだり、色合いを考

えたりしておく。 

③ 場面ごとに色を塗ったり、言葉を増やしたりする。 

・五の場面、六の場面と進めていく。 

 

 

 

 

④ 家庭学習としてできる作業を確かめ合う。 

「持ち帰って、おうちでできる作業について、友達ともしっかり話

し合って確かめておきましょう。」 

※完成しない場合、家庭学習とする。 

 

・めあてをワークシートに書き

込む。 

 

 

・グループや周囲の友達どうし

で役割を決めておくとよい。 

 

 

 

 

 

・子ども同士が助け合って活動

できる雰囲気づくりに努める 

 

 

指導のポイント 

 

○ ４～６場面で，自分の好きな言葉や，好きな場面を赤鉛筆で印を付けてもよい 

○ 好きな言葉や場面からどんなイメージをもったかを聞いてあげることを必要。 

○ 教科書に載っていない，たぬきの気持ちやおかみさんの気持ちを言葉で表現してみることをアドバイスする

と良い。 

○ 絵を並べて，言葉の紙をどこに貼ればよいかを考えさせると良い。 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
ぬ
き
の
糸
車 

    

〇
四
の 

ば 

め 

ん 

 

・ 

は 

る 

に 

な 

っ 

て  

・ 

は 

ぁ 

て 

ふ 

し 

ぎ 

な 

ど 

う 

し 

た 

こ 

っ 

ち 

ゃ 

〇
五 

の 

ば 

め 

ん  

・ 

た 

ぬ 

き 

が 

じ 

ょ 

う 

ず 

な 

手 

つ 

き 

で 

糸 

を 

つ 

む 

い 

で 

い 

る  

 

〇
六 

の 

ば 

め 

ん  

・ 

ぴ 

ょ 

ん 

ぴ 

ょ 

こ 

お 

ど 

り 

な 

が 

ら 

か 

え 

っ 

て 

い 

き 

ま 

し 

た 

と 

さ 

。 

 
力
を
あ
わ
せ
て 

か
み
し
ば
い
を 

つ
く
ろ
う 

①  題材名「たぬきと糸車」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③吹き出しをつけたり、文を書き足したり

しながら四の場面を完成していくようにす

る。 

④糸を紡いでいるたぬきの気持ち、たぬき

を見たおかみさんの気持ちを考えさせなが

ら紙芝居作りに取り組ませたい。 

⑤帰って行くたぬきの様子からたぬき 
の気持ちを考えさせたい。 

⑥紙芝居の作り方をしっかりと確認させ、場面と読む文章は同じ紙で

はなく、ずれているということを理解させる。 

題材名　「たぬきの糸車」を黒板に書く



 た ぬ き の 糸 車 ③                                                         ｗ 68  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

四 の ば め ん 。 
  

 

 

五 の ば め ん 。 
  

 

 

六 の ば め ん 。 
  

 

 

 



 た ぬ き の 糸 車 ③ （ 記 入 例 ）                                         ｗ 68  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

 

四 の ば め ん 。 
  は る に な っ て 

 は あ て 、 ふ し ぎ な 。 ど う し た こ っ ち ゃ 。 

 

五 の ば め ん 。 
  た ぬ き が じ ょ う ず な 手 つ き で 、 糸 を つ む い で い る の で し た 。 

 

 

六 の ば め ん 。 
  ぴ ょ ん こ ぴ ょ ん こ お ど り な が ら か え っ て い き ま し た と さ 。 

 

 

 み ん な で た す け あ っ て か み し ば い を つ く り あ げ よ う 。 



 



６９ 

題 材 名  「たぬきの糸車」④（第４時／全４時間） 

 

目  標  話の内容がよく伝わるように工夫して声に出して読むことができる。 

 

領 域 名    Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

① 本時のめあてを知る。 

「かみしばいを ほかの人に見てもらって たのしんで もらおう」

 

② 自分たちで作った紙芝居を、いろいろな人に見てもらう。 

・大きな声で発表する。 

・情景や気持ちが分かるように、言い方を工夫する。 

 

③ 見てもらった人から、意見や感想をもらう。 

 

④ 学習を振り返って、自己評価する。 

 

 

⑤ いろいろな人たちにもらった感想などを、保護者にも伝えるように

する。 

 

・めあてをワークシートに書き

込む。 

・元気よく発表する。 

 

 

 

・見てもらった人から、意見や

感想をもらう。 

 

 

 

・子ども同士が助け合って活動

できる雰囲気づくりに努める 

 

 

指導のポイント 

 

○ 大きな声で，感情豊かに発表できるようにアドバイスする。 

○ 発表役の児童は机を使い，聞き手側は床に座って聞いた方がよい。 

床に座ることができない場合は，発表側の位置を少し高めにすると発表しやすい。 

○ 発表後に，おもしろかったところなどを伝えてあげる工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
ぬ
き
の
糸
車 

    

〇
か 

み 

し 

ば 

い 

を 

い 

ろ 

い 

ろ 

な 

人 

た 

ち 

に 

た 

の 

し 

ん 

で 

も 

ら 

う 

た 

め 

に 

は …
  

・ 

お 

お 

き 

な 

こ 

え 

で 

読 

む 

。 

 

・ 

き 

も 

ち 

が 

つ 

た 

わ 

る 

よ 

う 

に 

読 

む 

。  

・ 

ま 

わ 

り 

の 

よ 

う 

す 

が 

分 

か 

る 

よ 

う 

に 

読 

む 

。  

 

〇
は 

っ 

ぴ 

ょ 

う 

か 

い 

の 

か 

ん 

そ 

う  

・ 

お 

お 

き 

な 

こ 

え 

で 

は 

っ 

ぴ 

よ 

う 

で 

き 

た 

の 

が 

す 

ご 

か 

っ

た 

。  

・ 

た 

ぬ 

き 

の 

う 

れ 

し 

い 

き 

も 

ち 

が 

よ 

く 

つ 

た 

わ 

っ 

た 

。  

・ 

お 

か 

み 

さ 

ん 

の 

き 

も 

ち 

が 

よ 

く 

わ 

か 

っ 

た 

。  

 

〇
が 

く 
し 
ゅ 

う 

を 

ふ 

り 

か 

え 

っ 

て  

・ 

か 

み 

し 
ば 
い 
づ 

く 

り 

が 

と 

て 

も 

た 

の 

し 

か 

っ 

た 

。  

・ 

き 

ょ 

う 

り 

ょ 
く 
し 

て 

か 

み 

し 

ば 

い 

を 

つ 

く 

る 

こ 

と 

が 

で 

き 

た 

。  

・ 

か 

み 

し 

ば 

い 

の 

れ 

ん 
し 
ゆ 
う 

を 

い 

え 

で 

も 

が 

ん 

ば 

っ 

た 

。 

か
み
し
ば
い
を 

ほ
か
の
人
に 

見
て
も
ら
っ
て 

 

た
の
し
ん
で
も
ら
お
う 

①  題材名「たぬきと糸車」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③紙芝居を楽しんでもらうためのポイント

について前時の学習を想起させて確認す

る。 

④ 紙芝居を見てもらった人たちから、意見や感想を発表してもらう。 
※ 子どもたちの良さについて話してもらうようにする。 

⑤ ワークシートで学習を振り返って自己評価をする。 

題材名　「たぬきの糸車」を黒板に書く



 た ぬ き の 糸 車 ④                                                         ｗ 69  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

 

      め あ て 

 

「 か み し ば い づ く り 」 を と お し て 

が ん ば っ た こ と 
  

 

 

ほ か の ひ と か ら の メ ッ セ ー ジ 
  

 

 

か ん そ う  
  

 

 

 

 



  た ぬ き の 糸 車 ④ （ 記 入 例 ）                                    ｗ 69  

                     一 ね ん  く み 名 ま え （              ） 

      め あ て 

 

「 か み し ば い づ く り 」 を と お し て 

が ん ば っ た こ と 
  え を か く こ と を が ん ば っ た 。

 き よ う か し ょ の 文 を ま ち が え な い よ う に う つ し た 。

 ○ ○ さ ん と い っ し ょ に 、 か み し ば い づ く り を が ん ば っ た 。

ほ か の ひ と か ら の メ ッ セ ー ジ 
  お か み さ ん や た ぬ き の き も ち が 分 か る よ う な よ み か た で し た 。

 大 き な こ え で 読 ん で い た の で 、 す ご い な ぁ と 思 い ま し た 。

 ば め ん ご と の え が と て も じ よ う ず に か か れ て い て 、 び っ く り し ま し た 。

か ん そ う  
  か み し ば い づ く り は と て も た の し か っ た で す 。

 い え で も よ む れ ん し ゅ う を た く さ ん し ま し た 。

 ま た 、 じ ぶ ん で か み し ば い を つ く っ て み た い で す 。

 

 か み し ば い を ほ か の 人 に 見 て も ら っ て 、 た の し ん で も ら お う 。 



７０ 

題 材 名  「かたかなのかたち」（第１時／全１時間） 

 

目  標  話の内容がよく伝わるように工夫して声に出して読むことができる。 

 

領 域 名    B 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

① 題材名「かたかなのかたち」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

「かたちにきをつけて ていねいに かこう」 

③  似ている形の字を整理する。 

「まず、かたかなとひらがなでにている 字を しりましょう。」 

「次に、かたかなとかたかなでにている 字を しりましょう。」 

 

④ 間違えやすいかたかなを整理する。 

「間違えやすいかたかなについて練習しましょう。」 

 

 

⑤ 他のカタカナについても、確認する。 

「巻末のかたかな表を見て、自信をもって書けるか、一文字ずつ確認

しましょう。」 

 

 

・めあてをワークシートに書き

込む。 

 

・ワークシートに記入する。 

 

 

 

・一文字ずつ形を確認しながら

ワークシートに記入する。 

 

・カタカナをすべて確認して、

自信がないカタカナについて

は、ノートに書きだしておく

。 

 

指導のポイント 

 

○カタカナについては、ひらがなとの混同、カタカナ同士の混同が予想される。 

〇何度も書き直すなどの家庭学習も望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
た
か
な
の
か
た
ち 

    

 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

ひ
ら
が
な 

   

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 

か 
 

 

き 
 

 

せ 
 

 

も 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

か
た
か
な 

  
 

そ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ 

 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 

  

ん 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
 
 
 
 
 
 

 
 

し 

 

☆ 

か
た
ち
に 

き
を
つ
け
て 

か
い
て
み
よ
う 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

キ 

カ 

モ 

セ 

ソ 

ア 

ツ 

つ ツ 

ン 

マ 

シ 

し 

シ 

ネ 

ク 

タ 

イ 

テ ―
 

ブ 

シ 

ḕ 

ワ 

ミ

シ 

ン 
マ
フ 
ラ ―

 

ン 

オ 

ル 

ガ 

ル 

コ 
―

 

ヒ 
―

 

ヲ 
ー 

か
た
ち
に
き
を
つ
け
て 

て
い
ね
い
に 

か
こ
う 

①  題材名「かたかなのかたち」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③似ている形の字を整理する。 

④ 間違えやすいかたかなを整理する。 

⑤ 他のカタカナについても、確認する。 



  
か
た
か
な
の 

か
た
ち   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

ｗ
70 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ね
ん 

 
 

く
み 

 
 

名
ま
え
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

ひ
ら
が
な 

   

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 

か 
 

 

き 
 

 

せ 
 

 

へ 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

か
た
か
な 

  
 

そ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ 

 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 

  

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぬ 
 
 
 
 
 

 
 
 

し 

 

☆ 

か
た
ち
に 

き
を
つ
け
て 

か
い
て
み
よ
う 

                 

 

 

 

 

つ ツ 

  

  

 

し 

シ 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
  

 
 

 

 

 
 

 
 

 



  
か
た
か
な
の 

か
た
ち
（
記
入
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
     

ｗ
70 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ね
ん 

 
 

く
み 

 
 

名
ま
え
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

ひ
ら
が
な 

   

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 

か 
 

 

き 
 

 

せ 
 

 

も 

☆ 

に
て
い
る 

か
た
か
な 

と 

か
た
か
な 

  
 

そ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ 

 

－ 
 

 
 

 
 

 

－ 
 

 
 

 
 

 
 

－ 

  

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
 
 
 
 
 

 
 
 

し 

 

☆ 

か
た
ち
に 

き
を
つ
け
て 

か
い
て
み
よ
う 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

 

キ 

カ 

モ 

セ 

ソ 

ア 

ツ 

つ ツ 

ン 

マ 

シ 

し 

シ 

ネ 

ク 

タ 

イ 

テ ―
 

ブ 

シ 

ḕ 

ワ 

ミ

シ 

ン 

 

マ 

フ 

ラ ―
 

ン 

オ 

ル 

ガ 

ル 

コ 
―

 

ヒ 
―

 

ヲ 

ー 



７０ 

題 材 名  「ことばを 見つけよう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で使い、語彙を豊かにすることができる。 

     ・身近なことを表す言葉に関心をもって、『言葉みつけ』遊びを楽しもうとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  言葉の特徴や使い方 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために、子どもたちにもめ

あてを読ませる。 

 

 

 

・言葉遊びの内容を知る。 

・はち 

・ぶた、たい 

・わし 

 

・いと 

・パン 

・はた、たけ 

 

・『いる』と『ある』の違い

を考える。 

・クイズを作る。 

 

 

 

 

・自分たちが作った問題で楽

しむ。 

 

・次時の見通しをもつ。 

②教科書P88を使って、文の中にあうような言葉を入れる遊びであるこ

とを知らせる。 
・かばんの中には、かばがいる。の文から、問題の意味を考えさせる 
「はちまきの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「ぶたいの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「いわしの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
・みかんの中には、かんがある。の文から、問題の意味を考えさせる。 
「すいとうの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「パンダの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「はたけの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
 
・『いる』と『ある』の使い方を考えさせる。 
 
③教科書を参考に、「言葉クイズ」を考えさせる。 
・「言葉クイズ」を作り､自分たちでそれを使って、クイズ遊びをする 
という気持ちを高めさせる。 

・クイズ作りをさせる。 
「教科書を参考にクイズを作ろう。」 
・クイズ大会をさせる。 
「自分たちの作った問題でクイズ大会をしよう。」 
 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『どうぶつのあかちゃん』を学習します。 

 

指導のポイント 

 〇教材文を見て、「言葉クイズを作ってみんなであそぼう」という学習課題であり楽しい時間だという気

持ちをもたせる。 
○『いる』『ある』の使い方は、普段使用していないと混同てしまう子どもがでてくるので、ここではで

きあがった文を声にださせ、具体的な場面を考えさせ理解を深めさせる。 
例 ぶたいのなかには、ぶたがいる。パンダのなかには､パンがある。 

○一つの問題の中で､答えが二つ隠れている場合もあることをおさえる。 
例 はたけの中には、旗（はた）がある。はたけの中には、竹（たけ）がある。 

○言葉の中には､意味がよくわからないものもあるので、補足説明を加える。 
 
 

 

ことばをみつけよう 

７１

『いる』『ある』の使い方は、普段使用していないと混同してしまう子どもがでてくるので、ここで

はできあがった文を声にださせ、具体的な場面を考えさせ理解を深めさせる。



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

こ
と
ば
を
み
つ
け
よ
う 

  

・
か
ば
ん
の
中

 
 

は
ち
ま
き
の
中

 
 

ぶ
た
い
の
中

 
 

い
わ
し
の
中

 
 ・

み
か
ん
の
中

 
 

す
い
と
う
の
中

 
 
パ
ン
ダ
の
中

 
 

は
た
け
の
中

 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 
③教科書を参考に、「言葉クイズ」を考えさせる。 
・「言葉クイズ」を作り､自分たちでそれを使って、

クイズ遊びをするという気持ちを高めさせる。 
・クイズ作りをさせる。 
「教科書を参考にクイズを作ろう。」 
・クイズ大会をさせる。 
「自分たちの作った問題でクイズ大会をしよう。」 

②教科書 P88 を使って、文の中にあうような言葉を入れる遊びであること

を知らせる。 
・かばんの中には、かばがいる。の文から、問題の意味を考えさせる 
「はちまきの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「ぶたいの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「いわしの中には、□がいる。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
・みかんの中には、かんがある。の文から、問題の意味を考えさせる。 
「すいとうの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「パンダの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
「はたけの中には、□がある。□の中に入る言葉を見つけよう。」 
・『いる』と『ある』の使い方を考えさせる。 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『どうぶつのあかち

ゃん』を学習します。 



７２ 

題 材 名  「どうぶつの赤ちゃん」①（第１時／全３時間） 

 

目  標  （１） ライオンとしまうまの赤ちゃんの特徴やその違いなどを考えながら、大体の内容を読み取 

ることができる。 

（２） 事柄の関係を考えながら、語と語や文と文の続き方に注意して書くことができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「どうぶつの 赤ちゃん」を黒板に書く。 

②  読みのめあてと本時の目標を黒板に書く。 

「ちがいをかんがえてよもう  

「どうぶつの赤ちゃん」をよんで はなしあおう。」 

③  どうぶつの赤ちゃんについて知っていることを発表させる。 

「 動物の赤ちゃんのことで、知っていることを聞かせてください」

④  教科書９２～９７ページを読む。  

・ さし絵を提示しながら、教師が読む。 

「読んでいるところの絵を見ながら、聞きましょう。」  

⑤  初発の感想を発表させる。  

・ 児童の発言を板書する。  

「初めて読んで感じたことや驚いたことを聞かせてくださ い。」 

⑥  新出漢字を学習する。 

「本」「早い」「出る」「中」 

⑦  次時の予告をする。  

⑧ 「次の時間は、ライオンの赤ちゃんについて読み取ります。」 

 

 

・本時の目標を知る。 

 

・知っていることを発表する。 

 

・教師の読み聞かせを聞いて、

物語の大体を知る。 

 

・感想を発表しあう。 

 

・新出漢字を学習する。 

・新出漢字用ワークシートに書

く。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 関心や意欲を高めるために 

・ 導入で、自分の家で飼っている動物のことや、動物園で見た動物など、動物の赤ちゃんについて知っているこ

とを自由に発表させる。 

・ 既習教材「わたしは、なんでしょう」方式で、教師が動物の赤ちゃんについて３ヒントクイズを出し、答えさ

せる。 

○ 初発の感想を大切にして 

・ どんな小さな発見にも耳を傾け、板書に位置付けていくことで、これから学習する教材文への関心を高めて

いくようにする。 

・ 児童の実態に応じて、初発の感想は、ノートに書かせてもよい。 

 

 

「赤」「生」「耳」「王」「口」「年」「立」「草」



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

   

〇
ど 

う 

ぶ 

つ 

の 

赤 

ち 

ゃ 

ん 

は  

ち 

い 

さ 

い 
 

 

か 

わ 

い 

い 

 

お 

ち 

ち 

を 

の 

む 
 

お 

か 

あ 

さ 

ん 

の 

そ 

ば 

に 

い 

る 

 

ラ 

イ 

オ 

ン 

  

し 

ま 

う 

ま 

 

〇
は 

じ 

め 

て 

よ 

ん 

で  

・ 

ラ 

イ 

オ 

ン 

の 

赤 

ち 

ゃ 

ん 

が 

こ 

ね 

こ 

み 

た 

い 

だ 

っ 

た 

。  

・ 

し 

ま 

う 

ま 

の 

赤 

ち 

ゃ 

ん 

が 

す 

ぐ 

に 

立 

て 

る 

の 

が 

す 

ご 

い 

。  

・ 
し 

ま 

う 

ま 

の 

ほ 

う 

が 

大 

き 

い 

の 

で 

び 

っ 

く 

り 

し 

た
。 

  

あ 

た 
ら 
し 
い 

か 

ん 

字  

赤 (

あ 

か ) 

 

生 

（ 

う 

） 

ま 

れ 
る 

 

耳 

（ 

み 

み 

） 

 

王 (

お 

う ) 

 

年 

（ 

ね 

ん 

） 

 

草 

（ 

く 

さ 

） 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
よ
ん
で 

は
な
し
あ
お
う 

①  題材名「どうぶつの赤ちゃん」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③動物の赤ちゃんについて知っていることを発表させる。 
④教科書の８６～９１ページを読み聞かせ、話の大体を 
つかませる。（さし絵を提示する。） 

⑥新出漢字「本」「早い」「出る」「中」の 
学習をさせる。 
・新出漢字用ワークシートに書く。

⑦次時の予告をする。 
「次の時間は，ライオンの赤ちゃんのことを詳しく読み取ります。」 

９２～９７

赤
（
あ
か
）

生
（
う
）
ま
れ
る

耳
（
み
み

王
（
お
う
）

口
（
く
ち
）

年
（
ね
ん
）

立
（
た
）
つ

草
（
く
さ
）

「赤」「生」「耳」「王」「口」「年」「立」「草」の



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん ①                                                 ｗ 72  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 
 

  で て き た ど う ぶ つ 
 
  

    な ま え     し っ て い る こ と 

 

 93 頁 の 絵  

 

 

 

 95 頁 の 絵  

 

 

 

 10
1

頁 の 絵  

 

 

 

  じ ぶ ん で 、 し っ て い る ど う ぶ つ の な ま え 
  

 

 

 

 

 

  え 

  ま  

  な 

       

  ①   ②   ③   ④   ⑤  ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪   ⑫  

 

          



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん ① （ 記 入 例 ）                                   ｗ 72  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 
 

  で て き た ど う ぶ つ 
 
  

    な ま え     し っ て い る こ と 

 

 

 87
 

頁 の 絵  

 

 ラ イ オ ン 

 ・ 一 番 強 い 

 ・ 動 物 を え さ に す る 

 ・ ア フ リ カ に い る 

 ・ お す に は た て が み が あ る 

 

 

 89
 

頁 の 絵  

 

 し ま う ま し ま う ま  

 ・ く さ を た べ る 

 ・ ア フ リ カ に い る 

 ・ 後 ろ 足 の け り は 強 い 

 ・ 

 

 

 10
1

頁 の 絵  

 

 か ん が る ー 

 ・ オ ー ス ト ラ リ ア に い る 

 ・ 草 を 食 べ る 

 ・ 後 ろ 足 で と ぶ 

 

 

  じ ぶ ん で 、 し っ て い る ど う ぶ つ の な ま え 
  

 

 

 

 

 

  え 

  ま  

  な 

       

  ①   ②   ③   ④   ⑤  ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪   ⑫  

 

          



７３ 

題 材 名  「どうぶつの赤ちゃん」②（第２時／全３時間） 

 

目  標  （１） ライオンとしまうまの赤ちゃんの特徴やその違いなどを考えながら、大体の内容を読み取 

ることができる。 

（２） 事柄の関係を考えながら、語と語や文と文の続き方に注意して書くことができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「どうぶつの 赤ちゃん」を黒板に書く。  

②  読みのめあてと本時の目標を黒板に書く。 

「ライオンの 赤ちゃんについて しろう。」 

③  教科書９２ページを読み、何を読み取るのか明らかにする。  

・ 教師が範読後、２つの文を模造紙や短冊などに書いて黒板に貼り

、意識して読み進められるようにする。 

「今日は、ライオンの赤ちゃんについて読み進めていきましょう 

④  教科書９３ページを読み、ライオンの赤ちゃんの生まれたばかり

の様子を読み取らせる。 

・ 教師が範読後、児童に音読させる。 

・ ノートにまとめさせる。 

⑤  教科書９４ページを読み、ライオンの赤ちゃんの大きくなる様子を

読み取らせる。  

・ 教師が範読後、児童に音読させる。 

・ ノートにまとめさせる。 

⑥  ライオンの赤ちゃんについてまとめる。 

・ ライオンの赤ちゃんについて感想を言わせる。 

「ライオンの赤ちゃんについて、どう思いましたか。」 

⑦ 次時の予告をする。 

 「次の時間は、しまうまの赤ちゃんについて読み取ります。」 

 

・本時の目標を知る。 

 

 

・読みの視点を知る。 

 

 

 

・音読する。 

・ノートにライオンの赤ちゃん

の生まれたばかりの様子をま

とめる。 

・音読する。 

・ノートにライオンの赤ちゃん

の大きくなる様子をまとめる 

 

・感想を話し合う。 

 

・次時の見通しをもつ 

 

指導のポイント 

○ 読み取りの視点を示す 

・ まとめさせたい視点を板書で示し、該当する項目を本文から見つけさせ発表させたい。また、ノートやワーク

シートを使って、まとめさせていくようにする。 

・ 文に合う絵をノートの余白に描かせることで、イメージを広げさせても効果的である。 

○ 感想を大切にする 

・ 読み取った後の感想を話し合わせたり、ノートに書かせたりする活動を終末に入れ、学びを深めようにした

い。 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

   

① 

生 

ま 

れ 

た 

ば 

か 

り 

の 

と 

き 

は 

、 

ど 

ん 

な 

よ 

う 

す 

を 

し 

て 

い 

る 

の 

で 

し 

ょ 

う 

。 

 

○ 

か 

ら 

だ 

の 

大 

き 

さ …
 

子 

ね 

こ 

ぐ 

ら 

い 

。  

○ 

目 

や 

耳 

の 

よ 

う 

す …
 

と 

じ 

た 

ま 

ま 

。  

○ 

お 

か 

あ 

さ 

ん 

に 

に 

て 

い 

る 

か …
 

よ 

わ 

よ 

わ 

し 

く 

て 

、 

に 

て 

い 

な 

い 

。  

② 

ど 

の 

よ 

う 

に 

し 

て 

、 

大 

き 

く 

な 

っ 

て 

い 

く 

の 

で 

し 

ょ 

う 

。  ○ 

生 

ま 

れ 

た 

ば 

か 

り …
 

じ 

ぶ 

ん 

で 

は 

、 

あ 

る 

く 

こ 

と 

が 
で 

き 

な 

い 

。  
○ 
二 
か 

月 

ぐ 

ら 

い …
 

お 

ち 

ち 

だ 

け 

の 

ん 

で 

い 

る 

。 

や 

が 

て 

、 
お 
か 

あ 

さ 

ん 

の 

と 

っ 

た 

え 

も 

の 

を 

た 

べ 

は 

じ 

め 

る 

。  
 

 

○ 

一 

年 

ぐ 

ら 

い …
 

え 

も 

の 

の 

と 

り 

か 

た 

を 

お 

ぼ 

え 

る 

。 

じ 

ぶ 

ん 

で 

つ 
か 
ま 
え 

て 

た 

べ 

る 

よ 

う 

に 

な 

る 

。  

 

【 

か 

ん 

そ 

う 

】  

・ 

ど 

う 

ぶ 

つ 

の 

王 

さ 

ま 

な 

の 

に 

、 
赤 
ち 

ゃ 

ん 

は 

か 

わ 

い
い 

の 

で 

ふ 

し 

ぎ 

。  

・ 

口 

に 

く 

わ 

え 

て 

は 

こ 

ん 

で 

も 

ら 

う 

の 

で 
い 
た 
く 

な 

い 

の 

か 

な 

。 

ラ
イ
オ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て 

し
ろ
う 

①  題材名「どうぶつの赤ちゃん」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③教科書の９２ページを読み、この教材を通して、何を

読み取るのか示す。範読後、短冊や模造紙などに書いた問

題を黒板に掲示する。 

④始めの問題に該当する教科書の９３ページを読ませ、｢生まれたばか

りのようす｣についてまとめさせる。音読させたあと、発表させる。 
教師が板書した後に、ノートに書かせる。

⑥本時のまとめをする。 
「ライオンの赤ちゃんについて、どう思いましたか。」 
⑦次時の予告をする。 
「次の時間は，しまうまの赤ちゃんのことを詳しく読み取ります」 

⑤次の問題に該当する教科書の９４ページを読ませ、｢大きくなるよう

す｣についてまとめさせる。音読させたあと、発表させる。 
・教師が板書した後に、ノートに書かせる。



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん                                                ｗ 73  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 

☆  生 ま れ た ば か り の よ う す  

 

  ラ イ オ ン 

 

 
 お か 

あ さ  

ん  

と 

に て い る か 

 

  耳 の よ う す    目 の よ う す  

 

  か ら だ の 大 き さ  

  

☆ 大 き く な る よ う す ( ○ ○ は ～ な の に 、 □ □ は ～ な の で 、 お ど ろ い た 。 な ど ） 

 

 

 

 

 

 



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん  記 入 見 本                                      ｗ 73  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 

☆  生 ま れ た ば か り の よ う す  

 

  ラ イ オ ン 

 

 
 お か あ さ ん  

と 

に て い る か 

 

  耳 の よ う す    目 の よ う す  

 

  か ら だ の 大 き さ  

 

 

 よ わ よ わ し く 、 

 に て い な い 

 

 

 と じ た ま ま  

 

  と じ た ま ま  

 

 子 ね こ ぐ ら い の 大 き さ  

☆ 大 き く な る よ う す ( ○ ○ は ～ な の に 、 □ □ は ～ な の で 、 お ど ろ い た 。 な ど ） 

 

 

 

 

 

 



７４ 

題 材 名  「どうぶつの赤ちゃん」③（第３時／全３時間） 

 

目  標  （１） ライオンとしまうまの赤ちゃんの特徴やその違いなどを考えながら、大体の内容を読み取 

ることができる。 

（２） 事柄の関係を考えながら、語と語や文と文の続き方に注意して書くことができる。 

 

領 域 名    Ｂ 書くこと  Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

終

末

2

分 

①  題材名「どうぶつの 赤ちゃん」を黒板に書く。 

②  読みのめあてと本時の目標を黒板に書く。 

「しまうまの 赤ちゃんについて しろう。」 

③  教科書９２ページを読み、何を読み取るのか明らかにする。 

・ 教師が範読後、２つの文を模造紙や短冊などに書いて黒板に貼り

意識して読み進められるようにする。 

「 今日は、しまうまの赤ちゃんについて読み進めていきましょう」

④  教科書９５ページを読み、しまうまの赤ちゃんの生まれたばかり 

の様子を読み取らせる。 

・ 教師が範読後、児童に音読させる。 

・ ノートにまとめさせる。 

⑤  教科書９６～９７ページを読み、しまうまの赤ちゃんの大きくなる

様子を読み取らせる。  

・教師が範読後、児童に音読させる。 

・ ノートにまとめさせる。 

⑥  しまうまの赤ちゃんについてまとめる。 

・ しまうまの赤ちゃんについて感想を言わせる。 

「しまうまの赤ちゃんについて、どう思いましたか。」 

⑦ 次は『これはなんでしょう』の学習をします。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

 

・読みの視点を知る。 

 

 

 

・音読する。 

・ノートにしまうまの赤ちゃん

の、生まれた様子をまとめる 

・音読する。 

・ノートにしまうまの赤ちゃん

の、大きくなる様子をまとめ

る。 

 

・感想を話し合う。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 読み取りの視点を示す 

・ まとめさせたい視点を板書で示し、該当する項目を本文から見つけさせ発表させたい。また、ノートやワーク

シートを使って、まとめさせていくようにする。 

・ 文に合う絵をノートの余白に描かせることで、イメージを広げさせても効果的である。 

○ 感想を大切にする 

・ 読み取った後の感想を話し合わせたり、ノートに書かせたりする活動を終末に入れ、学びを深めようにした

い。 



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

  

① 
 

生 

ま 

れ 

た 

ば 

か 

り 

の 

と 

き 

は 

、 

ど 

ん 

な 

よ 

う 

す 

を 

し 

て 

い 

る 

の 

で 

し 

ょ 

う 

。  

○ 

か 

ら 

だ 

の 

大 

き 

さ …
 

や 

ぎ 

ぐ 

ら 

い 

。  

○ 

目 

や 

耳 

の 

よ 

う 

す …
 

目 

は 

あ 

い 

て 

い 

る 

。  

耳 

も 

ぴ 

ん 

と 

立 

っ 

て 

い 

る 

。  

○ 

お 

か 

あ 

さ 

ん 

に 

に 

て 

い 

る 

か …
 

し 

ま 

の 

も 

よ 

う 

が 

あ 

り 

そ 

っ 

く 

り 

。 

 ② 

ど 

の 

よ 

う 

に 

し 

て 

、 

大 

き 

く 

な 

っ 

て 

い 

く 

の 

で 

し 

ょ 

う 

。 

○ 

生 

ま 

れ 

た 

ば 

か 

り …
 

三 

十 

分 

も 

た 

た 

な 

い 

う 

ち 

に 

、 

じ 

ぶ 
ん 

で 

立 

ち 

上 

が 

る 

。 

つ 

ぎ 

の 

日 

に 

は 

、 

は 

し 

る 

よ 

う 

に 
な 
る 
。  

○ 

七 

日 
月 
ぐ 

ら 

い …
 

お 

ち 

ち 

だ 

け 

の 

ん 

で 

い 

る 

。 

○ 

そ 

の 

あ 

と …
 

お 
ち 
ち 
も 

の 

む 

。 

じ 

ぶ 

ん 

で 

草 

も 

た 

べ 

る 

よ 

う 

に 

な 

る 

。  

 

【 

か 

ん 

そ 

う 

】  

・ 

す 

ぐ 

に 

、 

は 

し 

れ 

る 

よ 

う 
に 
な 

る 

の 

が 

す 

ご 

い 

と 

お 

も 

っ 

た 

。  

・ 

じ 

ぶ 

ん 

で 

草 

も 

た 

べ 

る 

の 

で 

え 

ら 
い 
な 
と 

お 

も 

っ 

た 

 

し
ま
う
ま
の
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て 

し
ろ
う 

①  題材名「どうぶつの赤ちゃん」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③教科書の９２ページを読み、この教材を通して、 
何を読み取るのか示す。範読後、短冊や模造 
紙などに書いた問題を黒板に掲示する。 

④９５ページを読ませ、｢生まれたばかりのようす｣についてまとめさ

せる。音読させたあと、発表させる。教師が板書した後に、ノート 
に書かせる。

⑥本時のまとめをする。 
「しまうまの赤ちゃんについて、どう思いましたか。」 
⑦次時の予告をする。 

⑤９６～９７ページを読ませ、｢大きくなるようす｣についてまとめさ

せる。音読させたあと、発表させる。 
・教師が板書した後に、ノートに書かせる。



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん ③                                             ｗ 74  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 

☆  生 ま れ た ば か り の よ う す  

 

  し ま う ま  

 

 
 お か あ さ ん  

と 

に て い る か 

 

  耳 の よ う す    目 の よ う す  

 

  か ら だ の 大 き さ  

  

☆ 大 き く な る よ う す ( ○ ○ は ～ な の に 、 □ □ は ～ な の で 、 お ど ろ い た 。 な ど ） 

 

 

 

 

 

 



ど う ぶ つ の 赤 ち ゃ ん ③ （ 記 入 例 ）                                  ｗ 74  

       一 年  く み       名 ま え （              ） 

☆  生 ま れ た ば か り の よ う す  

 

  し ま う ま  

 

 
 お か あ さ ん  

と 

に て い る か 

 

  耳 の よ う す    目 の よ う す  

 

  か ら だ の 大 き さ  

 

 

 お か あ さ ん に 

 そ っ く り  

 

 

 ぴ ん と た っ て い る 

 

 目 は あ い て い る 

 

 や ぎ ぐ ら い の 大 き さ  

☆ 大 き く な る よ う す ( ○ ○ は ～ な の に 、 □ □ は ～ な の で 、 お ど ろ い た 。 な ど ） 

 

 

 

 

 

 

 



７５ 

題 材 名  「これは なんでしょう」（第１時／全１時間） 

目  標 〇互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐことができる。 

     ・二人で話し合い、クイズを考え発表しようとすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  A 話すこと･聞くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
「『これは、なんでしょう』という､クイズをします。」 
・教師から問題を聞いたり、教材文を読んだりして､クイズの大まかな

ルールを知らせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために子どもたちにもめあ

てを読ませる。 

 

 

 

 

 

 

・クイズの答えを考える。 

 

・問題を考える。 

 

・話す順番を考える。 

 

・発表の練習をする。 

 

 

・クイズ大会をする。 

･自分たちが作った問題を楽

しむ。 

 

・感想を発表する。 

・次時の見通しをもつ。 

②二人組を作り､クイズの問題を考えさせる。 
・二人組を作らせる。 
・教科書P103を参考に､問題を作らせる。 
「学校にあるものの中から、問題の答えにするものを決めましょう。」 
 
「問題にするものの形や､働きなどをノートに書きましょう。」 
 
「書いたことをどの順番で言うかを、話し合いましょう。」 
 
「問題を発表する練習をしましょう。」 
③「これは、なんでしょう」クイズ大会をさせる。 
「自分たちが考えたクイズをみんなの前で､発表しましょう。」 
「質問があれば、手をあげてしてください。」 
「クイズ大会をしての感想を発表しましょう。」 
○新しい漢字－先 
④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ずうっと、ずっと､大すきだよ』を学習します。 

 

指導のポイント 

 〇「クイズを作ってみんなであそぼう」という学習課題であり、二人で協力して問題を考えていこうとす

る気持ちをもたせる。 
○答えを決めたら、その特徴（色や形、働き、様子）を児童の日本語力の実態を考慮して、ノートに文字

を書いたり絵で表現させたりする。また、問題や答えは､口答だけでなく、画用紙等を使ったりジェス

チャーを交えたり、実物を見せたりして行うようにするとよい。 
○音声ＣＤがある場合は、ＣＤを聞いて、問題の出し方を確かめ、話し合いの仕方を学ばせ、練習に生か

すようにさせる。 
○友達の話を確かめたり、わからないことを聞いたりするなど二人で話し合いをする時間を大切にする。 
○クイズ大会の際の発表の仕方や聞く姿勢、声の大きさなどを教科書 P.102～105 ページの挿絵を参考に知

らせる。 
○クイズ大会の際が終わった後は、机の配置を必ず元に戻すことを約束させる。教師が最後に机の配置を

確かめる。（補習校の机等を移動する際には、机の中の物に触れないこと､落としたらすぐに机の中に戻

すことを伝える。） 
 

二人で問題を考えて､クイズ大会をしょう 



板書例 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

め
あ
て 

二
人
で
も
ん
だ
い
を
か
ん
が
え
て

ク
イ
ズ 

た
い
か
い

 
 

ク
イ
ズ
の
れ
い 

  

○
く
い
ず
の
こ
た
え 

と
け
い 

○
も
ん
だ
い 

ま
る
い
も
の 

す
う
じ
が
か
い
て
あ
る 

い
つ
も
う
ご
い
て
い
る 

  
  

 

○
ク
イ
ズ
た
い
か
い 
      

・
こ
え
の
大
き
さ 

 

・
は
な
し
を
き
く
し
せ
い 

 
 

  
 

○
か
ん
字 

 
 

 

 
 
 

先さ
き 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 
「『これは、なんでしょう』という､クイ

ズをします。」 
・教師から問題を聞いたり、教材文を読ん

だりして､クイズの大まかなルールを知ら

せる。 

③「これは、なんでしょう」クイズ大会をさせる。 
「自分たちが考えたクイズをみんなの前で､発表し

ましょう。」 
「質問があれば、手をあげてしてください。」 
「クイズ大会をしての感想を発表しましょう。」 

②二人組を作り､クイズの問題を考えさせる。 
・二人組を作らせる。 
・教科書 P103 を参考に､問題を作らせる。 
「学校にあるものの中から、問題の答えにするものを決めましょう。」 
「問題にするものの形や､働きなどをノートに書きましょう。」 
「書いたことをどの順番でいうかを、話し合いましょう。」 
「問題を発表する練習をしましょう。」 
・答えを決めたら、その特徴（色や形、働き、様子）を児童の日本語力の

実態を考慮して、ノートに文字を書いたり絵で表現させたりする。 

④次時の予告をする。 
「次の時間は、『ずうっと、ずっと､

大すきだよ』を学習します。 



先 ふ
た
り
で

か
ん
が
え
よ
う

ｗ
75

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

も
ん
だ
い
は
、
ど
の
よ
う
な

じ
ゅ
ん
じ
で

つ
く
り
ま
す
か
。

□
の
中
か
ら
え
ら
ん
で

か
き
ま
し
ょ
う
。

じ
ゅ
ん
ば
ん

か
た
ち

も
ん
だ
い

①
（

）
に
す
る
も
の
を
き
め
る
。

②
ノ
ー
ト
に
、
（

）
や
は
た
ら

な
ど
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
か
く
。

③
か
い
た
こ
と
を

ど
の
（

）
で

い
う
か

は
な
し
あ
う
。

④
も
ん
だ
い
を

出
す
。

か
ん
字
の
れ
ん
し
ゅ
う



先 ふ
た
り
で

か
ん
が
え
よ
う

記
入
見
本

ｗ
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い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

ク
イ
ズ
た
い
か
い
を
し
よ
う
。

も
ん
だ
い
は
、
ど
の
よ
う
な

じ
ゅ
ん
じ
ょ

で
つ
く
り
ま
す
か
。

□
の
中
か
ら
え
ら
ん
で

か
き
ま
し
ょ
う
。

じ
ゅ
ん
ば
ん

か
た
ち

も
ん
だ
い

①
（
も
ん
だ
い
）
に
す
る
も
の
を
き
め
る
。

②
ノ
ー
ト
に
、（
か
た
ち
）
や
は
た
ら
き
な
ど
、

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
か
く
。

③
か
い
た
こ
と
を

ど
の
（
じ
ゅ
ん
ば
ん
）

で
い
う
か

は
な
し
あ
う
。

④
も
ん
だ
い
を

出
す
。

か
ん
字
の
れ
ん
し
ゅ
う



７６ 

題 材 名  「ずっとずっと大すきだよ」①（第１時／全２時間） 

 

目  標  場面の様子や人物の行動などについて、想像を広げながら読むことができる。 

領 域 名   Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

 

終

末

2

分 

① 題材名「ずうっと、ずっと、大すきだよ」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

「さしえを見たりぶんをぜんぶよんだりして、はなしのだいたいを

つかもう。」 

・ワークシートを配布し，目標を書き込ませる。 

③ 教科書を読む。 

・さし絵を提示しながら、教師が読む。 

「読んでいるところの絵を見ながら聞きましょう。」 

④ さし絵に出てくる人物とその行動を読み取り、文にまとめさせる。 

 （第一のさし絵については、みんなで考え、あとは個別に書き進めさ

せる）  

⑤ さし絵を見ながら、話のあらましを話させる。 

・さし絵と文章を対応させながら、板書する。  

・ワークシートに，会話文とその様子を書き込ませる。 

⑥ 新出漢字を学習する。 

・新出漢字用ークシートに書かせる。 

「本」「早い」「出る」「中」  

⑦ 次時の予告をする。  

⑧ 「次の時間は，エルフとぼくの様子や気持ちを読み取ります。」 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標をワークシートに書き込

む。 

・物語の大体を知る。 

 

 

・挿絵を見て、だれが何をして

いるところか書く。 

 

・話をはじめから順に読んでい

き、④で書いたことを確認す

る。 

 

・新出漢字を学習する。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

○ 読み聞かせをするときは 

・ 会話体の文章を生かして、優しく児童に語りかけるように読む。 

・ 児童には、文とさし絵を対応させながら、時々さし絵の説明を挟みながら読む。 

○ さし絵をたいせつにして 

・ 児童自らが主体的に作品を読み進めていくために、さし絵を活用する。さし絵を順に追っていくことより、物

語の筋の展開を考えたり、さし絵に描かれた人物の様子や表情から、その場面の人物の心情を想像したりした

うえで、それを叙述によって確かめていく。 

○ 物語のあらましを読み取るときは 

・ 「ぼく」と「エルフ」の行動を確認しながら、次の二点についておさえさせる。 

（１） 「ぼく」と「エルフ」がどんなことをいっしょにしたのかを押さえ、仲がよかったことを読み取らせる。 

（２） 「ぼく」が毎日「エルフ、ずうっと、大すきだよ。」と言っていたことを押さえ、エルフをどれだけ大切

にしていたか読み取らせる。 

 

 

「犬」「早い」

「ずうっと、ずっと、大すきだよ」①（第1時／全2時間）



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

   

エ 

ル 

フ  
 
 
 
 
 

ぼ 

く  

ぼ 

く 

た 

ち 

は 

、 

い 

っ 

し 

ょ 

に 

大 

き 

く 

な 

っ 

た 

。 

 

エ 

ル 

フ 

の 

お 

腹 

を 

ま 

く 

ら 

に 

エ 

ル 

フ 

の 

お 

な 

か 

を 

ま 

く 

ら 

す
る 

の 

が 

す 

き 

だ 

っ 

た 

。  

い 

っ 

し 

ょ 

に 

ゆ 

め 

を 

み 

た 

。  

ま 

い 

に 

ち 

い 

っ 

し 

ょ 

に 

あ 

そ 

ん 

だ 

。 

 
マ 

マ 

の 

か 

だ 

ん 

を 

ほ 

り 

か 

え 

す 

の 

が 

す 

き 

だ 

っ 

た 

。 

  

さ 

ん 
ぽ 
を 

い 

や 

が 

る 

よ 

う 

に 

な 

っ 

た 

。 

  

と 

て 

も 

し 

ん 
ぱ 
い 

し 

た 

。 

・ 

・ 

・ 

・  

  

ま 

い 

ば 

ん 

、 

き 

っ 

と 

・ 

い 
っ 
て 

や 

る 

ん 

だ 

。  

「 

ず 

う 

っ 

と 

、 

ず 

っ 

と 

、 

大 

す 
き 
だ 

よ 

。
」  

 

○
あ 

た 

ら 

し 

い 

か 

ん 

じ  

本 (

ほ 

ん ) 

早 

い (

は 

や 

い ) 

出 

る 

（ 

で 

る 

） 

中 
（ 
な 

か 

） 

は
な
し
の 

だ
い
た
い
を 

し
ろ
う 

①  題材名「ずうっとずっと大すきだよ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③本文全文を読み聞かせ、話の大体をつかませる。（さし絵を提示

する） 
④さし絵に出てくる人物とその行動を読み取り、一文にまとめさせ

る。 

⑦次時の予告をする。 
「次の時間は，エルフとぼくの様子や気持ちを読取ります。」 

⑥新出漢字「本」「早い」「出る」「中」の学習をさせる。 
・新出漢字用ワークシートに書く。 

犬
（
い
ぬ
）

早
い
（
は
や
い
）

「犬」「早い」の学習をさせる。

「
ず
う
っ
と
、
ず
っ
と
、
大
す
き
だ
よ
」
①



ず う っ と 、 ず っ と 、 大 す き だ よ ①                                                    ｗ 76  

 

         一 ね ん   く み   名 ま え （                 ） 

き ょ う の が く し ゅ う の め あ て 

 

 

                                      エ ル フ            ぼ く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  10

6
頁 の 絵  

 

 
 
 

 

 

 
   10

8
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   10

7
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   11

0
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   10

9
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   11

2
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   11

1
頁 の 絵  

 

 
 
 



ず う っ と 、 ず っ と 、 大 す き だ よ ① （ 記 入 例 ）                                      ｗ 76  

 

         一 ね ん   く み   名 ま え （                 ） 

き ょ う の が く し ゅ う の め あ て 

 

 

 

                                      エ ル フ                     ぼ く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  さ し え を 見 た り ぶ ん を ぜ ん ぶ よ ん だ り し て は な し の だ い た い を つ か も う 。  

 

 
   10

7
頁 の 絵  

 
 

               エ ル フ の お な か を ま く ら に  
               す る の が す き だ っ た 。  
 い っ し ょ に ゆ め を み た  
 

 
   10

6
頁 の 絵  

 

 
  エ ル フ と 、 ぼ く は 、 い っ し ょ に お お き く な っ た 。  
 

 
   10

9
頁 の 絵  

 

 
 ふ と っ て さ ん ぽ を  
 い や が る よ う に な っ た 。  

 
   10

8
頁 の 絵  

 

 マ マ の 、 か だ ん を  
 ほ り か え す の が す き だ っ た 。  
 

 
   11

1
頁 の 絵  

 

 
 
 

 
   11

0
頁 の 絵  

 

              エ ル フ を じ ゅ う い さ ん に  
              つ れ て い っ た 。  
 

 
   11

2
頁 の 絵  

 

 
 
 



７７ 

題 材 名  「ずっとずっと大すきだよ」②（第２時／全２時間） 

 

目  標  場面の様子や人物の行動などについて、想像を広げながら読むことができる。 

 

領 域 名   Ｃ 読むこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

10 

分 

 

 

展

開

33

分 

 

 

 

 

終

末

2

分 

①  題材名「ずうっと、ずっと、大すきだよ」を黒板に書く。 

②  本時の目標を黒板に書く。 

「エルフがとしをとって、 やがてしんでしまったときの ぼくやか

ぞくのようすやきもちをおもいうかべてみよう。」 

・ 目標をワークシートに書かせる。 

③  「年を取ったエルフは、どのように変わっていきましたか。また、

そのエルフに対して、ぼくや家族はどんなことをしてやったか、書

き出してみましょう。」 

④  エルフに対するぼくの気持ちについて話し合わせる。 

「エルフに対する、ぼくの気持ちのわかるところに、線を引きまし

ょう。」  

⑤  エルフが死んだときの様子と、ぼくや家族のエルフに対する気持ち

を話し合わせる。  

「年取ったエルフは死んでしまいました。ぼくや家族は、ど する。

うしたでしょう。」  

「エルフが死んだときの、ぼくと家族の悲しみの違いはどう だった

でしょう。」  

⑥  次時の予告をする。 

⑦ 「次の時間は，『にているかん字』について学習します。」 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標をワークシートに書き込

む。 

 

・読み取ったことを、まとめる 

 

 

 

・エルフに対するぼくの気持ち

についてわかるところに線を

引いて、発表する。 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

指導のポイント 

 

○ さし絵の活用 

・ さし絵から、何年もの年月が流れてエルフが年取ったことや、ぼくがエルフにいろいろなことをしてあげて

いたことなどをつかませることができる。 

○ 児童の主体的な読みを大切に 

・ 細かな読解指導は、読書の喜びを奪うことになりかねない。登場人物の気持ちや作者が言いたかったことな

どについて、理屈で説明することを要求するような問いかけはできるだけ少なくし、物語の展開や感想

を伝え合うことができるようにしたい。 

 

 

 

「ずうっとずっと大すきだよ」

どうした

でしょう。



板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

   

と 

し 

を 

と 

っ 

た 

エ 

ル 

フ  

ね 

て 

い 

る 

こ 

と 

が 

お 

お 

く 

な 

り 

、 

さ 

ん 

ぽ 

を 

い 

や 

が 

る 

よ 

う 

に 

な 

っ 

た 

。 

ぼ 

く 

た 

ち 

 

じ 

ゅ 

う 

い 

さ 

ん 

へ 

つ 

れ 

て 

い 

っ 

た 

。 

  

か 

い 

だ 

ん 

も 

の 

ぼ 

れ 

な 

く 

な 

っ 

た 

。 

 

ぼ 

く  

二 

か 

い 

へ 

だ 

っ 

こ 

し 

て 

つ 

れ 

て 

い 

っ 

て 

あ 

げ 

た  
い 
っ 
し 

ょ 

に 

ね 

た 

。 

 

や 

わ 
ら 
か 

い 

ま 

く 

ら  

「 

ず 

う 

っ 
と 
、 

大 

す 

き 

だ 

よ 

。
」 

 

死 

ん 

だ 

エ 

ル 
フ 

 

ぼ 

く 

た 

ち 

に 

わ 
に 
う 
め 

た 

。  

な 

い 

て 

、 

か 

た 

を 

だ 
き 
あ 
っ 

た 

。 

 

に 

い 

さ 

ん 

や 

い 

も 

う 

と 

 

す 

き 

っ 

て 

い 

っ 

て 

や 

ら 

な 

か 
っ 
た 
。 

 

ぼ 

く 

 

い 

く 

ら 

か 

き 

も 

ち 

が 

ら 

く 

だ 

っ 

た 

。  

「 

ず 

う 

っ 

と 

、 

大 

す 

き 

だ 

よ 

。
」 

ぼ
く
や 

か
ぞ
く
の 

よ
う
す
や
き
も
ち
を 

 

お
も
い
う
か
べ
よ
う

①  題材名「ずうっとずっと大すきだよ」を黒板に書く 
②  本時の目標を児童に知らせる。 

・ワークシートを配布し、めあてを確認する。 

③「年を取ったエルフは、どのように変わっていきましたか。 
また、そのエルフに対して、ぼくや家族はどんなことをしてやったか、書き

出してみましょう。」 
④エルフに対するぼくの気持ちについて話し合わせる。 
「エルフに対するぼくの気持ちのわかるところに線を引きましょう。」 

⑦次時の予告をする。 

⑤エルフが死んだときの様子と、ぼくや家族のエルフに対する気持ち

を話し合わせる。「年取ったエルフは死んでしまいました。ぼくや家

族は、どうしたでしょう。」「エルフが死んだときの、ぼくと家族の 
悲しみの違いはどうだったでしょう。」 

「
ず
う
っ
と
ず
っ
と
大
す
き
だ
よ
」



ず う っ と 、 ず っ と 、 大 す き だ よ ②                                                  ｗ 77  

         一 ね ん   く み   名 ま え （                 ） 

き ょ う の が く し ゅ う の め あ て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   11
0

頁 の 絵  

 

 

   10
9

頁 の 絵  

 

 

   11
1

頁 の 上 の 絵  

 

 
   11

2
頁 の 絵  

 

 
   11

3
頁 の 絵  

 

〈 と し を と っ た エ ル フ 〉  

（         ） が お お く な り 、  

（        ） を い や が る よ う に な っ た 。  

〈 ぼ く た ち 〉  

（         ） に つ れ て い っ た 。  

〈 エ ル フ 〉  

（        ） も の ぼ れ な く な っ た 。  

〈 ぼ く 〉  

二 か い へ （      ） し て  

（           ） あ げ た 。  

（       ） ね た 。  

（       ） を や っ て 、  

ね る ま え に は 、 か な ら ず  

「 」

〈 ぼ く 〉  

い く ら か （               ） 

だ っ て 、 ま い ば ん 「          」 

っ て い っ て や っ て い た か ら 。

〈 し ん だ エ ル フ 〉  

〈 ぼ く た ち 〉  

（     ） に （      ） 

な い て 、 （           ） 

〈 に い さ ん や い も う と 〉  

（ ） っ て い っ て や ら な か っ た 。



ず う っ と 、 ず っ と 、 大 す き だ よ ② （ 記 入 例 ）                                        ｗ 77  

         一 ね ん   く み   名 ま え （                 ） 

き ょ う の が く し ゅ う の め あ て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

   11
0

頁 の 絵  

 

 

   10
9

頁 の 絵  

 

 

   11
1

頁 の 上 の 絵  

 

 
   11

2
頁 の 絵  

 

 
   11

3
頁 の 絵  

 

〈 と し を と っ た エ ル フ 〉  

（  ね て い る こ と   ） が お お く な り 、  

（  さ ん ぽ  ） を い や が る よ う に な っ た 。  

〈 ぼ く た ち 〉  

（ じ ゅ う い さ ん ） に つ れ て い っ た 。  

〈 エ ル フ 〉  

（  か い だ ん  ） も の ぼ れ な く な っ た 。  

〈 ぼ く 〉  

二 か い へ （ だ っ こ  ） し て  

（   は こ ん で   ） あ げ た 。  

（  い っ し ょ に ） ね た 。  

（ や わ ら か い ま く ら  ） を や っ て 、

ね る ま え に は 、 か な ら ず  

「 エ ル フ ず う と ず っ と 大 す き だ よ  」

と い っ て や っ た 。  

〈 ぼ く 〉  

い く ら か （ 気 も ち が ら く だ っ た  ） 

だ っ て 、 ま い ば ん 「 ず う っ と 大 す き だ よ 」 

っ て い っ て や っ て い た か ら 。  

〈 し ん だ エ ル フ 〉  

〈 ぼ く た ち 〉  

（   に わ ） に （ う め た ） 

な い て 、 （ か た を だ き あ っ た  ） 

〈 に い さ ん や い も う と 〉  

（ す き ） っ て い っ て や ら な か っ た 。  



７８ 

題 材 名  「にている かん字」（第１時／全１時間） 

目  標 〇第１学年で学習した漢字をふりかえり定着をはかることができる。 

     ・似ている漢字に気をつけて漢字を書いたり筆順を考えて書いたりすることを通して漢字のおも

しろさを感じて練習をすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  B 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために、子どもたちにもめ

あてを読ませる。 

 

 

 

 

・漢字の練習をする。 

 

 

 

・漢字の練習をする。 

 

 

 

 

・文作りをする。 

 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

②似ているところに気をつけて漢字を書かせる。 
・教科書P.118を参考に､似ているところを確かめながら､漢字の練習をさ

せる。 
「似ている部分はどこでしょう。」 
「似ているところに気をつけて漢字の練習をしましょう。」 
 
 
③書き順に気をつけて漢字を書かせる。 
・教科書P119を参考に、似ている漢字の筆順を考えながら､漢字の練習

をさせる。 
「書き順に気をつけて漢字を練習しましょう。」 
 
④学習した漢字を使って短い文を作らせる。 
「似ている漢字を使った文を作りましょう。」 
○新しい漢字－貝 林 右 足 石 左 
⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『いいこと いっぱい、一年生』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 〇「貝」を見つける」と教科書の例文を参考に､形は似ているが､読み方や意味が全く異なることを意識さ

せる。他の例文も同じように読み、全く違う漢字であることを理解させる。 
○一年生にとって、どこが似ていて､どこが違うかを言葉だけで理解することは難しい。実際に書いて練習

するだけでなく､教科書 p.118 のイラストを使って理解させる。また、家庭学習との連携を十分に図りた

い。 
○筆順について、基本のきまりがあることを画用紙に書いておき随時活用していく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にている かん字のれんしゅう 



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

○
に
て
い
る 

か
ん
字

 
 

貝
を 

見
つ
け
る 

 

村
の
お
く
に 

林
が
あ
る 

 

右
足
で 

石
を
け
る 

 

人
が 

入

く
る 

 

学
校
で 

文
字
を
な
ら
う 

  

て
か
こ
う 

 
右 

 

左 
 

土 
 

上 
 

字

 
 

文
を
作
ろ
う 

○
か
ん
字 

  
 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 ③書き順に気をつけて漢字を書かせる。 
・教科書 P119 を参考に、似ている漢字の筆順を考

えながら､漢字の練習をさせる。 
「書き順にも気をつけて漢字を練習しましょう。」 

②似ているところに気をつけて漢字を書かせる。 
・教科書 P.118 を参考に､似ているところを確かめなが

ら､漢字の練習をさせる。 
「似ている部分は、どこでしょう。」 
「似ているところに気をつけて漢字の練習をしまし

ょう。」 

⑤次時の予告をする。 
「次の時間は、『いいこと いっぱ

い、一年生』を学習します。」 

④学習した漢字を使って短い文

を作らせる。 
「似ている漢字を使った文を作

りましょう。」 

貝か
い 

林
は
や
し 

右
足

み
ぎ
あ
し 

石い
し 

左
ひ
だ
り 



貝
こ
と
ば

ｗ
78

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

に
て
い
る
か
ん
字
に

気
を
つ
け
て
、
か
き
ま
し
ょ
う
。

か
き
じ
ゅ
ん
に
気
を
つ
け
て

か
こ
う

な
ら
っ
た

か
ん
字
を
つ
か
っ
て

文
を
つ
く
ろ
う

見

村

林

右

石

右

入

人

左

土

上



貝
こ
と
ば

記
入
見
本

ｗ
78

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て

に
て
い
る

か
ん
字
の
れ
ん
し
ゅ
う

に
て
い
る
か
ん
字
に

気
を
つ
け
て
、
か
き
ま
し
ょ
う
。

か
き
じ
ゅ
ん
に
気
を
つ
け
て

か
こ
う

な
ら
っ
た

か
ん
字
を
つ
か
っ
て

文
を
つ
く
ろ
う

右
を
見
る
。

林
の
中
に
入
る

土

見

村

林

右
石

人

入

右

左

上



７９、８０ 

題 材 名  「いいこと いっぱい、一年生」（第２時／全２時間） 

目  標 〇一年間の楽しかった思い出を、読む人にわかるように、事柄の順序などを考えながら､文章を書

くことができる。 

     ・アルバムを、友達に伝えようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 

5 

分 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

終

末 

10

分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 

 

 

「楽しかった思いでアルバムを作って、友達に知らせましょう。」 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために、子どもたちにもめ

あてを読ませる。 

 

 

 

・書く内容を確認にする。 

・アルバムを作る。 

 

 

 

 

 

 

・見直しをする。 

 

 

 

・友達と交換し読み合う。 

 

・表彰状を完成させる。 

②思いでアルバムを完成させる。 

○P.121を範読、共読みし、書く内容を確認させる。 

・題名           ・どんないいことがあったのか 

・くわしく思い出したこと  ・思ったこと 

「思い出アルバムを作りましょう。」 

 

 

 

 

③完成したアルバムの見直しをさせる。 

「アルバムを読み直しましょう。」 

 

 

 

④出来上がった文章を読み合わせる。 

「出来上がった思い出アルバムを､友達と読み合いましょう。」 

⑤一年間の頑張りをふりかえさせる。 

「教科書１３６ページの表彰状を完成させましょう。 

 

指導のポイント 

 〇補習校によっては、子どもたちの日本語力の実態だけでなく学級内の人数の違いにより活動方法も異な

ることも考えられるが、子どもたちが自主的に･積極的にアルバムを作ったり見直したり見せ合ったり

する活動の場や時間を確保するようにする。（家庭学習との連携） 

○子どもたちの在籍数が比較的多い補習校では､見せ合うグループを固定化しないように工夫し、それぞれ

の思い出を共有したい友達がいることも考え合わせて活動枠を自由に配慮したい。（同じ思いでのグル

ープ、異なったグループ）また、在籍数が少ない補習校においては、学級全体で見せ合うような活動を

行ったり､保護者や幼稚部や他学年の子どもたちを招いて発表会を行ったりするなど学級の実態に応じ

た活動の広がりを工夫したい。 

○どの子どもも､この一年間でいろいろなことができるようになったという自己肯定感を感じさせたい。 

そのための表彰状でもあるので自分だけでなく友達の目から見てできるようになったこと、教師の目か

らみて成長したことなども知らせてあげられようにしておく。 

 

 

 

 

おもいでの アルバムを ともだちに知らせよう 

・書く内容を確認する。

らみて成長したことなども知らせてあげられるようにしておく。



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

い
い
こ
と 

い
っ
ぱ
い
、
一
年
生 

 

○
お
も
い
で
の 

ア
ル
バ
ム
を 

か
ん
せ
い 

し
よ
う 

 

・
う
れ
し
か
っ
た
こ
と 

・
た
の
し
か
っ
た
こ
と 

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と 

・
が
ん
ば
っ
た
こ
と 

・
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と 

 

・
あ
た
ら
し
く 

し
っ
た
こ
と 

 

○
か
く
な
い
よ
う 

 

・
だ
い
め
い 

 
・
ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か 

・
く
わ
し
く
お
も
い
出
し
た
こ
と 

 

 

○
み
な
お
し
を
す
る 

  

○
と
も
だ
ち
と
よ
み
あ
う 

  

か
ん
字 

 

力
ち
か
ら 

①題材名とめあてを黒板に書く。 

・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 

「楽しかった思いでアルバムを作って、友

達に知らせましょう。」 

③完成したアルバムの見直しをさせる。 

「アルバムを読み直しましょう。」 

②思いでアルバムを完成させる。 

○P.121 を範読、共読みし、書く内容を確認させる。 

・題名     ・どんないいことがあったのか 

・くわしく思い出したこと  ・思ったこと 

「思い出アルバムを作りましょう。」 

⑤一年間の頑張りをふりかえさせる。 

「教科書１３６ページの表彰状を完成させまし

ょう。 

④出来上がった文章を読み合わせる。 

「出来上がった思いでアルバムを､友達

と読み合いましょう。」 



お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
①

ｗ
79

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て・

う
れ

・
た
の

・
お
ど

・
が
ん

・
で
き

・
あ
た

○
か
く

な
い
よ
う

・
だ
い

・
ど
ん
な

・
く
わ
し
く

・
お
も

か
ん
字

力
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ア
ル
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つ
く
ろ
う

・
う
れ
し
か
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と

・
た
の
し
か
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た
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と

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と

・
が
ん
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っ
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と

・
で
き
る
よ
う
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な
っ
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と

・
あ
た
ら
し
く
し
っ
た
こ
と

○
か
く

な
い
よ
う

・
だ
い
め
い

・
ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

・
く
わ
し
く
お
も
い
だ
し
た
こ
と

・
お
も
っ
た
こ
と

か
ん
字

力



い
ち
ね
ん
せ
い
の
お
も
い
で

よ
う
し



７９、８０ 

題 材 名  「いいこと いっぱい、一年生」（第２時／全２時間） 

目  標 〇一年間の楽しかった思い出を、読む人にわかるように、事柄の順序などを考えながら､文章を書

くことができる。 

     ・アルバムを、友達に伝えようとすることができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

領 域 等  Ｂ 書くこと 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入 
5 
分 

 

 

 

 

 

展

開 
30
分 

 

 

終

末 
10
分 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通しをもたせる。 
 

 

「楽しかった思いでアルバムを作って、友達に知らせましょう。」 

・本時の目標を知る。 

本時のめあてを明確にする

ために、子どもたちにもめ

あてを読ませる。 

 

 

 

・書く内容を確認にする。 

・アルバムを作る。 

 

 

 

 

 

 

・見直しをする。 

 

 

 

・友達と交換し読み合う。 

 

・表彰状を完成させる。 

②思いでアルバムを完成させる。 
○P.121を範読、共読みし、書く内容を確認させる。 
・題名           ・どんないいことがあったのか 
・くわしく思い出したこと  ・思ったこと 
「思い出アルバムを作りましょう。」 
 
 
 
 
③完成したアルバムの見直しをさせる。 
「アルバムを読み直しましょう。」 
 
 
 
④出来上がった文章を読み合わせる。 
「出来上がった思い出アルバムを､友達と読み合いましょう。」 
⑤一年間の頑張りをふりかえさせる。 

「教科書１３６ページの表彰状を完成させましょう。 

 

指導のポイント 

 〇補習校によっては、子どもたちの日本語力の実態だけでなく学級内の人数の違いにより活動方法も異な

ることも考えられるが、子どもたちが自主的に･積極的にアルバムを作ったり見直したり見せ合ったり

する活動の場や時間を確保するようにする。（家庭学習との連携） 
○子どもたちの在籍数が比較的多い補習校では､見せ合うグループを固定化しないように工夫し、それぞれ

の思い出を共有したい友達がいることも考え合わせて活動枠を自由に配慮したい。（同じ思いでのグル

ープ、異なったグループ）また、在籍数が少ない補習校においては、学級全体で見せ合うような活動を

行ったり､保護者や幼稚部や他学年の子どもたちを招いて発表会を行ったりするなど学級の実態に応じ

た活動の広がりを工夫したい。 
○どの子どもも､この一年間でいろいろなことができるようになったという自己肯定感を感じさせたい。 

そのための表彰状でもあるので自分だけでなく友達の目から見てできるようになったこと、教師の目か

らみて成長したことなども知らせてあげられようにしておく。 
 
 
 
 

おもいでの アルバムを ともだちに知らせよう 

書く内容を確認する。

らみて成長したことなども知らせてあげられるようにしておく。



板書例 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

い
い
こ
と 

一
年
生 

 

○
お
も
い
で
の 

ア
ル
バ
ム
を 

か
ん
せ
い 

し
よ
う 

 
  

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と  

 
 

・
あ
た
ら
し
く 

 
 

○
か
く
な
い
よ
う 

 

・
だ
い
め
い 

 
 

・
く
わ
し
く
お
も
い
出
し
た
こ
と 

 
 

○
み
な
お
し
を
す
る 

  

○
と
も
だ
ち
と
よ
み
あ
う 

  

か
ん
字 

 

力
ち
か
ら 

①題材名とめあてを黒板に書く。 
・本時のめあてを黒板に書き、学習の見通

しをもたせる。 
「楽しかった思いでアルバムを作って、友

達に知らせましょう。」 

③完成したアルバムの見直しをさせる。 
「アルバムを読み直しましょう。」 

②思いでアルバムを完成させる。 
○P.121 を範読、共読みし、書く内容を確認させる。 
・題名     ・どんないいことがあったのか 
・くわしく思い出したこと  ・思ったこと 
「思い出アルバムを作りましょう。」 

⑤一年間の頑張りをふりかえさせる。 
「教科書１３６ページの表彰状を完成させまし

ょう。 

④出来上がった文章を読み合わせる。 
「出来上がった思いでアルバムを､友達

と読み合いましょう。」 



お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
②

ｗ
80

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
て



お
も
い
だ
し
て

か
こ
う

②

記
入
見
本

ｗ
80

い
ち
ね
ん

く
み

な
ま
え
（

）

め
あ
てお

も
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を

と
も
だ
ち
に
し
ら
せ
よ
う
。

え

文

が
ん
ば
っ
た
玉
入
れ

一
年
二
く
み

お
お
た
に

ゆ
い

五
月
の
う
ん
ど
う
か
い
で
、
玉
入

れ
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

お
な
じ
、
二
年
生
が
、

「
か
ご
の
ち
か
く
に
い
っ
て
な
げ
る

と
い
い
よ
。」

と
、
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
や
っ

て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

ら
い
ね
ん
は
、
わ
た
し
が､

一
年
生
に

お
し
え
て
あ
げ
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。


